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CEFMは、世界とアジア全域で何百万人もの女の子の生活を苦しめ、その不可欠
な幸福と健康に重大な影響を与え、損なうと同時に、彼女たちを深刻な暴力にさ
らし、基本的権利を剥奪している。教育、経済的自立、社会的・市民的参加の機
会を不公平に女の子から奪うことで、この有害な慣行は社会全体の進歩を遅ら
せ、その結果、支払われるべき人的・経済的犠牲が増え続けることになる。

プランは、包括的な介入を通じて、また様々なアクターや利害関係者とのパート
ナーシップを通じて、CEFMを予防し、撤廃することに固く注力している。根本的原
因と有害な結果に関する包括的な調査結果を基に、この広範な慣行を大幅に減
少させることが証明されている効果的な介入策と戦略を特定し、探求することに
更に投資してきた。

社会規範に挑戦し、法律とその一貫した執行を強化し、経済的・社会的資源と
セーフティネットを提供するという、すべての根本原因に同時に取り組む統合的な
行動によってのみ、2030年までにCEFMを終わらせるという世界的な野望の達成
に近づくことができるという証拠を、私たちは今、より多く得ることができた。この搾
取的慣行の引き金となるジェンダー不平等と差別に取り組むことは、関連するす
べての戦略に情報を与え、指針とするために、依然として必須である。

特に注目されるのは、ユースの参加と活動である。これは、革新をもたらし、社会
的排除、ジェンダー・ステレオタイプ、有害な伝統の悪循環を断ち切るものであ
る。ユース主導の行動は、この社会的弊害をなくすための集団的努力を更に鼓舞
し、リフレッシュさせるだろう。

この知識と新たな証拠によって、私たちは行動の加速化に貢献し、早急な対応と
投資の拡大を強く求めていく決意である。今こそCEFMを終わらせる時なのだ！

 �Senait Gebregziabher
地域ディレクター 
プラン・インターナショナル

アジア地域統括事務所

序文
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要約
アジアの女の子の人生におけるCEFM

南アジアと東南アジアでは、CEFMの割合がかなり高い1。南アジア小地域ではCEFMの割合が最も高く、バングラデシュとネ
パールは世界のトップ20に入る。インドでは、子どもの花嫁の数が次に近い国の数倍である2。見合い結婚は依然として一般
的である3。しかし、「状況婚」はますます増えており、多くの場合、意図しない妊娠（同意の上での性交渉の結果であれ、性的
強制や暴行によるものであれ）に対応して行われている4。アジア地域では、思春期の妊娠の43％が意図的でないものであり
（一部は婚姻関係の中で起こっている）5、アジア太平洋小地域では、15～19歳の女の子の63％が意図的ではない6。

プラン・インターナショナル・アジア地域統括事務所(ARO)のCEFMに関する調査

CEFMは、女の子の平等を推進するプランの活動の重要な側面である。プラン・インターナショナルAROは、3 段階の調査シ
リーズを委託した。この調査シリーズのフェーズIでは、アジア地域全体におけるCEFMの常態化、根本原因、影響、そして
CEFMを遅らせたり軽減したりするために考案された介入策を取り上げた7。この報告書では、プラン・インターナショナルARO
が活動している14カ国（バングラデシュ、カンボジア、中国、インド、インドネシア、ラオス、ミャンマー、ネパール、パキスタン、
フィリピン、スリランカ、タイ、東ティモール、ベトナム）のデータを検討した。UNFPA EAPROの支援を受けて作成されたフェー
ズII（本報告書）は、これらの介入がCEFMの予防、削減、撲滅に成功し、効果的であったかどうかを掘り下げ、成功につなが
る可能性のある要因を示している。またこのフェーズでは、アジアをはじめとする世界各国の政府やその他の関係者が大規
模に実施した場合に、CEFMをなくす可能性が最も高いと思われる介入策や革新的な手法を特定する。この調査シリーズの
フェーズIIIでは、フェーズIIで特定された成功する介入策を政府が実施するためにかかる費用を問う費用分析に焦点を当て、
特定の環境においてどの費用モデルが最も理にかなっているかを特定する。

このフェーズIIの報告書では、5つの重点国（バングラデシュ、カンボジア、インド、インドネシア、ベトナム）における広範な文
献調査、地域の専門家へのインタビュー、コンサルタントとの協力により、介入策と主要な成功要因、課題、機会、テーマが特
定された。インド、バングラデシュ、インドネシアは、18歳未満で結婚する女の子の数が最も多い上位10カ国に入ってい
る。CEFMが一般に一貫している傾向がある南アジアでは、インドとバングラデシュが、CEFMに取り組むプログラムの数が
最も多く、調査対象国の中で最も高い割合となっている。カンボジアとインドネシアで活動しているプログラムは比較的少ない
が、それでも政府や市民社会はCEFMをなくすための活動に取り組んでいる。バングラデシュとインドネシアは、イスラム教徒
が大多数を占める国として、CEFMがさまざまな形で表れ、対応している点で、互いに興味深い対照をなしている。ベトナムで
は、政府は少数民族のCEFMに取り組み始めており、国民全体のCEFMについて考え始めているのかもしれない。

提言

本調査では、評価文献に記載されたものに加え、革新的で有望な様々な実践が浮かび上がった。以下の提言
は、CEFM 削減以外の結果について評価されたプログラム、小規模に実施されたプログラム、あるいは強力な
結果を実証するのに十分な時間がなかったプログラムから出てきたものである。これらは検討に値するプログ
ラム戦略として浮かび上がってきたものである（最初の5つの提言は、CEFM撲滅のためにアジア地域と世界で
何が有効であったかについてのエビデンスを反映したものである）。

1. プログラムの戦略と内容を文脈化し、地域化する
2. CEFMを政府と開発部門に統合する
3. ジェンダー・トランスフォーマティブのレンズをプログラム戦略と内容に適用する
4. 集団を通じて女の子に力を与える
5. 政府の能力とオーナーシップの構築を通じて、政府の賛同を確保する
6. 思春期の性と意図しない妊娠に取り組む
7. 伝統的指導者や信仰指導者を巻き込む
8. 春期の若者とユースの有意義な参加の確保
9. 長期的プログラム、評価、調査に投資し、更なるエビデンスを生み出す
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調査結果の分析

調査結果の分析では、文献、地域インタビュー、国別調査で強調された手法と戦略を明らかにした。

包括的テーマ

CEFM撤廃に向けた最も効果的な取り組みを特徴づける包括的なテーマは以下の通りである：

•  ジェンダー・トランスフォーマティブアプローチ とは、女の子や女性を制限し、男の子や男性を束縛する根本的な規範や
価値観を変えるよう働きかけるもので、女性にとっても男性にとっても、何が適切と考えられるかの境界を広げるもので
ある。

•  プログラムの設計、実施、評価、組織のリーダーシップ、その他の形態のパートナーシップへのユースの参加は、プログ
ラム全体の成果と持続可能性を向上させる8。インドネシアでは、複数のユース主導の組織が地方自治体やその他の
パートナーと協力して、CEFMを防止するための独自の解決策を生み出している9。Rutgers WPF Indonesia、プラン・イ
ンターナショナル・インドネシア、ARI は、ロンボク島のCBOと連携し、「Yes I Do」キャンペーンを通じて、女の子による
公的提唱活動を支援している。

•  女の子の集団化 – 女の子やユース女性の集団間で、対話と情報共有のための安全なスペースを作る —は、いくつか
のことを達成する革新的なプログラム戦略である。女の子に力を与え、情報を提供し、女の子の社会的ネットワークと自
信を築き、女の子がコミュニティで組織化し、自身のために主張するためのプラットフォームを提供する。

• 統合されたプログラミング は、CEFMに対する脆弱性を軽減する社会的・経済的資源を女の子に保護資産として提供
し、支援的な政策とサービス環境の構築に貢献し、女の子を新たに良い方向に捉え、扱うよう家族やコミュニティに働き
かける。人口評議会がバングラデシュで実施したBALIKAプロジェクトでは、教育、ジェンダーの権利に関する啓発訓練、
生活技能訓練という3種類の介入戦略を採用し、どのような要素が結婚を遅らせるのに最も効果的かを評価した10。

•  世代を超えた対話 は、重要だが難しいテーマについて、子どもと親の間で強い共有と連帯を築くために、世界中のプロ
グラムで採用されている重要な戦略である。インドの公衆衛生管理研究所は、女の子クラブ、男の子との協力、親とのカ
ウンセリングの準実験的評価を実施している11。

•  男らしさ、人間関係、父親としてのあり方について話し合い、理解を共有するために男性や男の子を参加させることは、
ユース男性のジェンダー規範を変革する価値があり、結婚を遅らせることに貢献できることを示している。World Vision
とPromundoは、インドでCEFM撲滅のために父親の参加を促す「An Equal Future」カリキュラムを開発した12。

•  宗教指導者との協力 も重要な戦略であることが証明されている。インドネシアでは、イスラム教の女性宗教指導者会議
がCEFMに反対するファトワを発表した13。

•  女の子を支援する文化的・社会規範を変えること は、近年多くのプログラムの焦点として浮上してきた。ネパールとバン
グラデシュにおけるCAREのTipping Pointプログラムは、特定の社会規範に関連した設計原則を用いており、その活動
はCEFMに代わる前向きな選択肢を促進することにつながっている。これらのプログラムのアイデアは、妻や母親という
伝統的な役割を超えて広がる女の子の道筋を作る手助けをすること、そして女の子がCEFMによって子ども時代から大
人へと直接移行するのではなく、成長する時間を与えるために思春期のスペースを作ることである。
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•  スポーツ、芸術、娯楽を活用すること も重要な戦略である。たとえばSkatistanは、カンボジアやアフガニスタンのユース
を教育やリーダーシップ育成プログラムに参加させるためにスケートボードを活用している。授業時間1時間に対してス
ケート時間1時間というモデルである14。バングラデシュでは、Lensationalが、ダッカの2つの工場で働く女性衣料品労働
者と、観光都市コックスバザールの10代のサーファー女の子集団との参加型写真撮影プロジェクトを実施した。
Population Media Centerは、CEFMを取り上げたテレビやラジオ番組を含む、長期にわたる娯楽教育番組をいくつか制
作した。ネパールでは、Population Media Centerが2016年4月に2本の連続ラジオドラマを開始し、Rajesh Hamalやネ
パール前大統領で自身も14歳で結婚し、妻は12歳だったRam Baran Yadavといったスターたちから高い推薦を受け
た。

•  パブリック・コミュニケーション も重要であり、バングラデシュでは、有害な男性性を取り上げた家庭内暴力に関する広告
キャンペーンが実施された15。

•  アフガニスタン、バングラデシュ、インド、ネパール、パキスタン、スリランカでは、Center for Reproductive Rightsによる
分析によって、法的・政策的枠組みの構築と実施が支援されてきた。これらの分析は、既存の法律や政策を施行し、必
要な法改正をもたらし、人権擁護や訴訟を支援する政府関係者の役割を強化するための源となった16。

• ユニセフとUNFPAの「CEFM撲滅のための行動を加速するための世界プログラム」（2015～2018年）をはじめとする世
界的なパートナーシップは、保健、教育、子どもの保護、水と衛生などの分野における既存の戦略を活用し、全体的なプ
ログラムを形成している。

• 国家的な取り組みと枠組みは、特定の国の状況において、CEFM撲滅のための取り組みを構造化するために不可欠で
ある。ベトナムでは、少数民族問題委員会が、保健省（人口・家族計画局）および労働・障害・社会問題省（子ども保護
局）と協力して、子どもの保護システムを強化し、プログラムへの介入を構築している。更に、法務省、文化・スポーツ・観
光省、情報通信省は、それぞれの活動にCEFM防止を主流化する任務を負っている。

• バングラデシュ政府がプラン・インターナショナルAROと協力して、親による女の子の年齢詐称を防ぐためのオンライン出
生登録プログラムを実施したことに示されているように、市民社会と政府との協力は重要である。

• インドのパチョドにある保健管理研究所の活動のように、警察やコミュニティリーダーとともに説明責任を果たす活動を実
施しているように、進捗状況や説明責任を測定することが必要である。マレーシアでは、プログラムが伝統的な婚姻司式
者や婚姻登録を担当する地方自治体の役人と協力して、彼らがCEFMの実施を拒否したり、出生記録を追跡して
ユースが結婚できる年齢であることを確実にさせるよう、権限を与えている。

•  バングラデシュのマイメンシンとクルナで、プランと地元の集団Ghasforingが協働して、同世代の思春期の若者 の年齢
を追跡し、出生証明書の偽造があった場合に地元の法執行 機関と協力するために、思春期の若者のアドボケイトと仲間
の集団が活動しているように、コミュニティの説明責任、つまり市民が法執行機関と連携して自らの手で執行を行うこと
は、効果的である場合がある17。



xii

アジアにおけるプログラムの革新と有望な実践

• 思春期の性に対する取り組みは、CEFMと多くのコミュニティにおける思春期の若者が自らの性を探求し、表現し、理解
する場がないこととの相互関係が認識されて、ますます増えている。CEFMと性のプログラム作業部会による最近のレ
ビューでは、CEFMをなくすための活動の中で性に取り組むプログラムを目録にまとめている18。

• 統合されたマルチメディア・キャンペーンも、プログラム主催者が試みている革新のひとつである。インド人口基金は、
「私、女、何でもできる」というトランスメディア・シリーズを制作し、テレビ、ラジオ、インターネット、携帯電話を活用して、
家族計画、CEFM、早期の繰り返される妊娠、避妊具の使用、家庭内暴力、性の選択をめぐる一般的な社会的・文化的
規範に挑戦している。

•  ユース女性が職を失い、CEFMを余儀なくされる理由となりうる、意図しない妊娠を防ぐための情報提供。避妊と性感染

症（STD）に関する情報を提供することで、カンボジアの縫製工場労働者のSRHRに関する知識を向上させるため
に、CAREカンボジアは、「Chat！避妊」を開始した。このプログラムでは、対面式の活動ベースのセッション、工場で上
映されモバイルアプリで視聴できる女性工場労働者を主人公にしたソープオペラ形式のビデオ、モバイルクイズや宝探
しを含む、いつでもスケジュールできるアプリからの毎日のプロンプト/インタラクションを組み合わせている。このプログラ
ムは2015年に開始され、それ以来2万5000人以上の労働者に提供され、望まない妊娠は減少し、最新の避妊法の使
用率は倍増して約50％に達した19。

•  幸せな結婚とは、互いを尊重し、支え合う結婚と定義できるが、その概念を広めることは、健全で社会的に肯定的な行
動の模範となる。ネパールで開発されテストされた、Save the Childrenの入れ子カリキュラム（「選択」、「声」、「約束」）
の中の 両親のためのユニットでは、広告から得た洞察を使って、両親が娘の結婚に対して望むべき前向きな言葉を策
定している20。

•  より創造的な評価が多くの組織で、特にジェンダー化された社会規範を変えるための活動の影響を把握するために試さ
れている。CAREは、形成的調査で規範を把握するためのSNAP手法を開発し21、プラン・インターナショナルは、CEFM
に関する知識や態度の変化を測定するために使用できるツール、CEFM容認指数を開発した。

•  結婚は、与えられるものではなく、選択するものであるとする考え方を広める必要がある。ほとんどの文化では、結婚は
避けられないものと考えられており、女性の価値、能力、可能性に関する家父長制的な考えが支持され、強化されてい
る。インドでは、フェミニスト人権団体CREAが、思春期の若者のSRHRプログラムにCEFMという新しい視点を取り入れ
ている。それは、結婚の重要性を強調せず、どのような選択肢があるのかについてユースの認識を高めるようなもので
ある22。
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拡大するための重要な要素

プログラムを全国的な規模に拡大するには、政府のあらゆるレベルにおいて、更なる注力と資金を提供するだけでなく、か
なりの時間、労力、投資も必要となる。世界保健機関（WHO）のExpandNet枠組みと、ジョージタウン大学生殖保健研究所
とSave the Childrenの共同プロジェクトであるPassagesプロジェクトは、CEFMプログラムに対する政府の高いレベルで
の賛同を促進するための鍵として、次のような主要な拡大要素を挙げている：

• 政治的な意志、あるいは政治的な好機が訪れた瞬間

• アドボケイトと実施者の連合体/戦略的パートナーシップ

• 強力なエビデンスに基づく

• コミュニティの所有権と参加

規模を拡大したプログラムや、その準備が整っていると思われるプログラムが、このフェーズIIの調査で明らかになった。

• バングラデシュの女性子ども省とユニセフは、学校における ジェンダー平等運動（GEMS）のカリキュラムを使用し、12
～14歳の女の子と男の子を対象に、ジェンダー不平等と暴力について批判的な考察を行っている23。GEMSは、インド
のマハラシュトラ州にある2万5,000校の公立学校のほぼすべてで実施されており、Pazy Desarrolloとベトナム政府もダ
ナン省で実施している。

• インドのジャールカンド州で活動するUdaanでは、教育と開発に力を入れている。

•  バングラデシュの72の農村コミュニティにおけるBALIKAは、女の子に焦点を当てたプログラムとコミュニティへの働きか
けを活動の中心とした。

• インド北部のビハール州で活動するPRACHARは、CEFMの防止、健康的な妊娠のタイミングと間隔に重点を置いて
いる。

© Plan International/Patrick Kaplin
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1.1  アジアの女の子の人生
におけるCEFM
アジアにおける、ＣＥＦＭは深刻である24。南アジア地域
は、CEFM の割合が最も高い地域のひとつであり、バング
ラデシュとネパールは世界で上位20位以内に入り、インド
は次に近い国の子どもの花嫁の数の数倍である25。見合い
結婚（相手が親や他の家族、コミュニティのメンバーによっ
て特定され、承認される結婚）は依然として一般的である
26。時には、女の子の年齢を操作したり、適齢期になるまで
登録しないことで、CEFMが登録されることもある27。2000
年代初頭以降、（勉強、仕事、ユースグループへの参加や
その他の機会を通じて）家族以外の人との社会的交流が増
えていることは、配偶者選びの意思決定が増えることと関
連している28。

伝統的な見合い結婚に加え、情報提供者が「状況結婚」と
呼ぶ結婚がますます増えている。このような結婚は、多くの
場合、選択した性的関係、あるいは性的強制や暴行から生
じる意図しない妊娠によるものである29。2018年4月に開催
された「東南アジア・東アジアにおける思春期の妊娠、
CEFMに関する地域フォーラム」では、同小地域で思春期
の妊娠が増加しているという事実が強調された。意図しな
い妊娠はCEFMの重要な原動力となっており、アジア地域
の思春期の妊娠の43％は意図しないものである（一部は婚
姻関係で発生している）30。アジア太平洋小地域では、15～
19歳の女の子における意図しない妊娠の割合は63％に上
昇している31。

南アジアと東南アジアでは、少子化が進み、結婚年齢が上
昇し（南アジアでは青年期の結婚が依然として一般的であ
るが）、離婚と婚外子の出産は比較的まれである32。この地
域で結婚がどのように変化しているかを示す一つの指標と
して、日本、台湾、ミャンマーでは、現在20代と30代の女性
のかなりの割合が、40代になっても未婚のままである可能
性が高い33。

当事者の選択と決断によって結ばれる「恋愛結婚」が、特
に思春期の妊娠が増加している東南アジアを中心に、この
地域全体で増えている。「選択によるCEFM」は、多くの場
合、恋愛関係を模索し、性を表現し、大人の自律性を獲得
するための唯一の公認の場として結婚を当然視する思春
期の若者によって推進されている。また、意図しない妊娠
の後に、結婚が唯一可能な「選択」となるケースもある。マ
レーシアのIslamic Dawa財団のある情報提供者は、マ
レーシアでは「未婚の妊娠に汚名が着せられているため、
思春期の妊娠が選択によってCEFMになる」と指摘した。結
婚は、婚外妊娠のスティグマを軽減する唯一の実行可能な
手段とみなされており、妊娠した女の子は家族やコミュニ
ティから結婚を強く迫られている。ユースの交際に関して拡
大した自主性と意思決定への移行が認識されているた
め、CEFMを終わらせるという名目で、ユース同士の同意
のある交際を取り締まる大人もいる。虐待や搾取からの保
護と、性の自律性と主体性の尊重と支援との、よりよいバラ
ンスが必要である。

女の子に与えられる役割や価値観に関する根強い社会規
範が、CEFMの一因となっている。強制性交、思春期の妊
娠、およびCEFMは、成人への移行期を乗り越え、学校教
育を受け、就職のための訓練を受け、働き始め、社会的
ネットワークを築き、市民として活動しようとする女の子に、
困難な課題を突きつけている34。女の子のこうした移行の
背景には、性的な二重規範や、ユースを守るような情報を
ユースたちから隠す傾向があり、更に性行為や妊娠を女
の子のせいにする傾向がある(合意の上でのものであれ、
強制されたものであれ)。女の子の生活における意図しな
い妊娠とCEFMの影響は、生涯を通じて響き渡り、女の子
の認知資本（能力を十分に発達させる能力）を減少させ、
権利を奪い、健康を害し、女の子の権利である社会資本
の重要な側面を持たないまま成人への道を歩むことになる
35。

1.2 プラン・インターナショナ
ルAROのCEFMへの関心と
研究

プラン・インターナショナルの「CEFMに関する立場表明」
に反映されているように、CEFMは女の子の平等を促進
するためのプランの活動の重要な取り組みであり、18+グ
ローバルプラン・インターナショナルは、アジアを含む世界
の4つの地域すべてにおいてCEFMに関するプログラミン
グと影響力を包含している。AROは、CEFMの受容性指
数のような革新的なツールの開発に貢献してき36。ARO
の活動は、CEDAWの共同一般勧告/一般的意見第31号
や、CRCの有害な慣行に関する第18号や、その「有害な
慣行に対処するための全体的枠組み」を含む、より広範な
世界的公約とうまく調和している。AROが女の子の権利
に重点を置くことを大規模に推進する目的で、18＋グロー
バル・インターナショナルの範囲は、すべてのCEFMのプ
ログラミングと影響力を包含するように世界的に拡大され
た。

1. はじめに
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AROのCEFMの原因と結果に関する活動は、この地域のほ
とんどの国において、様々な報告書にまとめられている37, 

38。AROは、CEFMを、その実践が健康や発達の結果に大

きく影響を及ぼすため、子ども、特に思春期の女の子に対す
る約束を達成し、SDGsを達成するための基本的なものとし
て取り上げてきた。

世界中でCEFMに関する研究が進んでいるが、問題とその
解決策の完全な理解を妨げる重要な知識のギャップが残っ
ている。このことを念頭に置いて、AROは3段階の調査を依
頼した。本報告書は、UNFPA東南アジア太平洋地域事務
局の支援と協力のもとで行われた調査のフェーズIIを構成
するものである。UNFPAの2018～2021年の新戦略計画
は、ユースのSRHに取り組み、CEFMを含む有害な慣行を
なくすための対応を強化するために、政府や市民社会を支
援することを約束している。

1.3 フェーズII調査の目的
この調査シリーズのフェーズIでは、アジア地域全体におけ
るCEFMの常態化、根本原因、影響、CEFMを遅らせたり
軽減したりするための介入策を取り上げた39。本報告書
は、AROが活動している14カ国（バングラデシュ、カンボジ

ア、中国、インド、インドネシア、ラオス、ミャンマー、ネパー
ル、パキスタン、フィリピン、スリランカ、タイ、東ティモール、
ベトナム）のデータを検討し、政府、大学、市民社会組織
（CSOs）がこれらの文脈において過去10～15年にわたっ
て生み出してきた証拠を総合したものである。この最初の
展望分析は、この有害な慣行をなくすために行われている
活動を要約したものであるが、これらの介入がCEFMの予
防、削減、撤廃に成功し、効果的であるかどうかについては
掘り下げておらず、また成功につながる可能性のある要因
についても強調していない。

この調査シリーズのフェーズIIでは、先の報告書で策定され
た介入策が成功しているかどうか、また、政府やその他の
関係アクターが大規模に実施した場合、どのような介入策
がCEFMをなくす可能性が最も高いかを検証する。本報告
書では、拡大の可能性がある、新たなモデルや実績のある
モデルを紹介する。その目的は以下の通りである：

• アジアにおけるCEFM撲滅計画の成功要因/基準
を特定し、規模拡大に苦戦したプロジェクトや介入
策から学んだ教訓を明らかにする。

•  成功の要因を活用し、アジアやそれ以外の地域の
政府やその他の関係者が大規模に実施した場合
に、CEFMをなくす可能性が最も高いと思われる介
入策や有望な実践方法（革新的なアプローチを重
視）を特定する。

このフェーズII報告書では、特定の環境において介入策が
成功した理由と、介入策のどの要素を拡大の取り組みに取
り入れるべきかを探る。この調査フェーズでは、評価された
研究の文献レビューと、研究者、プログラム受益者、サービ
ス提供者、政府関係者を含む主要な利害関係者から収集し
た一次質的データから得られた。

この研究シリーズのフェーズIIIでは、費用分析に焦点を当
て、フェーズIIで特定された成功した介入策を政府が実施
するためにかかる費用を尋ね、特定の環境においてどの
費用モデルが最も理にかなっているかを特定する。

今こそ行動を！|新たな効果的介入と戦略
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地域全体の主要な成功要因、課題、機会、テーマ、介入
策を明らかにするため、チームはフェーズIIの調査に多
段階手法を採用した。

1.  文献調査：この地域で実施されたプログラムや政策
を幅広く調査した。

2.  地域インタビュー：地域全体にわたって専門家とのイ

ヱタビューを実施。
3. 選定された5カ国に対する国内インタビューと調査：現

地のコンサルタントと協力し、実施者や主要な利害関
係者との国内インタビュー、およびプロジェクト活動に
従事するユースたちとのフォーカスグループディス
カッションを実施した。このデータは、選定された5カ
国の国別説明を作成するために活用された。

プラン・インターナショナルが活動する地域の14カ国すべ
てから得られたフェーズIの知見は、地域インタビューと国
内でのデータ収集作業を構成するための有益なインプット
となった。フェーズIIの文書レビューは、14カ国にまたがる
同地域でのCEFMプログラムの実施状況を包括的に把握
し、インタビューの指針を得るのに役立った。文献調査と
地域インタビューは、アジア地域全体の革新的で成功した
手法を特定することを目的とした。このことは、この地域の
他の国々の明確な文脈を認識し、彼らの経験をこの分析
に活用する機会を提供する上で特に重要である。

AROとの対話の中で、チームは更なる調査のために5カ
国を選んだ：南アジア2カ国(バングラデシュ、インド)、東南
アジア3カ国(カンボジア、インドネシア、ベトナム)。この5カ
国は、CEFMの割合、傾向、推進要因、政府や市民社会

のさまざまな対応について、多様な学びを提供するために
選ばれた。これらの国々はそれぞれ、宗教、民族性、国の
対応、ユースの関与、政策環境などの独特な組み合わせ
を示している（Box1参照）。

インド、バングラデシュ、インドネシアは、18歳未満で結婚し
ている女の子の数が最も多い上位10カ国に入ってい
る。CEFMが一般に一貫している傾向のある南アジアでは、
インドとバングラデシュが、CEFMに取り組むプログラムの
数が最も多く、調査対象国の中で最も高い割合となってい
る。カンボジアとインドネシアで活動しているプログラムは比
較的少ないが、それでも政府や市民社会はCEFMをなくす
ための活動に取り組んでいる。バングラデシュとインドネシ
アは、CEFMがさまざまな形で顕在化し、対応されているイ
スラム教徒の多い国として、互いに興味深い対照をなしてい
る。ベトナムでは、政府は少数民族のCEFMに取り組み始
めており、国民全体のCEFMについて考え始めているのか
もしれない。

文書レビューでは、各国において最も革新的で、かつ/また
は最も評価されたプログラムが強調された。地域別および
国別のンタビューは、地域全体および5つの重点対象国に
おけるCEFMの撲滅に取り組むプログラムの成功要因を反
映するテーマを抽出することを目的とした。その後、現地共
同研究者がデータ収集の第二段階を行い、重点5カ国にお
ける介入と拡大の成功要因について、より深く掘り下げる機
会を設けた。

5カ国すべてで、「恋愛関係」と、それが女の子や家族の評
判に及ぼす潜在的な影響に対する懸念が高まっている。イ
ンドとバングラデシュでは、見合い結婚や強制結婚がCEFM
の大半を占めるが、ユース自身が選んだ結婚も一般的にな
りつつある。特にカンボジアとベトナムでは、お見合い結婚
や強制結婚、状況結婚に比べ、「恋愛結婚」の割合が高く、
さまざまなパターンが混在しているが、いずれも行われてい
る。インドネシアでは、お見合い結婚や望まない妊娠による
結婚が多いが、「恋愛結婚」も増えている。

2. 調査方法

© Plan International/Patrick Kaplin
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2.1 文献調査
文書レビューの過程で国ごとの介入策をしっかりとまとめた
ことで、近年アジア地域で実施されたプログラムや政策のう
ち、特に優れたものを紹介することが可能になった。介入は
成功した、あるいは革新的であると考えられ、したがって、
以下のような場合はこのレビューに含まれる。

1.  CEFMの防止に直接取り組んでいるか、または教
育の向上、女の子のエンパワーメントの強化、女
の子のリーダーシップの活性化、女の子、家族、地
域住民の知識や態度の変化の促進、法律や政策
の変更によって間接的に結婚を遅らせることを目
的としている。

2. どちらかでる。

▶  評価され、女の子または女の子に代わって意思決
定を行う人に影響を与えた。

▶ 他のプログラムでは一般的でない、革新的と見なさ
れる可能性のあるプログラム的側面が記述された
文書が作成され、プログラム実施者や受益者から
影響力のあるものと見なされた。

2.2 地域インタビュー
インタビューは、実施、強度、効果、成功の主要な側面に
沿って整理された。各国固有の政治的・社会的背景を考慮
し、これらの要因がどのようにプログラム実施を促し、ある
いは妨げ、その結果、成功や失敗につながったかを判断し
た。Box2には、地域インタビューと国内インタビューで扱わ
れた領域と出発点の概要を示し、政策立案者、研究者、実
施者、受益者との半構造化インタビューの核となった質問
の全リストを示す。

18%
の女の子
が18歳
までに結婚

該当なし

女の子が

18歳までに
結婚

2%
の女の子
が18歳
までに結婚

1%
の女の子
が18歳
までに結婚

18%
の女の子
が18歳
までに結婚

52%
が15歳
までに結婚

14%
が15歳
までに結婚

19%
が15歳
までに結婚

11%
が15歳
までに結婚

47%
が15歳
までに結婚

バングラデシュ

インドネシア

カンボジア

ベトナム

インド

Box1. 現在20～24歳の女性のうち、15歳以前および18歳以前に結婚している人の割合

出典：Girls Not Brides（DHS、MICS、その他国別調査に基づき、最近の2010〜2016年を参照した）

今こそ行動を！|新たな効果的介入と戦略
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Box2. 地域および国内のインタビュー回答者への質問

質問1：アジアにおけるCEFMの撲滅に向けた取り組みが成
功するための重要な要因/基準は何か

成功の要因とは
•

•

 CEFMの終結に関連する多くの部門で、何が成功し、
なぜ成功したのか
セクターや政府省庁を横断して、どのように行動が実
施されたか

•  異なるセクター間の労働力の調整と分担において、
彼らの努力はどの程度成功したのだろうか

•  CEFM撲滅の取り組みにおいて、どのようなパート
ナーシップやアクターが重要な役割を果たしたか

サイズとレベル
•  介入策は、プランの「トランスフォーマティブ理論」の3

つの側面（重点分野）、すなわち社会規範、資源、法
律/投資（セクション4.2参照）にわたって機能していた
か。そうでなかった場合、その理由は何か

•  これらの実施は、CEFMをめぐる社会規範を変え、有
害な慣習を終わらせることに成功したのか、文化/社会
的要因は成功にどのような影響を与えたか

•  CEFMに効果的に取り組むために、複合的なパート
ナーシップはどのように重要なのか

•  成功のために各レベル（個人、家庭、コミュニティ、州、
国）で何が必要だったか

主要関係者とユースの参加
•  コミュニティの主要な利害関係者（伝統的指導者や

宗教指導者を含む）は、どのような重要なプラスの影
響を与えたか

•  子どもやユースが積極的に参加し、変化に影響を与
えたか

監視と評価
• 進捗を測定する上で、どのような手法が効果

的だったか、誰が関与したか
•  各国政府は進捗をどのように測定してきたか

うまくいかなかった点と教訓
• うまくいかなかったこととその理由
•  観察され記録されたあらゆる悪影響
•  実施と拡大の経験から学んだ課題と教訓とは

持続可能性
•  これらの介入策が持続可能であった主な要因は何か

質問2： アジアの政府やその他の関係者が大規模に実
施した場合、CEFMをなくす可能性が最も高いのはどの
ような介入/行動か

•  CEFM撲滅の主要な貢献者として、どのような革新的
実践が観察されているか、それはなぜか

•  国レベル、小地域レベルでのこれらの介入の強みと
弱みは何か

• これらの介入策にはどのような共通点があるのだろ
うか

•  さまざまなレベルの主要なアクターや利害関係者（特
に、CBO、伝統的指導者、コミュニティ指導者、子ど
も、ユースが関わるコミュニティベースのメカニズムや
構造）が関与するどのような活動モデルが、CEFMを
なくす努力を加速させるだろうか

•  取り組みを加速させるような新しい、あるいは革新的
な方法（モデル、メカニズム、インターネットを介した手
段）はあるか

© Plan International/Patrick Kaplin
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チームは、参加型調査と利害関係者インタビューの経験を
生かし、質的調査を促進した。フェーズIの文献レビューを
参考に、チームは、プラン・インターナショナルAROのネット
ワークに含まれるあらゆる国の状況を対象とし、情報提供
者の初期リストを作成するために、チーム内およびプラン・
インターナショナルAROの既存の知人や同僚と協力した。
この試みの焦点をアジア全体に絞り、この調査を最も有益
なものにするため、5カ国の詳細調査には含まれていない
国々を網羅するための特別な努力が払われた。次に、現地
のアクターと経験を完全に網羅するため、雪だるま方式を

改良して、主要な情報提供者から、この地域内の問題に
ついての見解をまとめるために、彼らのネットワーク内の
関連する専門家と証拠について推薦を得た。成功した革
新的な介入策に関する地域の視点を得るために、チーム
がインタビューした人のリストは、Box 3に掲載されてい
る。

Box3：地域および世界の専門家へのインタビュー

• Sajeda Amin、人口評議会シニアアソシエイト
• Noor Aziah Mohammed Awal、イスラム・ダワ財団マレーシア
• Matilda Branson、Girls Not Bridesシニア・政策＆提唱活動オフィサー
• Swatee Deepak, Director、Stars財団理事
• Ingrid Fitzgerald、UNFPAジェンダー・人権担当技術顧問
• Kendra Gregson、ユニセフROSA子どもの保護地域アドバイザー
• Giovanna Lauro、Promundoプログラム・リサーチ担当副代表
• Katherine Marshal、ジョージタウン大学バークレー宗教・平和・世界問題センター上級研究員
• Suzanne Petroni、Gender Equality Solutions代表
• Sidney Ruth Schuler、研究者
• Biplabi Shrestha、ARROWシニアプログラムオフィサー

2.3 国内でのインタビューと
調査
ユースや女の子のアドボケイト、地元の実施者、政府代表

や政策立案者など、可能な限り幅広い利害関係者の意見

を調査に反映させるため、著者は先に特定した重点対象

国の現地共同研究者と協力した。地元のユースネットワー

クやパートナー組織から集められた共同研究者が加わる

ことで、言葉の壁や地域を越えたコミュニケーションの難し

さに邪魔されることなく、より深い情報を得ることができ

た。現地の共同研究者は、それぞれの分野の専門的な情

報提供者であり、プログラム革新に関する国別調査を形

成し、その背景を説明した。国レベルでは、調査に参加し

た共同研究者は、女の子のエンパワーメントと思春期の

SRHのネットワークにおける幅広い人脈を活用した。本セ

クションでは、実施された調査をもとに、各国の概要を簡

単に説明する。現地の共同研究者は、5カ国のそれぞれ
の環境で、以下のことを行った。

今こそ行動を！|新たな効果的介入と戦略

• 現地のアドボケイト、プログラムの受益者、プログラ

ム管理者をネットワーク内から特定し、連絡を取り、

国や地域の情報提供者と最大10回の詳細なインタ

ビューを実施する。これは、プランの各国事務所と共

同で最初のインタビュー対象者リストを作成し、それ

ぞれの環境でCEFMを終わらせるための闘いで著名

な研究者、実施者、政策立案者、アドボケイトを探し

出すことによって行われた。

•  その国の背景や文脈を説明する。

• 各国の経験に関する綿密な国別調査の草案。

これらのコンサルタントは、各重点国を拠点に、その国の

CEFMに関するプロセスや注意について詳しく書き、受益

者や実施者がうまくいったと語ったことを文書化し、他の環

境と共有できるものを特定することができた。
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2.4 この調査の制限事項
この調査には、5つの重点対象国を拠点とする7人の共同
研究者が参加し、地域レビューにおいて地元の声と調査を
取り入れることができた。しかし、多様な声や視点があるた
め、各国の資料をこの統一的な地域報告書に統合するの
は困難であった。また、5カ国が直面する課題もCEFMへ
の取り組みも異なるため、綿密な調査によって5カ国の経
験を比較することも課題であった。調査プロトコルを多様な
環境と多様なプログラム経験にわたって標準化するには、
さらに時間と労力がかかり、ある場面で問われた質問のい
くつかは、別の場面では関連性がなかったり、提起する価
値がなかったりした。

思春期であろうとなかろうと、性について公に議論すること
への不快感やタブーから、性行為に関するデータの収集
は限られており、データに基づいた性に関する議論はさら
に少なかった。カンボジアとベトナムでは、このような回避
傾向の現れとして、プログラムの実施者や意思決定者の
間で、多数派の人々の経験についても詳しく調べる必要が
あるにもかかわらず、CEFMは少数民族の間だけで行わ
れているとする傾向が見られた。

本報告書で紹介するプログラム例は、「実証済みのもの」、
「革新的なもの」、あるいは単に「一般的なもの」である。
「実証済み」とは、厳格な評価を受け、引用可能な成功の
証拠を公表している介入策を指す。前述したよう
に、CEFM撲滅のために活動しているプログラムのうち、評
価を受けているものは少数派である。

これらの実績ある最善策の多くは、ランダム化比較試験 や
準実験的手法で量的に評価されている40。残念ながら、こう
した評価方法は、規範やコミュニティの変化に関与しにく
い、より単純で短期的な特定の種類の介入策に有利であ
り、行動や態度の持続的な変化をとらえる可能性のある長
期的な追跡を実施することはほとんどない。「革新的」とは、
他のプログラムではあまり見られない斬新な方法で、女の
子やその家族、コミュニティの問題に取り組む何らかの特
徴を持つ介入策を指す。また、「一般的な」とは、文書化さ
れていないかもしれないが、頻繁に、あるいは多くの環境で
実施されてきたモデルを反映した介入策を指す。

より広い視点から見ると、CEFMを予防する介入策、特に
規範の変化や社会変革の他の側面に焦点を当てた介入策
に関する質の高い評価が存在しないことは問題である。評
価がある場合でも、コミュニティレベルの介入とCEFMにお
ける人口レベルの変化を結びつけるのは難しい。それぞれ
の地理的環境において、拡大可能な介入策を特定すること
はできなかった。よくあることだが、介入策の中には革新的
なものもあれば、十分に評価されているものもあり、これら
の特徴が必ずしも重なるとは限らない。本研究の対象と
なった国の中には、特筆すべきプログラムや政策がほとん
どない国もある。このような場合、特定された関連プログラ
ムはすべて説明文に記載されている。その限界にもかかわ
らず、本報告書はアジアにおける CEFM をなくすための介
入に関して多くのことを提供している。

© Plan International/Peter de Ruiter
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バングラデシュのCEFMの割合は世界で最も高く、20～24
歳の59％が18歳未満で結婚したと報告し、地方の女の子
の71％が18歳未満で結婚し、15歳未満の女の子は15％で
ある41。バングラデシュにおけるCEFMの高水準の要因とし
て、女の子に対する社会的価値の低さ、中等・高等教育へ
のアクセスの公平性の欠如、限られた経済的機会、持参金
制度などが記録されている。思春期の性に対する恐怖、特
に女の子が結婚前に性的に活発になり、意図しない妊娠、
評判の低下、それに伴う結婚の見込みがなくなる可能性に
対する恐怖も、バングラデシュのCEFMを煽っている。バン
グラデシュのもう一つの現実は、自然災害に対して脆弱で
あることが、娘の安全と幸福を心配するあまり、娘を早期に
結婚させようとする家族への圧力を高めていることである
42。

3. 国別プロファイル
本セクションでは、フェーズ I の調査結果に基づき、5つの重点対象国の背景と、現地の実施者、 政策立案者、受益者が成
功したと考えるプログラム戦略の簡単な要約を示す。プロフィールには、社会規範、態度、行動、人間関係；社会的・経済的
セーフティネット；政策と予算の枠組みという3つのプランの重点分野を用いて、プログラムを見直すことも含まれている。

3.1 バングラデシュ
国別データプロファイル

© Plan International/Mahmud

非常に緩慢ではあるが、初婚年齢は上昇している43。 
Bangladesh DHS 2014によると、18歳以前に結婚した女
性の半数は、もっと遅く結婚することを望んでいた。バング
ラデシュの20～24歳の女性の婚姻年齢の中央値は、25～
49歳の女性よりも高く（それぞれ17.2歳対15.8歳）、有望な
ことに、若い世代が前の世代よりも晩婚化していることを示
している44。

この進歩は、CEFMを予防・減少するための大規模なプロ
グラムや提唱活動における政府と市民社会の取り組みと
協力によるものかもしれない。更に、村落レベルの代表政
府評議会（gram sarkars）は、CEFMを取り組むべき懸念
事項として特定している45。これは重要なことである。という
のも、実際にコミュニティで生活している地域レベルの人び
とは、CEFMが発生したときに対応することができるからで
ある。
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政策と予算の枠組み： 2004年からの法律では、すべての
出生登録が義務付けられており、婚姻年齢を監視するため
の重要な一歩となっている52。しかし、事情に精通した傍観
者によると、政府の作為のなさと地方公務員の共謀（出生
証明書を義務付けていない、虚偽の出生証明書を十分に
精査していない、新郎新婦が明らかに子どもであるにもか
かわらず結婚式に介入していないなど）によって、CEFMが
野放図に続けられている53。重要な進展として、政府は婚姻
登録プロセスを強化するための措置を講じており、ICTを活
用してプロセスの説明責任と透明性を高め、違反に遅延な
く対応できるようにしている。プラン・インターナショナルバン
グラデシュは、偽造された出生登録の使用をなくすために、
地元の役人や婚姻登録者を訓練し、システムを利用する能
力を高めることによって、この活動を補完している54。

2017年、バングラデシュは、18歳未満の女の子と結婚した
場合に両親や家族が経験する罰則の例外を認める法律を
可決した55。この法律は、18歳未満で結婚する女の子の結
婚の斡旋や実施に関与する者に対する罰則を強化するも
のだが、「特別な状況下で」、両親と裁判所の同意があれ
ば、18歳未満の女の子は関係者に罰則を課されることなく
結婚できると明記する物議を醸す条項が含まれている。こ
の措置は、CEFMに関する法律に詳しい世界中の人々から
広く非難を浴びた56。

が、結婚率を高めているようである。本報告書のためにラタ
ナキリ州の少数民族コミュニティで実施された調査では、こ
れらの民族グループの孤立と疎外が、特に貧困、教育、経
済的機会に関連する脆弱性を高めている可能性が示され
た。さらにラタナキリでは、多くの情報提供者が、早期の性
的デビューを促すと同時に、避妊や中絶の使用を禁止し、汚
名を着せるような特殊な社会規範について言及し、ユースを
早期に結婚させ、早期に家庭を築くよう駆り立てている61。

社会規範、態度、行動、人間関係： バングラデシュでは、市
民社会などが長年にわたり、女の子たちにライフスキルや
発言力、経済的機会を提供する大規模な取り組みを行って
きた46。バングラデシュは、実施者が思春期の若者や地元
のアドボケイトを巻き込んで、結婚が起きたときに直接介入
している多くの国の一つである。この戦略は、地方レベルで
の婚姻率に即座に影響を与えたが、実施者は、介入させな
いために親が女の子をプログラムのない近隣の地区に連
れて行くことについて懸念を表明した47。政府の計画は、
CEFMの報告を追跡し、地元当局に警告を発する移動式
「ヘルプライン」の創設によって、こうした手法を支援してい
る48。国別調査で確認されたもう一つの地方戦略は、女の
子の社会的価値を高めようとする方法として、女の子が生
まれたときにお祝いすることである。

バングラデシュのGeneration Breakthroughプログラムは、
学校を通じて、非常に若い思春期の若者（10～14歳）に対
するジェンダー、ライフスキル、SRHR教育、暴力防止プロ
グラムの拡大にも取り組んでいる。初期の未発表の調査結
果では、思春期の若者の暴力への参加が減少し、教師へ
の暴力の報告が増加するという前向きな傾向が見られた。

社会的・経済的セーフティネット：バングラデシュの中等教育
就学給付金プログラムも広く知られているが、これは女の子
の中等教育就学率を向上させたと評価されている49。この
プログラムは、女の子を中等学校に通わせることで、結婚を
遅らせるためのCCTとして設計された。パキスタンの同様
の奨学金プログラムは、結婚を遅らせるだけでなく、女の子
が結婚した後の初産を遅らせることにも貢献している50。結
婚を遅らせるように設計された現金給付の長期的な効果に
ついては疑問もあり、インドにおけるある重要な調査では、
現金給付を受けた女の子は結婚を遅らせたが、成人年齢
（主に18歳と定義される）に達するまでしか結婚を遅らせな
かったという結果が出ている51。

3.2 カンボジア
国別データプロファイル

カンボジアでは、女の子の約19％が18歳未満で結婚してお
り、15～19歳の女性の15％超が現在結婚しているか、非正
規の婚姻関係にある57。結婚の法定年齢は18歳だが、女の
子は親の同意があれば16歳で結婚できる58。結婚年齢の中
央値は、4つの州を除くすべての州で20歳を超えており、そ
の4つすべての州でも中央値は19歳を超えている。学校教育
へのアクセスが向上した結果、15歳未満での結婚は、45～
49歳の女性の7％から、15～19歳の女性の1％に減少して
いる59。

カンボジアでは、多数派のクメール人を含むすべての民族で
18歳未満の結婚が行われているという証拠があるにもかか
わらず、CEFMを少数民族社会と結びつける傾向がある60。
カンボジアでは、この地域の他の国々と同様、意図しない妊
娠、若いうちに結婚する社会的圧力、貧困と退学のパターン
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フェーズI調査では、外国人と結婚するユース女性を保護す
るための法律が制定され、男性の年齢制限と収入要件が設
定されたことを除けば、CEFMの割合を減少させるための政
府の計画は発見されなかった62。女性省はその後、プラン・
インターナショナル・カンボジア、CARE International
Cambodia、ユニセフと共同で、2017～2021年の州行動計
画を策定したが、これは特にラタナキリの少数民族を対象と
している63。Girls Not Bridesには、カンボジアでCEFMをなく
すために活動している市民社会のメンバー（Friends of Koh 
Rong、SALT Academy、VSO International）が数人いるだ
けである。国別調査によると、CEFMに関する活動はドナー
の資金に大きく依存しており、資金がなくなるとプログラムの
継続が難しくなることがわかった。

社会規範、態度、行動、人間関係：NGOや政府のこれまで
の取り組みは、主に北部国境県、特にラタナキリ県の少数
民族コミュニティに焦点を当てたものであった。ラタナキリ州
でのプログラムは、子どもクラブや子どもと親のグループの
設立、思春期の若者やコミュニティリーダーを交えたコミュニ
ティフォーラムの開催、ソーシャルメディアを通じた思春期の
若者を対象とした公共キャンペーンやメディアキャンペーン
などを通じて、社会規範や態度を変えることに重点を置いて
きた。プラン、CARE Cambodia、地元のKhmer Youth 
Associationは、キャンペーンを実施し、コミュニティに子ども
クラブを作り、思春期の若者を参加させ、結婚延期を主張す
るピアチャンピオンを創設した。

社会的・経済的セーフティネット：NGOはまた、ラタナキリの
少数民族の社会的・経済的資源とセーフティネットの不足
に対処するため、他の開発グループやプログラムと協力し
始めている。これらのプログラムはまだ十分に評価されて
いないが、完全に実施されれば、高い効果を発揮する可能
性が高い。カンボジアのプログラム実施者はまた、思春期
のSRHに取り組み、意図せざる妊娠を減らすために、教育
へのアクセスを増やし、学校での包括的性教育に力を入れ
ている64。

政策と予算の枠組み：2015年、カンボジアは結婚時に女性
は20歳、男性は22歳であることを義務付ける新法を成立さ
せた65。カンボジアの国家レベルで結婚の法定年齢の変更
の影響を評価するには時期尚早だが、プログラムの実施
者や関係者は、少数民族コミュニティにはほとんど影響が
ないだろうと報告している。ラタナキリの少数民族コミュニ
ティは、コミュニティの権威に基づく自律的な伝統的法体系
を維持しており、一方、国家政府は伝統的に不干渉を実践
してきた。NGOとコミューン評議会は、同州の政策枠組み
を強化するため、地元の法執行機関とともに公開キャン
ペーンや能力開発を始めている。国家女性省とコミューン
評議会は、特に少数民族に焦点を当て、国の婚姻適齢を
推進するために、保健センター、NGO、地方集団を支援し
てきた。新しい州行動計画の実施に伴う女性省の投資と
リーダーシップの強化は、ラタナキリ州におけるCEFMに取
り組むプログラムの垂直的拡大への明確な一歩である。

© Plan International/Erik Thallaug
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インドはCEFMの割合が最も高い上位20カ国には入ってい
ないが、18歳以前に結婚した20～24歳の女性（1,500万～
1,600万人）は他のどの国よりも多くインドに住んでいる66。
過去10年間で、インドのCEFMは激減し、割合は47％から
27％に低下した67。その理由は、女の子の教育へのアクセ
スが改善したことと、一般市民の間でCEFMの悪影響に対
する意識が高まったことにある。15歳未満で結婚するインド
の女の子は減少しているが、15～18歳までの女の子の結
婚率は上昇しており、CEFMがその年齢に集中していること
を意味している。CEFMの割合が全体的に低下していること
が報告されている一方で、マハラシュトラ州の都市部など、
特定の地域では増加していることを示す調査結果もある68。
インドではCEFMのレベルに非常に大きな内的ばらつきが
あるのが特徴で、女の子の結婚年齢の中央値はアンドラ・
プラデシュ州の15.9歳から、先進的な異常値であるケララ
州の20.9歳まで幅がある69。

インドには強力な市民社会とジェンダー平等運動があ
り、CEFMを終わらせ、既婚の女の子の生活を改善するた
めに、政府と市民社会の両方から膨大な量の活動が行わ
れている70。CEFMを終わらせるための介入策に関する多く
の興味深い評価研究が、インドの多様なプログラムから生
まれており、インドで行われている活動の多くは多面的で微
妙なものである。この調査のために行われた現地調査で
は、インドで採用されている手法のうち、現地の実施者、ア
ドボケイト、受益者が成功した、あるいは不可欠だと考えて
いるものを幅広く特定した。

社会規範、態度、行動、人間関係： インドの実施者は、女
性の性の統制71、結婚の中心性、家族の名誉を傷つけるこ
とへの恐れなど、CEFMの社会的要因に取り組むための長
期的投資の重要性を強調した。こうした根本的な原因に対
処するための戦略として、コミュニティでユースを集団化し、
彼らが自ら選択し、周囲の環境と交渉する力を与え、教育
や経済的機会に対する意欲を高めることが挙げられる。こ
の手法は、NirantarやCREAなど、インタビューした複数の
組織や専門家によって取られており、より全体的な変化を
視野に入れている。インドで実施されているその他の有望
な手法には、思春期の女の子をスポーツに参加させるため
の複数の計画、カーストを超えた世代間対話、ジェンダー平
等について男性と男の子を参加させるためのアウトリーチ
などがある。

社会的・経済的資源とセーフティネット：インドの州政府は、
女の子が18歳まで未婚でいる場合、貧困家庭に経済的イン
センティブを与えるCCT制度をいくつか設けている。だが、
研究者やプログラム実施者を含む専門家へのインタビュー
や文献調査では、CCTは家族やコミュニティにおける女の子
の価値観や願望を高めるものではなく、受益者にも政府関
係者にも、女の子が18 歳に達した時点で政府が結婚にか
かる費用を負担していると見なされていることが示された72。
村の指導者、法執行機関、地方政府の能力を高め、国の法
律の遵守を促進し、思春期の若者のアドボケイトを参加させ
て結婚に介入させる取り組みは、CEFMを阻止する上でより
成功したと見られている。

3.3 インド
国別データプロファイル

© Plan International/Patrick Kaplin
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会規範の変化をもたらす能力や意図について、留保を表
明している。一部の関係者は、女の子の結婚年齢を18歳
まで遅らせること、または18歳を数年後に遅らせることを
進歩の主要な尺度として定義しているが、ほとんどの専
門家にとっては、女の子が教育への意欲を高め、恋愛や
結婚における自分の選択について交渉できるようになる
ことが進歩である。

インドネシアでは、少なくとも7人に1人の女の子が18歳未
満で結婚しているというデータがあるが、ユニセフの最近の
分析によると、この水準は、特に国内の一部の地域では過
小評価されている可能性がある75。インドネシアは、900以
上の有人島と数千以上の無人島からなる広大で文化的に
多様な地理的地域に分布している。CEFMの割合は地方と
西スラウェシで最も高く76、西ジャワのスンダ族や東ジャワ
のマドゥラ族など特定の民族集団でCEFMが高い可能性が
あるという証拠もある77。インドネシアにおけるCEFMに関
する研究は限られており、発生率の傾向をより量的に分析
する傾向にある。これまでに行われた研究の多くは、同国
の中央部と西部を対象としている。

インドネシアでは、見合い結婚と、思春期の妊娠を理由と
する状況結婚の両方が混在している。インドネシアの家族
計画政策では、カップルや既婚女性が避妊できるのは、
夫の同意がある場合のみである78。

この手法は、法律を利用してCEFMが違法であることを家
族に知らせ、村のリーダーを巻き込むPANIを利用したもの
だった。

政策と予算の枠組み：2006年に制定されたCEFM禁止法
は、新郎新婦が未成年の結婚を禁止し、結婚適齢期を女の
子は18歳、男の子は21歳と定めている。CEFMを防止しない
者に対する罰則を定め、CEFMの取消権を盛り込む一方、
同法は家族からの違反報告に依存している。CEFMをなくす
ための国家行動計画は2013年に起草されたが、Girls not 
Bridesによれば、まだ最終決定には至っていない。インド政
府はCEFMを思春期の健康と開発政策や予算に積極的に
組み込んでおり、特に2014年に開始された統合的な「全国
思春期保健プログラム」73や、それ以前に実施されていた「思
春期の女の子のエンパワーメントのためのSablaスキーム」
は、2018年の現在、拡大されつつある74。インドのアドボケイ
トたちは、これらのプログラムの実施状況や、持続可能な社

3.4 インドネシア
国別データプロファイル
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政策と予算の枠組み：1974年の婚姻法（1974年1月法）は、
宗教裁判所または宗教事務局の婚姻担当官による婚姻の
免除があれば、女の子は16歳から、男の子は19歳から婚
姻することを認めていた。インドネシアでは、他の国と同様、
親の同意があれば許されるという免除や例外が法律の趣旨
を損ない、CEFMを永続させている。2014年の活動では、
例外なく婚姻最低年齢を18歳に引き上げるよう求めたが、
憲法裁判所は1974年の婚姻法を支持した。インドネシアの
活動家たちは、法律の改正と施行の改善のための行政規
則に焦点を当て、法的戦略と政策変更戦略の両方を通じ
て、婚姻最低年齢の変更を追求し続けている。

インドネシアでは、SRH、女性の権利、思春期の若者の提
唱運動が、国レベルで連携して活発に活動してい
る。Koalisi 18＋は、国レベルでの政策変更を求めて積極的
な声を上げ続けている。行政府と協力する女性の権利団体
は、1974年の法律に代わる改正規則を起草し、大統領に
よって大筋合意されたが、まだ公表されていない86。アドボ
ケイトはまた、司法審査手続を通じて現行法の改正を継続
するために国会と協力してきた。

2015-2020年戦略以前は、政府はCEFMに対処するため
の多くの措置を講じていなかった。近年、国はCEFMが違
法であることをより明確に表明し、特に少数民族の間で
CEFMに対処するためのいくつかのプログラムを設立した。
政府は、少数民族グループの代表を含む委員会を設立し、
一部の地方の権限に委ねながら、プログラムを運営してお
り、この問題に関して少数民族に関与するための並行シス
テムを構築することになる。

ジャカルタの最近の調査では、17歳未満のユースの婚前妊
娠が多く、妊娠したユースの3分の2が出産前に結婚してい
ることがわかった79。

社会規範、態度、行動、人間関係：インドネシア政府は公式
には結婚年齢を変更していないが、国家家族計画委員会
は、多様なメディア、教育、啓発キャンペーンを通じて「理想
的な」家族をめぐる社会規範の変化を促進することで、結婚
年齢の引き上げを目標とした長期的なGENREプログラムを
2000年代初頭から実施している。インドネシアのNGOは、
父親や世帯主、伝統的指導者の妻、教師、信仰指導者な
ど、女の子のエンパワーメントを推進する地域の有力者の
特定に取り組んできた。宗教省はまた、大多数の宗教指導
者が法定年齢未満の女の子の結婚を執り行わないようにす
るプログラムを開発した80。

インドネシアの国別調査では、近年、ドナーからの資金援助
が増加し、規範を変えるための取り組みが活発化しているこ
とがわかった。ここ数年のプログラムは、コミュニティの動員
や、女の子、宗教指導者、コミュニティリーダーなどとの協働
に重点を置いている。特にイスラム教徒が多数を占める国
で宗教指導者との協働は際立っている：2017年には、数百
人の女性聖職者からなる会議がCEFMに反対する前代未
聞のファトワを発表し、結婚法の改正を提唱するために設立
された草の根の女性・ユース・権利団体の連合体である
Koalisi 18+を支持し、女性の結婚年齢を18歳に引き上げる
よう政府に要請した81。

社会的・経済的資源とセーフティネット：インドネシアでは、集
団化とエンパワーメント手法を活用し、リスクのある思春期
の若者を特定し、結婚に直接介入している。インドネシアに
おける大規模な連合ベースのプロジェクトの一つである
「Yes I Do」プロジェクト82は、人口評議会によって開発され
た「女の子名簿」手法を採用している。この「女の子名簿」
は、あるコミュニティ内の10～18歳の女の子を、CEFMに遭
いやすいと思われる特徴や状況（年齢、就学の有無、雇用
状況、貧困家庭の出身かどうかなど）によってリストアップし
たものである83。そしてプログラムは、危険にさらされている
女の子に働きかけるために、コミュニティの関係者と協力す
る。経済的・社会的セーフティネットに焦点を当てた他の政
府の計画には、社会問題省による「家族のための希望プロ
グラム」がある。これは、弱い立場にある子ども（障害者の
子どもや、片親・両親がいない子どもなど）が12年間の義務
教育を修了できるように支援するもので84、また、「スマート・
インドネシア・カード」は、学齢期の恵まれない子どもに、学
費の支払い、学用品の購入、交通費、試験費用などの教育
費を提供するものである85。

3.5 ベトナム
国別データプロファイル

ベトナムの20～24歳の女性の11％が18歳以前に結婚して
いる87が、少数民族の間ではCEFMの水準はずっと高い88, 

89。婚姻の法定年齢は女性が18歳、男性が20歳である。同
法は、法定年齢未満の者の婚姻の企てや締結を犯罪とし
ている90。現在、15～19歳の女の子の約10.3％が結婚して
おり、5.8％が10歳以上年上の配偶者と結婚している91。
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ベトナムにおけるCEFMは、少数民族の間に常態化してい
るだけでなく、メコン川デルタでも行われているため、これは
懸念事項である92, 93。恋愛結婚や選択による結婚など、ベト
ナムにおけるさまざまな形態のCEFMについては十分に知
られていないため、プログラムは社会規範を変えたり、思春
期の若者のエンパワーメントと自律性を構築したりすること
を対象としておらず、その代わりに、意図せず合意に基づく
関係に悪影響を及ぼす可能性のある、子どもの保護モデル
に主に焦点を当てている。

ベトナムは、CEFMに直接取り組むプログラムが始まったば
かりであるか、ほとんど文書化されていないため、この調査
において独特な存在であるが、CEFMに取り組む戦略を、か
なり強固な同国の既存の子ども保護システムに統合するこ
とに、NGOや政府の大きな関心が寄せられている。ベトナ
ムでは、プラン、UNFPA、ユニセフ、Save the Children、
ChildFund Vietnamなど、かなり多くの組織がCEFM撲滅に
向けて公に活動するようになってきている94。プラン、Save 
the Children、ユニセフは、NGO、コミュニティ集団、国連機
関によって調整された、国の子どもの保護制度に焦点を当
てた10年にわたる提唱活動を主導する上で、重要な役割を
果たしている。コミュニティベースの子どもの保護システム
は、コミュニティから国レベルまで複数のレベルにまたがっ
て機能し、子どもの保護スタッフを中心に、予防、支援、介入
を含むサービスを提供している。

プラン・インターナショナル・ベトナムは、2016年以来、地
元のパートナーと協力して、教育におけるエンパワーメント
を強化することで、国の制度と密接に関連したコミュニティ
ベースの子どもの保護メカニズムを強化しており、国の制
度がCEFMに取り組む影響力が低い遠隔地では効果的で
ある。プランはまた、プロジェクト地域のCEFMにおける前
向きな変化を促進・支援するために、子どもの参加を横断
的なテーマとして、コミュニティレベルでの子どもの権利と
子どもの保護に関する他の介入も行っている。

ChildFund Vietnamは、子どもの保護システムの構築にも
取り組んでおり、子どもの参加と、子どもの生活に関わる
決定に参加する子どもの権利に重点を置いている95。子ど
もの参加と子どもの保護に関する彼らの活動は、子どもの
声と主体性を取り入れ、ユースの安全な生計やCEFMの
防止などの問題に取り組んでいる。ChildFund Vietnam
は、子どもの虐待、ネグレクト、搾取、暴力、社会的リスク
から子どもを守るために存在するメカニズムを動員し、強
化するために、コミュニティと地方当局の能力向上に取り
組んでいる96。

ChildFund Vietnamはまた、プロジェクト地域でのCEFM
に関する教育にSimulation Theatreを利用している。法廷
でのシナリオを通じてCEFMに関する法令遵守を訴
え、CEFMの結果やそれを回避する方法についての情報
を提供している。

© Plan International/Emma Winiecki
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4.1.  系統的レビューによる
証拠

この分析は、多くの世界的なCEFM撲滅のための介入に
関するエビデンスについての系統的レビューから引用して
いる97。これらのレビューの中には、CEFMがこれらの介入
の多くによって扱われ、その広範な見出しに含まれている
ことから、「思春期のSRH」を促進するための活動に焦点を
当てているものもある。

McQueston, et al. (2013)による思春期の出産を減らすた
めの介入に関する系統的レビューは、CEFMに示唆を与え
るものであり、学校への出席率の改善は、学校での生殖に
関する健康教育の提供と同じくらい思春期の出産を減らす
のに効果的であることが多く、したがって、出産を遅らせる
ための介入の重要な要素と見なされなければならないこと
を明らかにした98。現金給付の有効性に関する証拠は、評
価された他の介入策よりも強力で、結婚年齢、思春期の若
者の結婚率、合計出生率、10代の妊娠に影響を与えたが、
重要な限界はこの文書の後半に示されている99。

Kalamar, et al. (2016)による低・中所得国におけるCEFM
を予防するための介入策の系統的レビューによると、経済
的要素の強い介入策がCEFMへの影響が最も強力であっ
た100。「経済的」介入策には、就学に対する経済的支援や
経済的エンパワーメントの機会が含まれる。この知見は、
家庭内の経済的要因がCEFMに強い影響を与えることを
認め、解釈された。Chae and Ngo (2017)による、競合す
るがほぼ重複する分析では、エンパワーメント（女の子が
自身のために主張するために必要な知識、スキル、支援）
が最も重要な戦略であるとされた101。著者らはこれを、女
の子たちにプログラム的に投資することがいかに重要であ
るかを肯定するものだと解釈した。学校教育はエンパワー
メントに次いで成功した手法であり、経済的介入は3番目で
あった。

Botea、Chakravarty、Haddock (2017)が執筆した出版物
は、CEFM撲滅のために何が有効かについてのレビューで
あり、以下の3つのタイプの介入に焦点を当てている。

1.  ライフスキルや生殖に関する健康の知識を提供す
るプログラム

2.  経済機会を拡大するプログラム
3.   女の子を学校にとどまらせたり、復学させたりする

プログラム102。

彼らの分析からは、3つのタイプの介入に沿った3つの重
要な気づきが得られた。これらの気づきは、ここで述べた
質の高いレビューから得られた、相反する知見のいくつか
を要約したものであり、拡大に関連するものである。

1. 「ライフスキルの訓練やSRHの知識の向上、その
他のスキルや資産の提供を通じて女の子に力を
与える安全なスペースのプログラムは、参加した
女の子に重要な利益をもたらしている。だが、追
加的な生計機会や就学への奨励金がなければ、
安全な空間が他の理由で価値があるとはいえ、
結婚や出産の年齢を遅らせるのに十分であるか
どうかは明らかではない。

4. 世界的な証拠の状況

© Plan International/Patrick Kaplin
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2.  多くの場合、安全な空間を通じて女の子のエンパ
ワーメントに重点を置き、所得創出スキルやその他の
生活支援を提供することに重点を置いた介入は、参
加者の収入、雇用、貯蓄の増加において一定の成功
を収めることが多い。場合によっては、生殖に関する
健康の成果を改善し、結婚や出産を遅らせることもあ
るが、系統的なものではない。例えば、女の子の雇用
の影響を厳密に評価した例では、インドのビジネスプ
ロセス代行業者に女の子を採用したところ、結婚と出
産が大幅に遅れたことが示されている103。

3.  教育を促進するための介入には、就学機会の提供や
就学費用の自己負担軽減などが含まれ、これらは結
婚や出産を遅らせるのに最も役立つ可能性が高く、
結婚を遅らせるための奨励金を直接提供するプログ
ラムについても同様の結果が得られている104。」

著者らは、教育を促進するプログラムが結婚を遅らせるの
に最も効果的だったと結論づけている。また、安全なス
ペースや女の子のエンパワーメントは重要で価値のある活
動であるが、収入創出や他の生計活動と組み合わせた場
合に最も効果的である。

この知見は、女の子に対する様々な形態の暴力（虐
待、FGM、CEFM、親密なパートナーからの暴力(IPV)、性
暴力）に対して最大の影響を与える介入策に関する
「Yountと同僚」（2017）による系統的レビューでも確認され
ている105。彼らは、「束ねられた個人レベルの介入策と多
階層の介入策は、女性と女の子に対する暴力に対してより
好ましい影響を与える」、言い換えれば、あらゆる種類の
「統合された」プログラムであることを発見した。彼らは、コ
ミュニティへの関与、発言力と主体性を高めるためのスキ
ル構築、女の子の社会的ネットワークの拡大を伴う介入
が、女の子に対する暴力の減少に有望であることを確認し
た。

このエビデンスレビューをまとめると、次のようになる。

• プログラムの影響力は、様々な戦略を伴うほど大きく
なる傾向がある。CEFMという複雑な問題に対処する
ための統合的プログラミングの重要性については、本
報告書の後半で詳しく述べる。

•  教育と生計の機会は、女の子に焦点を当てた最も重
要な投資として何度も取り上げられている。本報告書
のセクション5.9では、結婚を遅らせることを実行可能
な選択肢とするために、女の子に代替的な人生の道
筋を作ることの重要性を強調している。持続可能性
は、プログラムが終了しても、人びとが戻りたくなくな
るような変化を生み出すことでもある。

• CEFM に関連する規範を変える努力を含む、より長
期的な介入に関する証拠は不足している。評価の多
くは、態度の変化や行動の多少の変化を記録してい
るが、より大きな変化を見ることは難しい（Box4の
CEFM撲滅のためのプログラムのレビューを参照）。

様々な著者が同じ介入策の多くをレビューしているが、こ
れらの系統的レビューはそれぞれプログラムの特定の焦
点を強調している： Kalamar, et al. (2016)は、経済的要
素を含む介入策、Chae and Ngo (2017)は、女の子に力
を与える介入策、Botea, et al. (2017)は、女子教育が彼
女たちの生活に最も変革的な影響を与える可能性がある
ことを反映した介入策であるとした。多くの同じ介入策をレ
ビューしているにもかかわらず、彼らはその活動を異なる
方法で分類し、解釈している。これらの複雑なエビデンス
のレビューは、Box4に要約されている。

© Plan International/Vincent Tremeau
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バングラデシュの著者 調査結果

McQueston、Silverman 、
Glassman. 2013

系統的レビュー（SRH）。満足な就学と現金給付は、結婚年齢の上昇、
思春期の若者の結婚率、合計出生率、思春期の若者の妊娠に影響を
与えた。

Kalamar, A.M.、Lee-Rife, 
S.、Hindin, M.J. 2016

系統的レビュー（CEFM）。CCTs、学費、ライフスキル、ユース集団、学校
支援による分類や、学校、家庭、学校またはコミュニティレベルで実施さ
れたものかどうかの分類は行われなかった。エンパワーメントについて明
確に論じていない。

Chae、Ngo. 2017

系統的レビュー（CEFM）。クラスター化されたプログラム
• エンパワーメント：情報、技能、支援体制
•  経済：就学を含む女の子を育てるコストを相殺するための奨励金、条件付

きおよび無条件の現金給付
•  学校教育：学用品、制服、授業料、家庭教師の無償提供など、女の子が

学校に通い続けるのを奨励する
•  コミュニティは、女の子に直接焦点を当てるのではなく、親や家族、地域住

民を巻き込む必要がある

Botea、Chakravarty、Haddock、
Wodon. 2017

ラピッド・レビュー（CEFMを含むSRH）。SRHの成果を向上させる効果につ
いてより広範に検討し、ライフスキル、経済的機会、就学奨励金に焦点を当
てる。

Yount、Krause、
Miedema 2017

レビューのレビュー（CEFMを含むGBV）。個人レベルの介入と多階層レベル
の介入を束ねたものが最も成功することがわかった。コミュニティの関与、発言
力/主体性を高めるためのスキル構築、社会的ネットワークの拡大が、女の子
に対するさまざまな形態の暴力を減らす上で有望であることが確認された。

Box4. CEFM撲滅プログラムに関する上位5つの系統的レビューの要約

評価に関する文献では、全体的に経済的介入（報酬、所得創出、条件付き現金給付、無条件現金給付）に重点が置
かれている。加えて、政策変更介入策の影響を評価することは極めて困難であり、政策変更というトピックに関する評
価文献は非常に少ない。

4.2. トランスフォーマティブ
理論
文献や地域の専門家へのインタビューから、統合プログラ
ムに対する高い評価が浮かび上がった106。このことは、プ
ランの最近の世界的なレビューでも明らかになった。プラ
ンは、3つの大きな重点分野において女の子の生活を向
上させるために、以下の必要な投資を説明する包括的な
「トランスフォーマティブ理論」を有している。

•  規範、態度、行動、関係を変えるための生態学的枠
組みのあらゆるレベルでの介入を含む、社会規範、
態度、行動、関係

•  CEFM撲滅のための政策の確立と予算の配分にお
いて、あらゆるレベルの政府を関与させることを含
む、政策枠組みと予算

• 社会的・経済的資源とセーフティネット、女の子を支援す
るサービスの提供、女の子が参加できる社会的・経済
的機会の提供、そして女の子にとってのCEFMに代わ
る真の選択肢の構築である。

プラン・インターナショナルの「トランスフォーマティブ理論」
は、文献を参考にし、CEFMにおける変革の道筋を包括的な
方法で初めて示したGirls Not Bridesの理論と密接に適合し
ている107。両組織とも、女の子の生活のあらゆる側面にわ
たって活動し、CEFMの防止だけでなく、女の子の幅広い発
達に焦点を当てる必要性を認識している。

本セクションでは、国別調査や出版された文献から抜粋した
図解を交えながら、各重点分野での主な見解について簡単
に説明する。図1では、文献やインタビューから浮かび上がっ
た主なテーマを、プランの「トランスフォーマティブ理論」に
従って示している。プログラムの革新に関連する包括的な
テーマは、黄色のBoxで強調されている。
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たまに私たちはすべてしな
ければならないと感じる、
女の子、コミュニティ、男性
や男の子、そして政府との
協働、それが生態系なの
だから。しかし、これは組
織にとっての挑戦である、
皆がすべてをできるので
はないのだから。

– CREA

図1：プランの「トランスフォーマティブ理論」の要素の下に整理された、CEFMに関連する包括的
テーマのベン図
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この図は、いくつかのことを示している：第一に、活動は「トラ
ンスフォーマティブ理論」の3つの分野に分散しており、軽視
されている分野はない。第二に、興味深い介入の多くは、「ト
ランスフォーマティブ理論」の2つのカテゴリーの交わりで起
こっている。第三に、そしておそらく最も重要なことだが、黄
色のBoxで示されている分野は、最新で革新的なものであ
るが、そのほとんどが「規範」のカテゴリーに分類されてい
る。これは、過去数年間、この分野がいかに重視されてきた
かを示しており、社会規範の変革に特別な注意を払うことな
しには、CEFMの持続可能で拡大可能な予防と撲滅は不可
能であるという世界的な同意の高まりを反映している。

プラン・インターナショナルのCEFMのための「トランスフォー
マティブ理論」は、一般的なプログラミング戦略の枠組みを
示しており、そのいくつかは評価され、その効果が証明され
ている。「社会規範、態度、行動、人間関係」では、重要な手
法として、子どもに対する理解とコミュニケーションスキルを
向上させるため保護者との協働、コミュニティの意識向上
キャンペーン（地元メディア、劇場、ラジオ、その他のコミュニ
ケーションを利用）、コミュニティや信仰の指導者への具体
的な働きかけなどが挙げられている。

「社会的・経済的資源とセーフティネット」に該当する一般的
な介入策としては、女の子の就学と就学維持（報酬や
CCT、水、衛生、安全に関する支援に注視）、女の子のため
の職業訓練の機会、ユースに交流の機会を提供する社会
的出口（スポーツ、ユースクラブ、ボランティア活動）、女の

子と男の子の集団やネットワークの創設、職業訓練、生活
技能やコミュニケーション訓練などがある。他の場所で試
みられており、理にかなった手法であるが、今回のレ
ビューでは取り上げられなかったのが、身分証明書と銀行
口座へのアクセスである108。

プラン・インターナショナルの「トランスフォーマティブ理
論」の「政策枠組みおよび予算」において、婚姻最低年
齢法および法的同意年齢の引き上げのための提唱活動
は、重要な戦略であった109。子どもの権利団体として、
プラン・インターナショナルAROは、出生および婚姻登録
システムの強化、違法な結婚に介入するための地元の
結婚司祭および地元の法執行機関の訓練と能力開発を
含む、法の執行と説明責任の強化、および法律と女の
子のための代替手段に関する啓発による地元の説明責
任の構築において、重要な役割を果たしてきた。これら
の手法には、思春期の妊娠に起因する結婚への介入に
ついて、特別な感受性が必要である。

© Plan International/Patrick Kaplin
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ジェンダー不平等はCEFMの重要な原動力であり、結婚を
遅らせるためのプログラムは、ジェンダー関係の変革に取り
組むことが多い。あらゆるジェンダーのユースが、性的表現
にまつわる制限やタブーに直面しているが、こうした基準は
しばしば、ユース男性とユース女性を異なる方法で制限す
る傾向がある。一般的な二重規範では、ユース男性は性的
に攻撃的で欲望に支配されることを期待され、ユース女性
は従順で、性的欲望や性的快楽に無関心であることを期待
される。このことは、充実した、合意された、ジェンダー平等
の性生活を発展させることに関して、あらゆるジェンダーの
ユースを不利な立場に置くことになる。思春期の性だけでな
く、生涯にわたる性表現を取り巻くジェンダー化された基準
やステレオタイプは、女性の性的・生殖的表現を結婚と出
産に限定するタブーや社会規範と密接に結びついている。

加えて、女性はしばしば、まず娘として、次に妻や母とし
て、家族の名誉を担う。家族の名誉は女性の行動によって
保たれる部分が大きいため、女の子は伝統的なジェンダー
規範に沿った行動をとるよう、特別な注意を払うよう強く求
められることが多い。このような予防措置として、ブルカの
着用を伴う場所もあれば、家庭外の社会空間に出る際に
付き添いが必要な場合もある。アジア、いや世界中の文化
的な期待の大半は、ユース女性が結婚まで処女を守り、不
適切な振る舞いを避けるよう求めている。

柔軟なジェンダー役割分担 プログラムは男性らしさ、女性らしさの社会的構造に取り組んでいるか

相互理解を促進するために、
男性、女性、あるいは両性に
働きかける意図性

プログラムは、男女が建設的な対話を行う機会を提供しているか

パワーバランスの均等化と　　
ジェンダー正義の追求

プログラムは、男性と女性のジェンダーに関連した脆弱性を探るのに役立って
いるか
プログラムは男女が共通の目的のために成長し、協力する機会を提供するか

暴力からの解放
プログラムは、GBVの防止と対応に男女双方が関与する戦略を策定して
いるか

男女双方の人権
介入は男女双方の権利を促進するか

プログラムの成功の尺度として
のジェンダー平等
（監視と評価）

プログラムは、健康やジェンダー平等に関する成果を両性で測定しているか

5. 調査結果の分析
調査結果の分析では、最も重要な手法と戦略について、少数の評価済みプログラムからの事例を紹介し、さらに、革新的で
はあるがまだ評価されていないプログラムからの事例として、インタビューや国別質的調査で明らかになったものを追加して
いる。

5.1  ジェンダー・トランスフォーマティブ・プログラム
ジェンダー・トランスフォーマティブ・プログラムは、この分析において極めて重要な包括的テーマとして浮上した。CEFMに取
り組むためには、ジェンダー化されたパワーバランスを変え、ジェンダー不平等の根源にさかのぼる必要があるという点で、
強い同意が存在する。Box5は、ジェンダー・トランスフォーマティブ・プログラムの実践的な枠組みを示している。

Box5. ジェンダー・トランスフォーマティブ・プログラムの運営要素

出典：Greene, ME and Andrew Levack. 2010. Synchronizing Gender Strategies: A Cooperative Model for Improving Reproductive Health and Transforming Gender Relations. 
Washington, DC: PRB/ IGWG. より採用

https://www.igwg.org/resources/synchronizing-gender-strategies-a-cooperative-model-for-improving-reproductive-health-and-transforming-gender-relations/
https://www.igwg.org/resources/synchronizing-gender-strategies-a-cooperative-model-for-improving-reproductive-health-and-transforming-gender-relations/
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女性の行動に対する期待は文脈によって異なるかもしれな
いが、女の子はしばしば、何が適切と考えられるかという狭
い定義に制限される。この規範からの逸脱は、家族の名誉
にかかわる。このような立場では、家族の名誉の代表者とし
て、女の子や女性は家族の男性の犯罪のために罰せられる
こともある。家族の借金や犯罪を清算するために売買される
こともある。家族の名誉を維持または回復するために、レイ
プ犯と結婚させられることもある110。

名誉の要求と密接に関連して、スティグマもまた女の子の選
択肢を狭める一因となっている。CEFMは時にスティグマを
回避する手段として使われるが、それは女の子が父親の支
配下から夫の支配下へと移行する際に、ある親権関係から
別の親権関係へと直接押し出されるからである。女の子は、
自身を成長させることができる思春期の時期を経験する機
会を与えられず、その代わりに、若くして結婚することによっ
て、子ども時代から大人へと直接移行する111。このため、女
の子が不適切と思われる行動に出る機会は限られている。
更に、女の子を家族的な領域に閉じ込め、自ら選んだ方法で
コミュニティに貢献することを妨げている。性的行為がない場
合でも、女の子が男の子と話したといううわさ話は、結婚の
見込みが無くなったり、結婚にかかる費用を高価にする可能
性がある112。

ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチとは、女の子
や女性、そして男の子や男性を制限する根本的な規範や価
値観を変えようとするプログラムであり、女性にとっても男性
にとっても同様に、何が適切であると考えられるかの境界を
広げるものである。例えば、性暴力の脅威は、女の子の移
動、学校での仲間との交流、社会的ネットワーク、雇用機会
に対する抑止力として働く。それは、女の子に結婚を迫る動
機として絶えず持ち出されている113。常に支配的で、非情
で、性的に攻撃的でなければならないという有害な男性性へ
の期待を内面化している男の子や男性に働きかけるジェン
ダー・トランスフォーマティブ・プログラムは、最終的に女の子
の就学や移動、結婚の遅れを支援する可能性がある114。性

的な関係や結婚は、男性の優位性と女性の従属性に関する
期待（年齢や教育におけるパートナー間の大きなギャップ、
結婚の成功要因としての思春期の女の子の影響の受けや
すさの強調、GBVにつながる）、拡大的な男性と制限的な女
性の性（女の子の移動と仲間へのアクセスの制約、性的な
二重規範、避妊使用の交渉の難しさにつながる）、および
ジェンダー不平等の他の側面によって部分的に構造化され
ている。

インタビュー回答者は一貫して、政策変更、社会的・経済的
資源、社会規範の変革、すなわちプランの「トランスフォーマ
ティブ理論」の3つの重点分野すべてにまたがって取り組む
ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチの成功の必要
性を強調していた。男らしさと暴力の関係を再定義するため
にあらゆる年齢とジェンダーの人と関わること（社会規範の
変革）、性暴力のサバイバーのための社会的・法的対応サー
ビスを強化し、場合によっては構築すること（社会的セーフ
ティネットの構築）、そして性暴力の加害者が訴追を免れるこ
とを可能にする法律や政策の変更を提唱すること（政策の変
革）により、性暴力は3つの次元を横断して活動するジェン
ダー・トランスフォーマティブ・プログラムによって削減するこ
とができ、また削減されてきた。

性暴力への懸念がCEFM
の主要な推進力であり、セ
クシャルハラスメントへの
恐怖が親の意思決定に影
響を与えている... [男の子
は男の子である]という態
度は、実際にはかなり決定
的なものである。結婚の申
し出は、ほぼ脅迫と受け取
られる。

– Sajeda Amin、人口評議会© Plan International/Patrick Kaplin
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5.2 ユースの参加 
プログラム実施者、資金提供者、アドボケイトの間では、
ユースの有意義な参加、特にCEFMのリスクが最も高い
ユースの参加が、プログラム全体の成果と持続可能性を
向上させることに疑いの余地はない115。この参加にはさま
ざまな形があり、以下の叙述はこれらのタイプ別に整理し
たものである116。

この調査のためにレビューされたほぼすべてのプログラム
には、ユースやコミュニティの参加の要素が含まれており、
女の子やユースに情報を提供したり役割を与えたりするも
のから、ユース主導の組織やネットワークを支援したり提
携したりして彼ら自身の解決策を設計するものまで、ユー
スの関与のあらゆる範囲に及んでいる。

プログラムでは通常、ピア教育者、ピア戸別訪問員、ピア
アドボケイトとの活動において、ユースが参加するスペー
スを設けた。これは、見合い結婚や強制結婚を拒否する
権利について、コミュニティの他の思春期の若者を巻き込
むために、CEFMの危険にさらされているか、以前に
CEFMを経験したり、拒否したことのある思春期の若者や
子どもと協力することによって行われた。世界的に見て、こ
の種のプログラムに参加する思春期の若者の大半は男性
であるが、個人的な見解による証拠によれば、CEFMでは
女の子が優勢である。

国別調査で把握されたCEFMプログラムの中で、ピア教育
者はCEFM関連のエンパワーメントと社会変革の目標に向
かって活動していた。CEFMプログラムに参加している
ユースは、プログラム活動への参加を通じて培ったスキル
や情報を活用し、女の子の権利、ジェンダー平等、女の子
の教育へのアクセス、GBVの予防や削減に関するキャン
ペーンも実施していた。ほとんどのピアワークはジェンダー
別のグループで行われ、保護者やコミュニティリーダーとの
会話と並行して、女の子と男の子の間でジェンダー規範や
ジェンダーへの期待について話し合う安全な場を作ること
に重点が置かれた。ユースたちはまた、プログラム実施者
がコミュニティ内の結婚を特定し、介入するのを助けるピア
「執行者」としても参加した。インドの調査では、このような
方法でプログラムの活動に参加した女の子は、家族やコ
ミュニティで発言する自信がついたと感じ、必要であれば結
婚を止める方法を知り、また止めることができると感じるこ
とに誇りを感じたと述べている117。

私は、地区判事を含む地区レベルでの提唱活動の方法
を人々に教えました。私の活動は村で歓迎されました。
私は自分の（子どもの）結婚を許さなかったし、他の誰に
も子どもを結婚させません。私は州レベルの賞を含む3
つの賞を受賞しました。

– PANIプログラム参加者

© Plan International staff
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ユースの関与のもう一つのタイプは、実施者や資金提供者
が若いアドボケイトやユース主導の組織やネットワークと
直接協力し、独自のプログラムや革新的な取り組みを考案
することである。インドネシアでは、複数のユース主導の組
織が地方自治体や他のパートナーと協力して、CEFMを防
止するための独自の解決策を作り出している118。Rutgers 
WPF Indonesia、プラン・インターナショナル・インドネシ
ア、ARIはロンボク島のCBOと連携し、「Yes I Do」キャン
ペーンを通じて女の子たちによる公共提唱活動を支援して
いる。

世界的に、グローバルサウスでの地元主導型・ユース主
導型の集団を直接支援することに力を注ぐ、新しい資金
提供者や資金提供の仕組みが登場している。ARO、
Stars財団、Comic Relief、EMpower、Frida基、Mama 
Cash、Nike財団、NoVo財団、世界こども基金が参加す
るWith and For Girls計画は、柔軟な資金提供、能力開
発、実践コミュニティとともに、女の子が主体となる草の根
の活動を特定し、資金を提供するための表彰プロセスを
利用している119。Stars財団は、ジェンダー不平等を是正
するために、女の子とその同盟者の間に前向きなロール
モデルを創り出すことに焦点を当て、個人のエンパワーメ
ントだけでなく、女の子がそのエンパワーメントにアクセス
し行使できるような、支援的なコミュニティの枠組みを創り
出すためのテストモデルも目標としている120。

ユース主導のモデルには持続可能性の大きな可能性が
あり、投資を増やすことで、スキルや知識の移動、プログ
ラムの取り組みに関するユースとユースの能力構築のた
めのシステムを通じて、急速に規模を拡大することができ
る。

ユース参加のモデルに対する分野全体の理解が進むに
つれて、ユースと大人が共同でスキルを高め、プログラム
を共同創造するためのシステムづくりに、より多くの注意
が払われるようになってきた121。CEFMプログラムに参加
するユースの年齢層が幅広く、彼らの能力が発展している
ことを考えると、CEFMプログラムはこのような責任分担
のバランスを達成するよう努力することが、良い結果をも
たらす。CEFMプログラムには、形成的調査、プログラム
設計、プログラム実施、監視、評価など、ユースの参加が
大きな効果を発揮でき、また実際に活用されてきた複数
の段階がある。

形成的研究： 若手調査者と協力したり、ユースを共同調査
者として育成したりする組織は、コミュニティにおけるCEFM
の推進要因を十分に理解し、その背景を明らかにするのに
適している。

インドネシアでは、Rutgers WPFはプログラム全体にわ
たってユースの真剣な参加に投資してきた。特にRutgers
WPFは、ASKプログラムを通じて、操作的調査を実施す
る若手調査者を育成し、従事させている。ユース調査者
は、メディア・マッピング、質的調査、内容分析を行い、疎
外されたユースのためのSRHサービスを改善するため
の、的を絞ったプログラムを開発できるようにしてい
る。Rutgers WPFは、若手調査者が頻繁に情報にアクセ
スし、仲間から洞察を得ることで、介入戦略をより効果的
に立案できることを発見した122。

© Plan International/Patrick Kaplin
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Rutgers WPFはまた、マラウイとバングラデシュで「Do 
They Match」プロジェクトを通じてユース主導の調査を実
施・発表しており、彼らのプログラム経験からSRHRプログ
ラムに調査者としてユースを参加させるための「探求」ツー
ルキットを開発している123。

2016年以来、プランとベトナムのNGOであるISEEは、さま
ざまな民族のユース集団の能力開発を通じてコミュニティ
の変革者を育成し、彼らのコミュニティにおける変革の取り
組みを支援する過程に共同で取り組んでいる。この介入過
程の最初のステップでは、各民族のユース集団のメンバー
が共同調査者として、自身のコミュニティにおける参加型行
動調査過程に参加し、実施予定の現実的で実践的な介入
策を開発することの基となる地域の状況や問題を理解・特
定する。本調査時点では、ユースの参加を得て調査プロト
コルを作成中であり、実際の調査は2018年に実施される
予定である。

プログラム設計： 呼びかけ戦略や研修資料の設計にユー
スを参加させることで、プログラムの対象に関係のあるメッ
セージであり、組織は対象とするリスクのあるユースの居住
地に効果的にリーチすることができるようにする。

Promundo Globalは、ブラジルで成功を収めたユース男性
向けのジェンダー平等プログラムをインドに拡大する機会
を得たとき、インドのパイロットプログラムのコミュニティと緊
密に協力し、プログラム戦略を設計し、文脈化した。

Promundoは、人口評議会および現地の識字率向上NGO
であるCOROと協力して、対象コミュニティのマッピングを
し、可能な介入戦略と取り組むべき主要課題を特定するた
めの大規模な形成的調査を実施した。その後、COROと形
成的調査に参加したコミュニティからピアリーダーが招か
れ、介入策の設計と実施を主導した。Promundoは、こうし
たピアリーダーを訓練し育成するための初期投資が、彼ら
のコミュニティにおけるリーダーシップに永続的な影響を及
ぼし、プログラムの実施期間を通じて、より多くのユース男
性にデリケートでタブー視されがちなテーマを伝えることが
できるようになることを発見した124。

プログラムの実施： 前述のとおり、若いピア教育者や
戸別訪問員との協働は、参加するユースにプラスの影
響を与え、プログラムの持続性と拡張性を高める可能
性がある。更に、プログラムでは、提唱活動やキャン
ペーンの目的を推進するために、提携するユース組織
やネットワークと緊密に連携している。

カンボジアで、AROは地元の組織であるKYAとパートナー
シップを組み、基礎教育を受ける思春期の女の子の権利
を促進し、SRHRに関する情報をCEFMの割合が最も高い
ラタナキリを含む4つの県で広めるために、ピア教育者と思
春期の若者アドボケイトを訓練し、調整している。このパー
トナーシップを通じて、KYAは3,000人超のユースを訓練
し、SRHRを推進し、ユースにやさしい保健サービスを見つ
け、利用できるように支援し、SRHのセッションを授業に組
み込むよう学校と共に提言している125。ラタナキリでは、地
域に溶け込んだ地元のKYAピアアドボケイトが、同州で広
く居住している少数民族のメンバーとして、ピアグループ
ディスカッションを行い、CEFMのリスクがあるユースの親
に接触し、婚姻の遅延を促進している。プランの活動範囲
は拡大し、これらのコミュニティとの効果的な活動を妨げる
文化的・言語的障壁を効果的に克服することができるよう
になった126。

 監視と評価：必要に応じて調整・適応するために、プログラ
ムの計画と実施に監視と評価を組み込む必要があることに
加え、若い共同調査者や評価者と協力することで、どのよう
な取り組みが効果的で、なぜそうなるのかについて、プログ
ラム設計者の視点を深めることができる127。

このフェーズII調査では、カンボジア、インド、バングラデ
シュ、インドネシアのユースアドボケイトを明確に関与させ、
国別調査を展開した。このようなユースアドボケイトに参加
してもらうことで、プロジェクトは、上の世代が支持する思い
込みやモデルに対する批判的な視点を持ち込むことができ
た。加えて、これらのユースはSRH分野の知識に基づく洞
察を紹介し、CEFM撲滅に関わる課題のいくつかを理解す
る上で非常に重要であった。

このような方法でユースを参加させるためには、ユースと、
自身のプログラムを管理し 責任を負うことに慣れている大
人の両方の能力を高めるための投資が必要である128。多
くのプログラムは、年上の前ではユースは発言、または質
問しない、といった、年齢による上下関係や敬意の規範を
めぐる強い社会規範を持つ文化の中で運営されている。こ
のような厳格な行動規範に慣れているユースも大人も、新
しい方法で交流することを求められると否定的な反応を示
すことがあり、お互いを理解するための時間とスペースが
必要である。CEFMのプログラムは大人がすでに行ってい
る活動を土台にすることができ、女の子が自信と権利に対
する理解を深め、プログラム活動の中に女の子の声を聞く
スペースを組み込むようにする。
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包括的で総合的な予防プログラムは、CEFM に対する脆
弱性を軽減する社会的・経済的資源を女の子に保護資産
として提供することができる。保護資産の例としては、年齢
を確認するための個人証明書、家族以外の女性のメン
ター、孤立を克服し自信を強化するための少なくとも 5 人
の同年齢の友人、少額の個人貯蓄を保護する仕組みなど
がある132。また、総合的なプログラムでは、女の子が学校
に通うこと、結婚に代わる仕事として職業訓練や就職をす
ること、SRHRに関する知識を身につけることを支援するこ
ともできる。レビューされた研究が示しているように、どのよ
うな活動を組み合わせるかは、状況に応じて決定される。
統合されたシステムを構築することで、女の子がCEFMを
防いだり、子どもの頃に結婚しても結婚生活の中で成長し
たり、必要であれば離婚するという選択肢を持ったりするた
めのセーフティネットを提供することができる。

バングラデシュの調査で明らかになったように、親にとって
の社会的保障の欠如がCEFMの原動力であることを認識
すると、統合プログラムのもう一つの要素として、女の子だ
けでなく家族全体の社会的セーフティネットを改善し、女の
子を嫁がせる経済的動機を減らすという革新的な取り組み
が考えられる。しかし、経済的なことだけが安全保障の要
素ではない：性暴力の脅威が長引くことは、それが認識さ
れたものであれ、現実のものであれ、親が娘を結婚させる
原動力となる。(例えレイプであっても）性的純潔を失うと、
女の子は後に結婚する資格がなくなるため、女の子を早期
に結婚させることは、そのリスクを軽減するための親の戦
略のひとつである。

CEFM撲滅プログラムを成功させる鍵は、戦略の組み合わ
せだけでなく、提供されるプログラムの変革的内容にもあ
る。例えば、ユースのエンパワーメントに使われるカリキュ
ラムは、彼らのコミュニティでCEFMの実践を支えている社
会規範に疑問を投げかけたり、変革したりするための自信
やスキルを身につけさせることができる。プログラムは、最
も疎外され、手を差し伸べるのが難しいユースを見落とすこ
とが多い。そのため、プランがインドネシアで採用し、脆弱
な集団により絞った呼びかけを可能にした「女の子名簿」の
ような戦略を含め、データマッピングや形成的調査に投資
する必要がある。

Bandiera, et al. (2012)による、女の子の経済的エンパワー
メントを促進するウガンダのELAプログラムの評価では、プ

ログラムに参加したコミュニティの女の子は、自営業に従事
する可能性が有意に高く、収入も高いことが明らかになった
133。多くのレビューは、最も大きな影響を与えたプログラム
要素に焦点を当てるが、女の子の生活向上における様ざま
な介入策の共同貢献にも焦点を当てることが多い。

5.3 女の子の集団化と安全な
スペース

南アジアや東南アジアの大半の女の子は、社会的交流の
機会が限られており、家事や家での役割によって他の女の
子から孤立していることが多い。そのため、集まって問題を
話し合い、解決策を見出す機会は特に重要である。本調査
のために検討されたプログラムのほとんどには、女の子とコ
ミュニティを集団化する一つ以上の形態が含まれていた。
CEFMは、女の子が過小評価され、社会的・地理的に孤立
している国やコミュニティで最も顕著である。CEFMは、女の
子の選択肢が制限され、女性の価値が母親や妻としての役
割と結びついている場所で最も一般的であり、貧しいコミュ
ニティや孤立した民族、言語、宗教的少数派の間でよく見ら
れる129。

CEFMはまた、多くの女の子やユース女性にとって退学と強
い相関関係があり、これは彼女たちの社会的孤立を深める
からである130。女の子が早期に結婚するという期待は、彼
女たちや彼女たちの家族の勉学への取り組みを弱める。女
の子は結婚すると学校を去らなければならず、結婚すると
勉強する機会はほとんどない。また、多くのコミュニティで
は、女の子が自由に遊んだり、スポーツをしたり、社交的な
時間を持つことは少なく、その代わりに、特に思春期以降、
家にとどまり、家族の世話に大きな役割を担うことが期待さ
れている。思春期の女の子と女性は、同世代の男性たちよ
りも携帯電話を所有したり、電話やインターネット、ソーシャ
ルメディアを利用したりする傾向が低い131。こうした要因の
すべてによって、ユース女性と思春期の女の子たちは、社
会的ネットワーク、支援やセーフティネット、仲間との対話の
ための外出が限られていることが多い。

女の子の集団化、つまり女の子やユース女性のグループ間
で対話と情報共有のための安全なスペースを作ること
は、CEFMのプログラムで採用されている革新的な戦略で
あり、いくつかのことを成し遂げている：女の子に力を与え、
情報を提供し、社会的ネットワークと自信を築き、コミュニ
ティで組織化し、自身のために主張するためのプラット
フォームを提供するのである。American Jewish World
Serviceは、インドでの活動でこのアプローチを使っており、
パートナーが安全なスペースを開発するのを支援するだけ
でなく、さらに一歩進んで、より有意義な方法で女の子たち
を変革の担い手として動員している。

5.4  レベルを超えた統合
プログラム

CEFMの根深い慣習を終わらせるために、統合的な予防
戦略を実施することの重要性については、次第に一致する
ようになってきており、先に述べた系統的レビューからも、
統合の必要性について強い勧告が出されている。調査で
は、女の子の教育機会の拡大、社会的・経済的資源とセー
フティネットの強化、法律・政策枠組み・予算の改善、社会
規範・態度・行動・関係の変革に取り組むことで、「すべてを
行う」ことに成功した取り組みが強調されている。
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ユースのSRHを改善し、結婚を遅らせたインドでの統合的
介入であるPRACHARは、プロジェクト終了時に評価され、
その変化が持続したかどうかを見るために約10年後に再
度評価され、その結果、変化は持続した134。ビハール州と
ジャールカンド州で実施されたDISHAプログラムも同様に、
結婚と出産の遅れをもたらすために統合的なアプローチを
用いており、その評価では、ライフスキル、所得創出、コミュ
ニティ動員の各要素が一体となって、女の子の生活に大き
な改善をもたらしたことが示された135。

バングラデシュの人口評議会のBALIKAプロジェクトは、教
育、ジェンダーの権利に関する啓発トレーニング、生計技能
訓練という3種類の介入戦略を採用し、どのような要素が結
婚を遅らせるのに最も効果的かを評価した136。BALIKAは、
コミュニティの関与と分析の単位として村に焦点を当てた
137。女の子のために作った安全なスペースのプラットフォー
ムを通じて、コミュニティのメンターが、村落が割り当てられ
た介入の種類に応じて、さまざまなトピックに関するセッショ
ンを進行した。BALIKAは、生計技能訓練介入では、女の子
に携帯電話の修理方法を教えるための電子機器や、血圧
の測定方法を教えるための健康診断機器などの技術を取
り入れた。このようなスキルを身につけるだけでなく、女の
子がコミュニティの人にそれを実演することで、人びとが、女
の子が学び、成し遂げることの価値を認識してもらうように
なるという意味でも、重要であった。このアプローチは、女の
子に資産を提供するだけでなく、女の子が実際に個人の行
動変容を示したため、地域社会レベルでの社会規範の変容
を促進するのに役立った。例えば、女の子たちは、運動場
など以前は使わなかったスペースの利用や、以前だったら
行っていなかった携帯電話の修理などをするようになった。
女の子は、スティグマのリスクプロファイルを変えることがで
き、また、プログラムが十分な数の女の子や他のコミュニ
ティメンバーに届くことができれば、市場も変えることができ
る。

この無作為化比較試験では、3つの介入戦略すべてが、女
の子が現在学校に通い、外で遊び、生殖に関する健康問題
の治療を受けられる可能性など、さまざまな成果にわたって
統計的に有意な影響を与えたことが示された。しか
し、BALIKAによると、ジェンダーの権利に関する啓発と生
活技能訓練が、結婚を遅らせ、ユース女性が収入を得る活
動に従事する可能性を高めることに最も強い影響を与え
た。

5.5 インフルエンサーの
働きかけ
世代を超えた対話

アジアの多くの地域で、ユースは性や人間関係に関連する
ことを親に話すことができないと報告している138。更に、親
は、子どもと性に関連することを話し合うことについて、十分
な知識がなく、神経質で、批判的で、気まずい思いをするこ
とが多い。そのため、世界中のプログラムで採用されている
重要な戦略は、こうした重要だが難しいテーマについて、子
どもと親の間でより大きな共有と連帯を築くことである。包括
的性教育は、この問題に取り組むための、この地域におけ
る重要な戦略である。近々発表されるレビューでは、CEFM
を予防する取り組みにおいて、性を明確に取り上げているプ
ログラムの目録が掲載される予定である139。

ネパールのCARE Tipping Point計画は、思春期の若者と
その親、そして結婚の斡旋をすることの多い親戚を含むコ
ミュニティの他の主要な関係者との間で議論を開くために、
世代間対話を企画した140。CAREの計画は、親と思春期
の若者との私的な対話と、コミュニティリーダーとの公的な
対話という2種類の対話を行った。その目的は、ユースが
自身の意見を表明できるようにすること、特に女の子が公
の場で発言できるようにすること、女の子の自主性に関す
る議論を促進すること、交渉する権利を実践すること、絆を
育むこと、年長者がメンターとして活動する機会を作るこ
と、通常はタブーとされている会話を母娘がする場を作るこ
とであった。話し合いの実現は成功し、CAREは、今後数
年のうちに比較試験で評価する予定である。

男性への働きかけ

多くのプログラムは女の子やユース女性との協働に焦点を
当てているが、男の子、ユース男性、年配の男性も価値観
を守る上で重要な役割を担っている。特に、彼らが社会でよ
り多くのリーダーシップと権力を認められていることを考えれ
ばなおさらだ。女の子が成長するための安全なスペース作
ることは不可欠だが、男の子や男性との協働も同様である。

多くのコミュニティでは、ユース男性や男の子は、感情を秘
め、競争的で暴力的な男らしさに順応し、妻や娘を支配する
など、厳格なジェンダー規範と期待にさらされている。子ども
時代に暴力を経験したり目撃したりした若い男女は、大人に
なってからも私的な人間関係で暴力を永続させる可能性が
高く、暴力の連鎖を助長する。Promundoの「プログラムH」
や生殖に関する健康研究所の「Real Fathers計画」のよう
に、ユース男性と男の子が男らしさ、人間関係、父親につい
て話し合い、理解を共有することに重点を置いたプログラム
は、ユース男性のジェンダー規範を変革するための社会的
支援システムを作るという付加価値を示している。

World VisionとPromundoは、インドでCEFMをなくすために
父親を参加させるカリキュラム「An Equal Future」を開発し
た141。この進行役用説明書は、World Visionが活動してい
るコミュニティで CEFMの存続を支えている社会的、文化的
な強い抵抗への対応として開発された。この進行役用説明
書には、男性集団の軟化のために段階的な手順と内容のア
イデアが記載されており、男性が自身のコミュニティで男性
や父親であることの意味を考え、再定義するための安全で
建設的な場を作ることを目的としている。



30

セッションのテーマは、社会規範が女の子の無価値化を支
え、男性の家事・ケア労働への参加を制限している分野に
焦点を当て、「社会におけるジェンダー役割」、「力とCEFM」
などの問題を取り上げる。男性集団を軟化する手法も、セッ
ションの内容も、対象集団での形成的質的調査に基づいて
いる。インドのBreakthroughには、「My Dad My Ally」という
プログラムがある。父親が娘を支援し、若いうちに結婚を迫
らないという約束を中心に展開する。

宗教指導者との協力

宗教指導者や伝統的指導者も、CEFMに関連した重要な変
化を促すために関与すべき重要な集団である。より貧しく、
より資源に乏しい環境では、人はコミュニティや宗教の指導
者の影響力により大きく左右される傾向がある142。CEFMを
助長する上でも、CEFMから女の子を守る上でも、宗教が重
要な役割を果たす可能性がある一方で、CEFMは宗教を超
えて起こり、同じ宗教宗派の異なるコミュニティ間で幅広い
発生率が見られることを忘れてはならない。

宗教指導者との協力は、論争を引き起こす可能性のある問
題を扱う際に、いくつかの困難をもたらすことがある。文脈に
よっては、母親の健康を強調するために生殖に関する健康
を家族計画や出産間隔という枠組みにして、一人ひとりの子
どもに十分な関心と資源を与えられるようにすることが有効
な場合もある。Thanenthiranが指摘するように、「宗教的な
枠組みの中で活動することには、いくつかの制約がある。例
えば、宗教指導者は、多様な性的指向やジェンダーアイデ
ンティティや表現を持つ人に対する非差別と同様に、避妊や
家族計画へのアクセスを促進するとき、未婚のユースに避
妊や包括的性教育へのアクセスを提供するとき、CEFMを
終わらせるとき、出産を『制限』することを普遍的に支持して
いるわけではない」143。

宗教教典は解釈に左右されるため、宗教指導者と協力する
際には、関連する宗教教典についての議論を取り入れる必
要がある。人口評議会は、ベルハン神学大学メケル校およ
びUNFPAと提携し、HIV/AIDS、妊産婦の健康、家族計画
などの保健と発達の問題に関連する聖句を365の祈りに織
り込んだ「発達聖書」を作成した144。このような議論は宗教
学者が主導すべきであり、彼らは専門知識を共有し、特定
の宗教的テキストにFGMやCEFMの根拠がないことについ
ての議論を促進することができる。インドネシアでは、イスラ
ム教の女性宗教指導者会議がCEFMに反対するファトワを
発表した145。

更に、宗教間の対話は、人間の尊厳に対する共通の信念、
慈悲、行動志向の信仰、子どもや家族の保護、そして何より
も危害を加えないという原則の支持といった、共通点に焦点
を当てることができる。

このような対話は、社会的にも政策的にも変化を促す計り知
れない可能性を秘めている。ネパールには、CEFMに取り
組む強力な宗教間委員会があり、CEFMに反対する公的
キャンペーンを主導し、CEFMをなくすための国の国家戦略
の策定において諮問的な役割も果たしている。SAIEVAC
は、CEFM撲滅のための最初の地域行動計画を採択し、そ
の主要な構成要素のひとつとして宗教指導者とのパート
ナーシップを発展させた。SAIEVACは、差別的なジェンダー
規範を変え、CEFM撲滅に従事する宗教指導者の地域ネッ
トワークを立ち上げた。

World Visionのプログラムは、バングラデシュ、タイ、パキス
タンなどの国々で、コミュニティレベルの宗教指導者と頻繁
に協力して実施されている。バークレー宗教・平和・世界問
題センターは、社会政策の提唱や宗教教育機関でのカリ
キュラムに最も大きな影響を与える高位の宗教指導者と協
力することで、その原則がコミュニティレベルまで浸透するこ
とを目指している。セネガルでは、家族計画を支援する宗教
指導者の強力な連合を構築することができ、この活動をネ
パールとカンボジアに拡大する予定である。宗教指導者と
の活動は、まだ十分に評価されていない。

5.6 女の子を支援する文化
的・社会的規範の変革

社会規範への介入は比較的新しく複雑な分野であ
る。CEFM撲滅に何が有効かに関する文献は、社会規範
理論に関与していないことが多く、その証拠は比較や要約
を困難にする限界に苦しんでいる。結婚を遅らせることを
目的とした社会規範的介入はほとんど評価されていな
い。CEFMを対象とする介入の種類や、成果の測定方法
には大きなばらつきがある。明確な影響を示した研究もあ
るが、結果はごくわずかであったり、まちまちであったりす
ることが多い。

社会規範への介入に関する限られたエビデンスは何を物
語っているのか。ここ数年の社会規範に関する研究から得
られた重要な知見は、CEFMは行動である一方で、相互に
関連する多くの規範に支えられているということであ
る。Box6では、社会規範がCEFMを推進するために作用
している分野のいくつかを挙げている。コミュニティレベル
での介入や、規範を変えるために現在進行中のすべての
活動について、より多くの評価が必要である。コミュニティ
への介入は「最も活用されていない」とされたが、その理由
のひとつは、その成果が態度の変化よりもむしろ行動の変
化に限定されていたからである。家族やコミュニティへの働
きかけや社会規範への働きかけの影響を評価し、行動の
成果を測定できるようにするためには、より長い評価期間
が必要である。
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ネパールとバングラデシュにおけるCAREのTipping Point
プログラムは、 学ぶべき多くの材料を生み出してきた。この

プロジェクトは、特定の社会規範に関連した設計原則を用
い、その活動はCEFMに代わる積極的な選択肢の促進に
結びついていた。これらのプログラムのアイデアは、妻や母
親という伝統的な役割を超えて広がるような道筋を女の子
に作る手助けをすること、そして、CEFMによって子ども時
代から大人へと直接移行するのではなく、女の子が成長す
る時間を思春期の若者に与えるためのスペースを作ること
である。社会規範の革新に関する一連の概要は、https://
caretippingpoint.org/innovation/ で閲覧可能である。
CAREのSNAP手法は、頑強で実施も容易であり、形成的/
ベースライン/エンドライン調査に使用されている146。

バリで開催された、エンターテインメント-教育147に関する
2018年国際SBCCサミットでは、さまざまなプロジェクトが紹
介され、そのうちのいくつかは現在評価中である148。アジア
での2つの有望な事例は以下のとおりである。

•  インドのBreakthroughは、メディアとコミュニティ
レベルの活動を組み合わせたもので、無作為化
比較試験で評価されている。

• インドの公衆衛生管理研究所は、女の子クラブ、
男の子との活動、親とのカウンセリングの準実験
的評価を実施している149。

GEM尺度は、ジェンダー規範に対する態度を測定するた
めに、人口評議会/HorizonとPromundoによって開発さ
れ、グローバルサウスに焦点を当てたものである。この尺
度は、コミュニティに存在する規範に関する情報を提供す
るために設計されており、規範に影響を与えることを目的
としたプログラムの効果を測定するために使用することが
できる。この尺度は、低所得層のユース男性向けに開発さ
れたものであるが、様々な年齢層、女性や女の子、中・高
所得層のコミュニティに適応させることに成功している
150。GEM尺度と男性性に関する取り組み、そして多様な
文化的環境への適応についての詳細は、Promundoの
ウェブサイトのリソースセクション（https://
promundoglobal. org/resources/measuring-gender-
attitude-using-gender-equitable-men-scale-gems-in-
various-sociocultural-settings） にて閲覧可能。

幅広い介入策を、単に競合する論理モデルとしてではなく、
実践とその原因のより総合的な理解の枠内で、CEFMを助
長するさまざまな条件に対処するものとして理解することが
重要である。

Box 6. CEFMを取り巻く規範

CEFMに影響を与える規範には以下のようなものがある。

• 大人への移行
▶ 結婚と生殖は、女性と男性にとって不可欠なものである
▶ 婚姻は、大人への移行において最も重要な方法である

• 性の社会的構築
▶ 女性の性は男性の性に従属すべきである
▶ 女性の性は婚姻関係の中でしか実践できない
▶ 男性の性的喜びを満たすことが最も重要である
▶ 男性は知識、経験、決断力があり、制御されていなければならない

• 年長者への従順さ/孝行
▶ 親密な話題を年長者に話すのは無礼である
▶ 子どもは年上の人が決めたことを受け入れるべきだ

• 宗教的/宇宙論的理解と期待

• 女の子の人生における結婚の重要性
▶ 結婚が遅すぎると、女の子は「棚に残される」かもしれない
▶ CEFMは女の子自身と家族の名誉を守るために必要である
▶ 思春期は結婚への準備の合図

• 男性 vs 女性の経済的価値
▶ 女の子/女性は結婚するまで家族の重荷となる
▶ 女子教育は、家庭が行う投資としては割に合わない
▶ 男の子/男性は、収入と妻が行う労働のために、家族にとっての資源である  
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Women Winは、「Building Young Women's Leadership 
Through Sports」と呼ばれる、CEFMの遅滞に特に焦点を
当てたプログラムを持っており、インドやバングラデシュを
含むアジア7カ国の8つのパートナー組織と協力している。
このプログラムは、リーダーシップ、意思決定、質の高いス
ポーツ参加の機会に焦点を当てている。インドでは12万
7,500ユーロを投資し、2万970人の思春期の女の子と
ユース女性に、バングラデシュでは14万ユーロを投資し、1
万3,425人の思春期の女の子とユース女性に支援を行っ
た。評価では、参加者の間で、SRHR、GBV、経済的エン
パワーメント、リーダーシップといった主要な権利問題に関
する知識、態度、行動に大きな変化が見られた。コミュニ
ティの態度が変わり始め、親と参加者の間の関係力学が
改善され、親は娘をリーダーとして見る傾向が強まった。

参加型アートの手法 - フォトボイスと演劇

アートは、変化を構想し、人々が自分たちの住む社会につ
いて批判的に考えることを促す強力なツールとなりうる。
フォトボイスや開発のための演劇など、アートを用いた参
加型の手法を用いることで、コミュニティへの参加を促進す
ることができる。アートは、疎外されてきた人々に機会と声
を与えることができ、創作者だけでなく観客にも変化をもた
らすことができる。

Serra, et al. (2018)は、参加型アート手法の変容の可能
性について述べている。

 自分自身の物語を語ること、つまり自分の声を主張す
ることは、個人と集団のパワーだけでなく、主体性を構
築することによって、より大きな社会変革を支援する方
法で、人とコミュニティを変える。アートはまた、他の有
力なコミュニケーション形態では不可能な、会話のため
のアクセス可能な入り口を提供することによって、観客
を変容させる。アートは、社会的・文化的規範を形成
し、政治的課題を決定し、対話を喚起し、行動を喚起
し、より公正な世界を想像する一助となることができる
155。

フォトボイスは参加型アートの手法であり、参加者が自身の
ストーリーを語り、集団と関わりながら、互いを振り返り、支
え合う機会を与えるものである。バングラデシュでは、
Lensationalが、ダッカの2つの工場で働く女性衣料品労働
者と、観光地コックスバザールの10代のサーファー女の子
グループとの参加型写真プロジェクトを実施した156。彼女
たちの抵抗と回復の物語が描かれており、その中には特
に、家族を養うためにビーチで商品を売らなければならな
かった女の子の集団が、サーフィンを習うために地元のサー
フクラブに通い始めると、生活がどのように変わり始めたか
が描かれている。

スポーツ、芸術、娯楽： 文化的側面を使って
社会規範を変革

文化的な期待は、ジェンダー規範や、男性と女性にとってど
のような行動が適切であるかを定義する上で大きな役割を
果たしている。このような期待の多くは、スポーツ、芸術、娯
楽など様々な形の文化を通して伝えられるため、様々な形
の文化的表現がこれらの境界線を押し広げ、潜在的な成
長領域を探ることができる。

開発のためのスポーツ

女の子がスポーツに参加することは、これまで男性だけの
領域とされてきた活動に対する文化的な期待に直接挑戦し
得る。女の子がスポーツをすることは、ジェンダー規範に挑
戦するだけでなく、チームワーク、自信、回復力といった重
要なライフスキルを身につける機会にもなる。

スポーツをユース育成のツールとして活用している団体の
例は数多くある151。Magic Bus財団のプログラムでは、週1
回のスポーツプログラムの効果を測定するために、インドの
2つの地区の160の村で無作為化比較試験を実施し、思春
期の若者の健康と学校教育の成果にプラスの影響があるこ
とを明らかにした152。ほとんどのプログラムは、サッカー、バ
レーボール、ラグビーといった伝統的な競技チームスポーツ
に焦点を当てる傾向があるが、スケートボードやサーフィン
といった非公式スポーツやライフスタイルスポーツを推進す
る組織も増えている。例えばSkatistanは、カンボジアやアフ
ガニスタンのユースを教育や指導力育成プログラムに参加
させるためにスケートボードを利用しており、1時間の授業に
対して1時間のスケート時間を確保するというモデルを使っ
ている153。ネパールのEmpowering Womenのように、ネ
パールでは男性優位になりがちなアドベンチャー・ガイドやト
レッキングの分野で、女性たちにアウトドア教育や技術ト
レーニングを行っているグループもある。

女の子にスポーツへの参加を促し、練習やプレーするため
の安全なスペースを作り、成功への土台を作ることで、ジェ
ンダー平等を推進する開発のためのスポーツプログラムが
いくつかある。ミャンマーの「Girl Determined」、ベトナムの
「Football for All」、マレーシアの「WOMEN: Girls」などがそ
の例である。Right to Playは、アジア、アフリカ、ラテンアメリ

カの恵まれないコミュニティにおいて、貧困、紛争、疾病の
影響を克服するために活動している大規模な組織である。
アジアでは、タイとミャンマーの国境沿いの難民キャンプで
スポーツの日を開催したり、パキスタンのマンセーラ地区で
初の女の子バレーボール大会を開催したりと、その活動は
多岐にわたる。

CREAはインドの15のコミュニティベースのパートナー組
織と協力し、「It's My Body」という多層レベルのプログラ
ムにおいてSRHRの視点を活用している。このプログラム
では、スポーツを主な構成要素の一つとして、身体の自律
性を高め、女の子が自分の身体をよりよくコントロールし、
健康に関する決定を自身で下せるようにしている154。
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開発のための演劇は、知識、態度、行動のギャップを埋める
のに役立つ変化に富む方法で観客に情報を提供する、もう
ひとつの参加型手法である。様ざまなタイプの学習スタイ
ル、特に視覚学習者、子ども、教育機会の限られた人々に
とって特に有用である。この過程によって、参加者は自身に
とって何が重要なのか、文化的な期待が彼らの生活にどの
ような影響を与えているのかを強調する語りを創り出すこと
ができる。Theatre of the Oppressedは、演劇を使って対立
的でない方法で話し合いを開くことで、社会的・政治的変化
を促進することを明確に目指したモデルのひとつである。コ
メディーはしばしば、緊張を和らげ、観客に、提示された問
題がコミュニティにどのような影響を与えるかについて、より
積極的に関わり、考えさせるために使われる。開発のため
の演劇は、宗教のような特定の制度を非難することな
く、CEFMを永続させる力についての意識を目覚めさせるこ
とができ、最も重要なことに、前向きな選択肢を示すことが
できる。

開発のための演劇は、パキスタンのパンジャブ文化のよう
に、路上演劇の伝統が強い場所や、テレビやインターネット
が普及していない地域では特に有効である。何らかの形で
演劇を利用しているプロジェクトの例としては、パキスタンの
Bedari、Sujag Sansar、Oxfam、ネパールのAura 
Freedom International、バングラデシュのプランなどがあ
る。インド、インドネシア、ベトナムの国別調査では、CEFM
を防止するための社会規範を変革するために、地域社会の
関与を促進するための重層的なアプローチにおいて、演劇
が有効な要素であると言及している。

参加型手法は、潜在的に接触できる対象者が多いという点
で、拡大に貢献する可能性があり、多層レベルのアプローチ
として、より多くの地域住民を巻き込むことで大きな前進が
期待できる。このような手法は、人々の共感を呼び、変化を
促すような実話を提供することができる。こうしたストーリー
がデータと組み合わされて提示されれば、政策立案者や他
のハイレベルの利害関係者に対して説得力のある議論を形
成することができる。

娯楽とマスメディア - 本、漫画、ラジオ、テレビ

娯楽と教育を組み合わせることで、より簡単に人びととつな
がり、重要な問題の啓発をする情報を提供することができ
る。教育コンテンツは、ラジオやテレビのようなマスメディア
だけでなく、書籍やコミックなど、さまざまな形式を通じて提
供することができる。娯楽教育は、エデュテインメントとも呼
ばれ、主にラテンアメリカ、アフリカ、アジアで、家族計
画、HIV/AIDS、識字率向上などの問題に取り組む場から
発展した。社会規範を変えることを目的とする番組では、多
くの視聴者にリーチできる可能性があるため、エデュテイン
メントを何らかの形で取り入れるケースが増えている。

図2は、Center for Media & Healthが開発した「娯楽-教育
マッピングモデル」で、娯楽を研究やプログラムに統合する
過程を示している。

© Plan International/Patrick Kaplin
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娯楽教育が他の戦略と異なるのは、感情や人間的関心を
考慮に入れている点である。学際的な理論的枠組みを活用
し、合理的な意思決定と感情的な反応を結びつけることで、
行動変容の影響力を最大化し、ジェンダー規範のような深く
根付いた信念に取り組む。視聴者の区分けといったソー
シャル・マーケティングの原則は、ターゲットとなる視聴者を
特定し、彼らが共感できる登場人物を作り出すために用い
られる。社会的認知理論では、人は見本を観察することで
学ぶことができるとされており、娯楽教育では、登場人物が
どのようにジレンマや意思決定に対処し、良い影響と悪い
影響を考慮に入れ、その選択の結果を示すかを説明するこ
とができる。最も重要なことは、娯楽教育は、優れた物語
り、教育的なコンテンツ、そして「正しい」選択と「間違った」
選択の両方を示す過渡的な見本とのバランスを取ることで
ある。視聴者は、良い決断と悪い決断の両方の結果を見る
ことで、自身の意思決定の過程を洞察することができる。

CEFMの原動力は環境ごとに異なるため、移行期の見本は
その状況を反映して選ばれるべきである。最近の『Girls 
Not Brides Report』では、移行期の見本を選ぶ過程につ

いて詳しく説明している。

 例えば、見合い結婚のためにCEFMの普及率が高い
地域では、親はCEFMの有害な結果を知り、その結果
行動を変えるようになる過渡的な人物として描かれてい
る。ネパールのような他の地域では、男の子と女の子
が駆け落ちした後にCEFMが頻繁に起こっている。こう
した地域では、主に思春期の若者に焦点が当てられ、
彼らが過渡的な登場人物として選ばれている157。

Population Media Centerは、CEFMを取り上げたテレビ番
組やラジオ番組を含む、いくつかの長期にわたる娯楽教育
番組を制作してきた。ネパールでは、2016年4月に2本の連
続ラジオドラマを開始し、Rajesh Hamalや自身が14歳の時
に結婚(妻は12歳)した、ネパールのRam Baran Yadav前
大統領といった有名スターが推薦している。2000年代初頭
から、Population Media Centerはフィリピンで「Sa 
Pagiskat Ng Araw」というラジオ番組を放送し、一連の行
動変容コミュニケーション・ワークショップと組み合わせ
て、HIV/エイズと生殖に関する健康の問題を取り上げてき
た。その結果、保健センターでサービスを受けようとする患
者が70％増加したことが確認された158。

図2：娯楽-教育マッピングモデル

普及実施デザイン/制作結晶化オリエンテーション
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デジタルプラットフォームとソーシャルメディアキャンペーン

行動変容のための公的キャンペーンは新しい概念ではな
いが、インターネットが進化するにつれ、ソーシャルメディア
はデジタルキャンペーンの新しいプラットフォームを提供す
るようになった。チラシを投函したり、イベントでパンフレット
を配ったり、人通りの多い場所に看板を設置したりするのと
同様に、デジタルプラットフォームは、CEFMのような問題
に対する認識を高め、人々が自分たちの住む社会につい
て批判的に考えることを促すツールとなりうる。社会的・行
動変容コミュニケーションの分野は、多くの聴衆と直接関わ
るチャネルとして、ソーシャルメディア・プラットフォームやデ
ジタルキャンペーンを最大限に活用するように発展してき
た。

デジタル物語りは、新しい方法で第三者との関わりを可能
にする、情報共有のための一般的な手法になりつつある。
デジタル物語りでは、参加者やクリエイターがより深く関わ
ることができ、第三者は、クリックしてより詳しい情報を得た
り、コメントをして議論に参加したり、自分の経験や他の関
連する事例を共有したりすることで、共有された保管場所/
経験に貢献することができる。フォトボイス、ブログ、ビデオ
など様々な形態があり、デジタルプラットフォーム上で発表
されれば、参加型ジャーナリズムを構成することができる。
インターネットに接続されていない携帯電話への簡単なテ
キスト送信も、女の子が情報に簡単にアクセスできるように
するために、プログラムが直接メッセージを伝えるために
使っている方法である。

多くのフォトボイスプロジェクトは、その後オンラインギャラ
リーに掲載され、誰でもアクセスできるようになり、CEFMが
女の子やユース女性にどのような影響を与えるかを知るこ
とができる159。その他の広告やメディアキャンペーンは以
下の通りである。

•   Vogue Indiaは2014年、有害な男性性とIPVについ
て、元トップ女優のMadhuri Dixitを起用したビデオを

制作した160。

• バングラデシュの家庭内暴力(DV)に関する広告キャ
ヱペーンでは、有害な男性性を取り上げ、加害者に
髪をつかまれないように髪を短く切りたいという女性
の願望をビデオに収めた161。

•  バングラデシュの女性子ども省は、女の子をハラスメ
ヱトから守り、持参金と闘い、CEFMを阻止するため
に、女の子やコミュニティのメンバーが行動を起こす
ことを奨励する、数多くの公共サービス公告を制作し
た162。

•  バングラデシュで行われたCEFMの啓発に関するメ
ディアキャンペーンは、テレビやソーシャルメディアで
宣伝され、何百万人ものユースや関係者に届き、親、
婚姻登録担当者、ユース自身の意識形成のための
強力なツールと考えられている163。
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• インドのBreakthroughは、DVを目撃したときの介入
として、隣人のドアベルを鳴らすよう人びとを動員す
ることで、DVの阻止にコミュニティを参加させる
「Ring the Bell (Bell Bajao)」キャンペーンを実施し
た164。

•  Girl Effectは、女の子に力を与え、人生を変えること
に焦点を当てた、いくつかのユース向けブランドを立
ち上げた。インドでは、Girl Effectはピアツーピア調
査アプリであるTEGAネットワークを設立し、近々完
全なプログラムを立ち上げるための情報収集を行
い、インドネシアとバングラデシュでもプログラムを立
ち上げる予定である165。Girl Effectは、支援が届き
にくいコミュニティに住む18～24歳の女の子を雇用
して訓練し、意味のある変化を促進する的を絞った
開発プログラムを設計するための見識を集めるため
に、モバイル技術を活用している。

• インドネシアのASKプログラムは、インターネットや携
帯電話を通じて、ユースのSRHRを促進するための
情報を提供した166。

いくつかの国において、関係者は、現代の技術はユース
に性的なコンテンツを見せたり、監視のない状況で交流
させたりと、ユースを堕落させる影響力を持っているとい
う懸念を表明した。他のテクノロジーと同様、ネガティブ/
ポジティブな可能性がある。一方では、この技術は、より
多くの人々に接触し、人々と関わりを持ち、アクセスしや
すくすることで、影響を拡大することができる。他方では、
携帯電話が「男の子と女の子間の目立たない、監視のな
い接触を促進しているという新たな証拠が示されている。
これは間接的にジェンダー間の分離の解消に寄与してい
るかもしれないが、そのような手段で始まったいわゆる

『恋愛結婚』が増加し、駆け落ちが増えたり、子どもたちが
CEFMや人身売買、性的搾取にさらされたりするなどのリ
スクもある167。」

5.7  法的・政策的枠組みの
構築と実施

CEFM撲滅のための政府の取り組みを検討する中で、本
報告書の課題となったのは、政策の取り組みが一般的に
評価されていないことであった。したがって、本セクションで
発表された知見は、一般的に政策努力を評価するのでは
なく、文書化する努力について述べている。例外のひとつ
は、Maswikwaら (2015)による研究で、婚姻最低年齢法
がこの文化的に根ざした慣習に本当に違いをもたらすの
かという疑問に答えることで、法的基準の重要性を探って
いる168。この報告書は、多元的な法制度が一般的である
サハラ以南のアフリカにおけるCEFM撲滅のための課題を
浮き彫りにしている。この分析では、DHSのデータを
McGill MACHEquity CEFMデータベースと組み合わせ
て、婚姻最低年齢、親の同意のある結婚、性交渉への同
意について18歳以上の一貫した法律を持つ国が、CEFM
と早期出産の割合が低いかどうかを調べている169。結果
は、これらの法律がCEFMと早期出産の常態化に本当に
違いをもたらす可能性があることを示唆している。
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CEFM撲滅のための法的・政策変更の潜在的役割を強
調するその他の資料には、以下のようなものがある。

 ジェンダー平等を促進する取り組みと並行する法的
枠組み： Equality Nowの「女の子を守る：CEFMと関
連する人権侵害をなくすための法の利用」は、CEFM
と、女の子と女性に生涯を通じて影響を与える関連す
る人権侵害に取り組むために、ジェンダー関係を変革
する広範な取り組みと並行して、人権基準に基づいた
強力な法的枠組みを国レベルで実施することの重要
性に焦点を当てている170。

 既存の法的枠組みを利用した説明責任の促進： アフ
ガニスタン、バングラデシュ、インド、ネパール、パキス
タン、スリランカにおけるCEFMに焦点を当てた「南ア
ジアにおけるCEFM：説明責任と変革を促進するため
の国際的・憲法的な法的基準および法理」は、人権擁
護活動や訴訟を通じてCEFMに対する政府の説明責
任を確立することに関心のある人々のための資料で
ある。また、既存の法律や政策を施行し、必要な法改
正をもたらす役割を強化するのに役立つ、政府関係
者向けの資料でもある171。

 実施努力のレビュー： OHCHRは2014年、CEFMの
防止と撲滅に関する初の報告書を発表した。報告書
「CEFMの防止と撲滅」は、成果と最善策、そして実施
における課題とギャップについて考察している。ま
た、CEFMを防止・撲滅するための勧告も含まれてい
る172。

•  政策を通じて子どもの保護を強化する： 列国議会同
盟とユニセフは、「子どもの保護 - 国会議員のための
ハンドブック」を作成した。このハンドブックは、立法
化、予算化、政府活動の監督、そして啓発のために
指導的立場を活用することによって、子どもの保護を
推進する上で国会議員が果たすことができる役割に
ついて考察している。特に有用なのは、出生登録とア
イデンティティの権利、武力紛争における子どもの保
護、子どもの性的搾取、子どもの人身売買、有害な伝
統的慣習、暴力とネグレクト、代替ケア、未成年裁
判、子ども労働、子どもの被害者の権利という、子ど
もの保護に関する10の分野における国会議員向けの
勧告である173。

•  法律と政策のギャップの分析を通じて、実施を確実
にする： Center for Reproductive Rightsの報告書
は、政策立案者、法執行当局者、市民社会に対し、
法律や政策における主なギャップや矛盾を知らせるこ
とで、ネパールにおけるCEFMの終結に向けた障害
の克服に貢献している174。

5.8 セクターを越えた協力
世界的パートナーシップ

2015年、世界中のCEFMへの国家投資を増加させるた
めに、より多くの提唱活動が必要であることを認識し、子
ども投資基金財団とBill and Melinda Gates財団
は、CEFMの経済的影響に関する国際女性研究センター
と世界銀行の大規模な共同研究に資金を提供した175。こ
のプロジェクトの目的は、CEFMの経済的コストに関する
世界的な知識を構築することであった。ネパールは、緊急
の課題として国の法律や政策の実施を促進する目的で、
オリジナルのデータが収集された国のひとつである。

ユニセフとUNFPAの「CEFM撲滅のための行動を加速す
るための世界プログラム」（2015～2018年）の目的は以
下の通りである。

• 既婚・未婚の女の子への投資と支援を強化し、それ
に対応する利益を実証する

•  前向きなジェンダー規範への移行の火付けとなるよ
う、変革の主体としてのユースを含む主要なアクター
を関与させる
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• 政治的支援、資源、前向きな政策や枠組みを増やす

• データとエビデンスベースの改善

ユニセフとUNFPAは、子どもの花嫁の割合が世界で最も
高い12カ国において、保健、教育、子どもの保護、水と衛
生といった分野における既存の戦略を活用し、総合的なプ
ログラムを形成するために手を組んだ。政府、市民社会組
織、そしてユースの協力のもと、すでに効果が証明されて
いる方法が、規模を拡大するために導入されている。

Girls Not Bridesは、エジプト、エチオピア、ネパール、ザン
ビアにおけるCEFM撲滅のための国家計画が機能してい
るかどうかについて、重要な評価を行った176。この報告書
では、なぜ国家計画（すなわち、特定の省庁ではなく国家
政府が所有する計画）が出現しているのか、どのように策
定されているのか、何を含んでいるのか、そして実施の見
通しについて考察している。この分析で特に興味深いの
は、ネパールの「CEFM撲滅のための国家戦略」（2015～
2030年）に関する彼らの所見であり、政府部門やパート
ナーに対する詳細な指針が示されている。また、バングラ
デシュの「CEFM撲滅のための国家行動計画」（2015～
2021年）の草案も検討したが、「『特別な状況』において18
歳未満のCEFMを認めるという、最近の時代に逆行する法
的提案に対する国内外からの反発」により、進展が停滞し
ていると指摘した。

分析では、政治的な意志、リーダーシップ、政府における
能力開発、そして国家計画の設計と実施における市民社
会の参加の重要性が強調された。

また、政府が説明責任を果たす必要性も強調されている。
更に報告書は、CEFMを「単独の」問題としてではなく、本
質的に複数のセクターにまたがる問題としてとらえる必要
があることを確認した。分析によると、各国の国家計画を
主導する省庁は、女性・子ども・高齢者省であることが多
く、これらの省庁は「大きな使命を持つが、女性と女の子の
ために変化をもたらすことができるような能力、資源、政治
的影響力はほとんどない」傾向にある。機能する調整メカ
ニズムと、より強力な他の省庁を招集する権限が不可欠で
ある。

バングラデシュは、政府メンバーとアドボケイトの間で利害
が異なるため、CEFMの撲滅に向けた動きがやや一貫し
ていない。2014年、ロンドンのガール・サミットで、Sheikh 
Hasina首相は政府が年末までに国家行動計画を策定す
ることを約束した。女性・子ども省は、サミットの直後からこ
れに取り組み始めた。しかし、それとほぼ同時に、バングラ
デシュの閣議は、2014年CEFM抑制法草案の中で、女の
子の婚姻最低年齢を18歳から16歳に引き下げる文言を
承認した。この提案に対する反発の結果、国家行動計画
案は最終決定されず、実施もされなかった。2016年、内閣
はCEFM抑制法に、結婚時の最低年齢を明記せず、「特
別な状況 」の下でCEFMを認める文言を盛り込んだ（同法
は2017年に成立）。バングラデシュ内外のアドボケイトた
ちは、こうした例外を隠れ蓑にして起こりうる女の子の人権
濫用に強く反発した。
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ベトナムでは、政府は少数民族地域における子どもの保
護システムの強化とプログラム介入の構築に注力してき
た。少数民族問題委員会は、ベトナムのCEFMに取り組
む主要な政府機関であり、「2015～2025年における少数
民族のCEFM・近親婚の削減」プログラムの実施を調整し
ている。積極的に関与している主要な2つの省庁は、保健
省（人口・家族計画総局）と労働傷病兵社会省（子ども保
護局）である。更に、法務省、文化・スポーツ・観光省、情
報通信省は、このプロジェクトを実施するための活動に
CEFM予防を主流化する任務を負っている。

このプログラムは、2025年までに少数民族地域における
CEFMと近親婚に関し、以下を通して防止・削減すること
を目的としている。

• 少数民族の間で、CEFM・近親婚に関する法律に
対する認識を高める。

• あらゆるレベルの少数民族問題を担当する政府役
人の少なくとも90％、およびコミューンレベルの社
会文化担当役人に、CEFMと近親婚における行動
変容のための動員、カウンセリング、コミュニケー
ションに関する能力を構築する。

少数民族地域では、CEFMの発生率を年間2～3％、近
親婚の発生率を年間3～5％減少させることが望まれてい
る。

プログラムの介入には、少数民族地域におけるCEFMと
近親婚に関するBCC資料の開発とBCC活動の実施、行
動変容のためのサービスと情報へのアクセスの改善、少
数民族地域に赴任している政府職員がこの問題により効
率的に取り組むための能力の構築と向上、CEFMと近親
婚をなくすために動員する少数民族地域の社会団体と主
要パートナーの役割の促進、国際機関との協力、計画実
施のための市民の動員などが含まれる。

ネパール政府は、女性・子ども・高齢者省の指導の
下、2014年3月にCEFM撲滅のための国家戦略の策定を
開始した177。ユニセフ、UNFPA、Girls Not Brides
Nepalからの技術的・財政的支援を受けて、政府は文献

を検討し、地区および全国的な協議を行い、婚姻率の高
い地区で形成的調査を実施し、新たな戦略的方向性の承
認会議を開催した。政府は2014年のロンドン・ガール・サ
ミットで、2020年までにCEFMをなくす努力をすることを約
束したが、2015年の地震と燃料危機は、国家戦略の最終

決定と国家実施計画の作成の進捗を劇的に遅らせた。行
動計画は2017年に完成する予定だった。

市民社会と政府の協力

バングラデシュ政府は、AROと協力して、オンライン出生登
録プログラムを実施している178。AROは、以前から多くの多
様な国で出生登録を優先してきた。具体的かつ重要な介入
に関するこの市民社会とバングラデシュ政府との協力
は、CEFMを撲滅するための国家行動計画（2015～2021
年）草案に関する政府のいくつかの失策に対抗するもので
ある179。バングラデシュにおけるCEFMの減少努力は、親に
よる女の子の年齢詐称を防ぐためのオンライン出生登録へ
の移行を促した。バングラデシュ政府は、すべての国民に
サービスを提供するため、強固な市民登録・人口統計シス
テムの開発に取り組んでいる。この試みは、　UNDP、 
Bloomberg Data for Health、プランの支援を受けている。 
2006～2014年の間に、バングラデシュの人口のうち出生証
明書を持つ人の割合は、10％から75％超に増加した180。
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バングラデシュ政府は、PMOを通じて、CEFMに対する進
捗状況について全64の地区委員に定期的に聞いてい
る。PMOのGIUが主導する計画では、婚姻登録者、式典
執行者、仲人など、婚姻に関連する業務に携わるすべて
の人（10万人規模）のデータベースを構築している。

プラン・インターナショナルは、GIUおよびAccess to 
Informationと緊密に協力し、これらの10万の人が、ボタ
ンをクリックするだけで花嫁・花婿候補の年齢を確認でき
るモバイル技術を利用できるようにしている。この技術は、
当初クリグラムで政府職員によって開発され、現在プラン
と政府によって微調整され、全64地区で拡大されている。

多層レベルのパートナーシップの例としては、ベトナムで採
用されているトップダウンまたは中央から外への手法があ

る。ベトナムでは、政府が子どもの保護を推し進め、 資源を
提供する一方で、ユニセフ、UNFPA、プラン、ChildFund 
Vietnam、その他の組織が支援・ 強化している。ラオスで
は、国連諸機関と政府が、10歳の「Noi」の物語とコミュニ

ケーション・キャンペーンを展開している181。資料には視覚
的な説得力があり、SDGs達成のために投資することを訴
えている182。

ボトムアップ方式では、地方組織が草の根レベルの状況
にわたる活動を、政府から更に支援と資源を求める提唱
活動をすることで進めている。これは、CEFMに関する法
律の使命に対応の遅い地方行政官に対処するため、既
存の社会動向とユースを動員する動きとにリンクさせてき
た集団化の努力で実際のやり方である。

5.9 進歩の測定と説明責任

進捗を追跡するためのデータ収集

世界的に見て、ほとんどの国々は、CEFM指標の定期的な
情報を得るために、ユニセフとそのMICSデータの年次分析
に依存してきた。DHSは、CEFMに関する比較可能な、国
を代表するデータのもう一つの主な情報源である。更に、
各国は独自の人口動態統計を収集・分析しており、出生登
録や婚姻登録が完了していれば、その情報は信頼できる。
例えばバングラデシュは、18歳以前の結婚の減少がやや
停滞していると見られているが、15歳以前の結婚の急激な
減少を目の当たりにしている。この点については、政府は
女の子への奨学金プログラムやその他の学校修了奨励策
を評価することができるだろう。

政府の政策公約を実現するための統治の強化

近年、法律がCEFMに与える影響の限界について、同意
が形成されつつある183。例えば、バングラデシュ、エチオピ
ア、インドでは、親や家族を罰するという形での法の力が
CEFMを地下に追いやり、女の子の年齢の詐称につな
がっている。そのため、法律を改正するための提唱活動が
まだ必要な状況もあるが、その目的は、CEFM撲滅のため
の活動の法的背景を確立することである。しかし、この変
化はCEFM率の減少に直接結びつくとは期待されていな
い。
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このような批判的な視点にもかかわらず、国の法律や政
策が国際的な規範基準や公約に合致することは不可欠で
ある。ほとんどの国が婚姻最低年齢法を制定している今、
必要なのは、これらの法律を国家戦略計画や行動計画に
反映させるための法整備と、それを実施するための政策
変更である。このような法整備がない場合、国の婚姻最低
年齢に満たない女の子に対するCEFMからの法的保護は
ない。

インドのパチョドにある保健管理研究所は、警察やコミュニ
ティのリーダーたちとともに説明責任を果たす活動を行って
いる。バングラデシュの革新的な政府の取り組みでは、出
生と婚姻の記録をデジタル化し、偽造された文書に基づく
結婚を防ぐために地元の役人に権限を与えることに注力し
ている184。

CEFMの撲滅に取り組む人びとは、持続可能性の以下の2
つの側面に関心がある。

1.  介入によって引き起こされた社会変革の持続
可能性

2.  プログラム自体の持続可能性

しかし、社会変革とプログラムの持続可能性は、必ずしも重
なるわけではない。

Breakthroughは、PathfinderがPRACHARプログラムで提
携したNGOの一つであり、この提携は持続可能性を考える
上で興味深い事例である185。PRACHARプログラムが終
了しても、Breakthroughはそのコミュニティで活動を続
け、Pathfinderとの以前の協力関係から得た情報をもとにプ
ログラムやトレーニングを提供している。Breakthroughは、
厳密な評価を通じて活動の効果を実証できた数少ないプロ
グラムの一つである。介入分野では、平均結婚年齢が1.77
歳上昇し、女の子の結婚適齢期は18歳であることに3分の1
近くの人が同意し、女の子は大学を卒業すべきであると考
える人が50％増加し、家事は男女が分担すべきであると考
える人が33％増加し、経済的責任は女性が分担すると報告

する世帯が25％増加するなど、BreakthroughはCEFM対
策で前進を遂げた。

「自警団」的方法：報告と政策実施に対する説明責任

女性の地位委員会2018では、法律の施行を進めるために
は説明責任のシステムと草の根の関与が必要であるという
強い意識があった。多くの参加者は、立法・法律の分野での
進展を前進させるために、地元やその他のCSOは、できる
限り直接かつ一貫してコミュニティに関与するよう努めるべ
きだとの考えを示した。コミュニティが関与しないまま政府に
よって施行されると、CEFMの実践が地下に潜ることになり
かねないが、住民が自ら関与することで、変革の機会が増
えるかもしれない。

地域住民はCEFMが法律違反であることを知っているかも
しれないが、規範が法律に沿うようになるまでは、強制執行
が鍵となる。市民が自らの手で強制執行を行う「自警団」的
手法は、関与する市民によって価値観がどのように変化し、
説明責任のシステムがどのように構築されうるかを示してい
る。集団化の議論でも触れたように、ユース集団はこの手法
を通じて具体的な方法で取締りに取り組み、人びとに法律を
知らせ、地方公務員が時に躊躇する取締りを実行している。

© Plan International/Crystaline Randazzo
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ユースが自らの手で問題を解決した事例として、インド南部
のタミル・ナードゥ州にある村の女の子とユース女性の事
例がある186。村の男性のアルコール依存症や暴力の多さ
に辟易し、中学校を卒業すること、そしてそれ以上に取り組
むことを約束したユースは、地元政府を巻き込み、自身の
姉妹をCEFMから守り、学校、交通機関、飲酒の規制にお
けるコミュニティの変化をもたらした。

ここでは「自警団」という言葉が使われているが、こうした状
況のアクターは法律を支持して活動しており、しばしば政府
当局者と直接関わっていることに注意することが重要であ
る。法執行機関の無反応に対する苛立ちが、こうした地域
住民を動員し、法執行機関が行動を起こすべきなのに消極
的な場合に、法執行機関が行動を起こすためのコミュニ
ティの権威を提供するのである。このようなやり方は、娘や
息子が同意しているにもかかわらず、親が認めていない結
婚を阻止するために行動を起こす場合、否定的な結果を招
きかねない。

説明責任のシステムはどのように作られるのか。アジア地
域の大半の国では、法律がすでにCEFMの実践を禁止し
ている。多くの国やプログラム、特にインドやバングラデ
シュにおける新たな戦略は、進行中の結婚に介入し、それ
を阻止するために、女の子、ユース、コミュニティリーダー、
地元の役人に力を与えることである。子どもの保護と呼ば
れることもあり、法の執行や地域の司法制度の強化と組み
合わされることもある。この種の介入は、個々の結婚を止
めることに一般的に成功することが示されており、コミュニ
ティ内のCEFMを変える可能性を秘めている。

この手法は、法律や政策環境は整っているが、法律の執行
が一貫していない地域社会で、即戦力となる可能性があ
る。説明責任は、利害関係者のあらゆるレベルで実施する
ことができる。バングラデシュの国別調査では、「結婚解消
者」プログラムに参加する女の子と男の子について説明さ
れており、その第一歩は、友人が学校に来ない理由を調べ
ることだ。それがCEFMの準備と関係があるかもしれないと

私たちの地域では、CEFM
の結婚に異議を唱えない
人は一人もいない

– プログラムマネージャー、バングラデシュ

© Plan International/Max Greenstein

感じると、彼らは友人の家に行き、結婚を止める手助けをす
るよう親を説得しようとする。最初は大人に却下されるのだ
が、粘り強く説得を続け、自治体や学校の校長と一緒に再
び両親を説得しに行くのである。
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マレーシアでは、伝統的な婚姻司式者や婚姻登録を担当す
る地方政府の役人が、CEFMの実施を拒否し、出生記録を
追跡してユースが結婚できる年齢であることを確認できるよ
う、プログラムが力を与える取り組みを行っている。バングラ
デシュのマイメンシンとクルナでは、プランと地元のグルー
プであるGhasforingと協力して、思春期の若者のアドボケイ
トとピア集団が、仲間の年齢を追跡し、出生証明書が偽造さ
れた場合に地元の法執行機関と協力する権限を与えられ
ている187。

World Vision BangladeshのChild Forumの6,000人のメ
ンバーは、過去5年間に3,000件超のCEFMを防いできた。
こうしたChild Forumは、ユースを集めてさまざまな社会問
題について学ばせ、当局や政策立案者と関わるよう動員す
るものである188。ベトナムでは、政府とパートナーは、結婚
に介入できる地区や町の子どもの保護担当官を含む、多
層レベルの子どもの保護システムに投資している。インドと
インドネシアでは、パートナーはリスクのある女の子やユー
スと協働し、彼らが自身や仲間の結婚を阻止するために、
地元の法執行機関やコミュニティリーダーに関与できるよう
力を与えている。

コミュニティ説明責任手法は個人のエンパワーメントと密接
に関連しており、特にユースが自身や友人の結婚に反対し
て発言するスキルと自信を養い、ユースがアクセスできるコ
ミュニティ支援の強固な基盤を作ることを目的とする。それ
は必ずしもCEFMに関するコミュニティや社会規範への直
接的な効果を反映しているわけではなく、その代わりに、そ
うした規範を変えるための追加的なプログラム作業に依存
している。実施パートナー組織は、介入すべき個々の事例
を少なくするために、CEFMの根本的な原動力を破壊する
ことを目的とした、より持続可能な社会規範変革プログラム
にコミュニティの説明責任が釣り合うこと、あるいは次に来
ることに関心を示している。

5.10 女の子に別の人生を開
くことで、社会的・プログラム
的インパクトを持続させる

女の子のエンパワーメントの実現には、ジェンダー変革の
重荷がすべて女の子の肩にのしかかることのないよう、そ
れを可能にする状況をつくり出すための制度改革に取り組
まなければならないと、インタビュー回答者は強調した。し
かし、5カ国の調査活動では、子どもの保護対策に強く焦
点が当てられており、思春期の女の子の自主性に焦点を
当てたエンパワーメントと対立する可能性がある。女の子
の拡大する能力と将来の展望を考慮することが可能であ
る限り、この地域のCEFMに対してジェンダー変革とエンパ
ワーメントの取り組みを拡大することが望ましいだろう。親
や利害関係者との有意義なコミュニティとの関わりは、女
の子の価値についての認識を変え、女の子が参加し貢献
する具体的な機会を作るのに役立つ。

子どもの権利には関心が
なく、子どもの保護が過度
に強調されている： どのよ
うな状況下で子どもが選
択するのか

– Sajeda Amin、人口評議会

© Plan International/Stephan Rumpf
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否定的な例として、ハリヤナ州の条件付現金給付プログラ
ム「Apni Beti Apna Dhan」は、18年近くにわたって娘を持
つ家族への奨励金を仕組み化してきたにもかかわらず、期
待されたよりもはるかに少ない変化しかもたらさなかった
189。女子教育には影響があったが、結婚を遅らせることは
できなかった。このプログラムに詳しい人々から広く聞かれ
る説明では、公的なメッセージや規範を変えようとする努力
がないまま奨励金を与えても、コミュニティの人びとが抱い
ていた根本的に制限的な女の子観は変わらなかったとい
う。そのため、彼らはCCTを娘たちの持参金を補填する機
会とみなし、支給後、結婚できる娘はすぐに結婚させた。

地域レビューのいくつかの回答は、女の子がコミュニティか
らどのように見られているかを変え、結婚するかしないかだ
けではなく、女の子の人生の機会を開発することの重要性
を強調している。既に言及した一例として、10歳の女の子
Noiとその開かれた機会に関するラオス政府と国連機関の

キャンペーンが挙げられる190。スキルを身につけることはエ
ンパワーメントの重要な要素であるが、女の子が貴重な存
在として認識されなければ、新しいスキルを活用する機会
は得られない。彼女たちの親やコミュニティは、新しい道を
切り開くための支援を惜しまない必要がある。

5.11 うまくいかなかったことと
意図しない悪影響

インドでは、さまざまな州政府が女の子の結婚を遅らせるた
めのプログラムを策定している。そのひとつが、前述の
「Apni Beti, Apna Dhanas」であり、ハリヤナ州で実施され
たものである191。このプログラムは女の子の中等教育修了
率を高めたが、結婚を遅らせる奨励金が、女の子を見る目
を変える努力を伴っていなかったため、対照群の女の子の
結婚年齢は実際には早く上昇した。外交問題評議会による
CEFM終結戦略の評価は、ハリヤナ州におけるこのCCTプ
ログラムの結果がやや期待外れであったことに対応してい
る192。同協議会は、女の子と女性の認識を変え、親やコミュ

ニティのリーダーを巻き込むために、コミュニティを基盤とし
た行動変容戦略を採用する必要性を強調した。

それは、一般的に女の子は自身で結婚することを決めない
からだ。著者が観察したように、「非国家的な法律が支配的
で、宗教指導者が結婚の儀式を執り行うことが多いコミュニ
ティでは、CEFMに関する意識を変えることが特に重要な介
入となる。より包括的な戦略には、宗教指導者と協力するプ
ログラムや、結婚年齢を遅らせることがなぜすべての人に
とって有益なのかについて男性や男の子を教育するプログ
ラムが含まれる。」193

うまくいかなかったプログラムは他にもある。

• インドとバングラデシュにおける法改正は、深い政治
的意志が存在せず、法律を施行するメカニズムが脆
弱であったため、その影響は限定的であった。

•  インドネシアにおけるCEFM法の例外を登録する法
改正。インドネシアでは、ICJRとユニセフが、CEFM
が適用される原因について調査を行っている。多くの
人が10代の妊娠が原因ではないかと考えているが、
主な原因は、子どもが交際しているときに親が恐れ、
交際を正式なものにしようと急ぐことである。

•  ベトナムとカンボジアでは、国を越えた結婚やユース
女性の人身売買に対する取り組みが独自に発展して
おり、女の子やユース女性の地位向上や婚姻遅延の
ための取り組みと統合されていない194。

© Plan International/Erik Thallaug
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複数の文脈で見られる共通のプログラム戦略やテーマに加
えて、過去5～10年の間に南アジアや東南アジアで実施さ
れたプログラムは、CEFMを予防し対処するための多くの革
新的で有望な実践を新たに生み出してきた。その革新の多
くは、CEFMの危険にさらされているユース（10～14歳の思
春期の若者を含む）と協働し、手を差し伸べる新しい方法、
コミュニケーションと対応を強化するための新しい技術の活
用、CEFMの中にいるユースやCEFMの危険にさらされて
いるユースの権利とエンパワーメントに焦点を当てたメッ
セージとプログラムのテーマの再設定に焦点を当てている。
このような有望な革新は、より検証されたプログラム戦略と
組み合わされ、統合されることで、CEFMの削減と撲滅に向
けた前進を加速させる希望となる。

6.1 思春期の性への取り組み

CEFMと、多くのコミュニティにおける思春期の若者が自ら
の性を探求し、表現し、理解するスペースの欠如との相互
関係が認識されるようになってきている。思春期の若者が
SRHに関する情報、教育、サービスを受ける権利が認識さ
れていないことは、思春期の若者と大人の間の性に関する
議論を封じ込めるために作られたタブーと重なり、多くの
ユースが、変化する自分の身体と願望について正確で包括
的な情報を得る信頼できる情報源を持たないままになって
いる。自身の性や、SRHについて知らされていないユース
は、自主性が低く、リスクや保護について十分な情報を得た
上で決定する能力が低いまま、性生活を早期に開始する可
能性が高く、性的デビュー時に強制や強要を経験する可能
性が高い195, 196。

思春期の妊娠、特に無計画または婚姻外の妊娠の脅威
は、バングラデシュ、インド、マレーシア、カンボジア、インド
ネシアにおけるCEFMの推進力として、情報提供者や関係
者によって認識されている。CEFMプログラムが全体的な婚
姻件数を減らし、見合い結婚や強制結婚に介入することで
前進するにつれ、本調査のためにインタビューしたプログラ
ム実施者は、思春期の若者の「恋愛結婚」や、思春期の若
者自身が選択し、締結する結婚が増加していると認識して
いると述べている。ダッカ大学が実施したある調査による
と、CEFMのうち自分から申し込んだのはわずか3％であっ
た。思春期の若者は恋に落ちるかもしれないが、本当に結
婚したいかどうかは別の問題である197。

「恋愛結婚」という言葉は、女の子が妊娠し、親がそのカッ
プルに正式な交際を義務づける状況を表すのにも使われ
る。

恋愛結婚、そして恋愛関係は、この地域の親や政策立案者
の間で懸念が高まっている。彼らはしばしば、この変化の原
因をソーシャルメディアやユースに対するコントロールの喪
失に求めている。確かにそうした要因もあるが、もうひとつ
重要なのは、性について学んだり話し合ったりする機会や、
男女が性行為以外の前向きな方法で交流する機会の欠如
である。女の子が性の発達に伴って男の子と交際し、男の
子について学ぶ場がない場合、早期の結婚に逃避すること
を選ぶかもしれない。世界若年思春期の若者調査や
UNFPAとユニセフによるレビューに示されているように、男
の子は女の子よりも思春期においてはるかに自由である
198。女性が教育を受け、より大きな経済力を得るようになっ
てきているにもかかわらず、この地域の社会規範はこの点
において非常に保守的なままである199。ユースは大人とし
て扱われるために、また困難な、時には虐待的な家族関係
から抜け出すために交際を始める。

6. アジアにおけるプログラ
ムの革新と有望な実践

男の子は思春期を過ごす
ことが許されている。男の
子の性的表現の場はある
が、女の子や女性の性的
表現の場はない、未婚であ
ろうと既婚であろうと。この
地域では、教育、政治、無
報酬のケア労働など、さま
ざまな分野でジェンダー平
等をめぐる非常にオープン
な議論が可能ですが、性に
関する平等な権利の問題
全体は、この地域ではテー
ブルの上にはない。

– Ingrid Fitzgerald、UNFPA
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I思春期の性が認知されていない環境では、特に思春期の
女の子やユース女性にとって、結婚は恋愛関係や欲望の
探求のための唯一の「安全な」出口であり続ける。思春期
の性を取り巻くタブーやスティグマを打破し、変化する身体
や願望、恋愛の探求についてオープンに話し合うことを妨
げる社会規範の変革の必要性を取り入れることは、CEFM
を促進するコミュニティ内のシステムを弱体化させようとす
る介入策の規模と持続可能性の両方を改善する計り知れ
ない可能性を秘めている。思春期の性とSRHRに取り組
み、思春期の経験における性の中心性を認識するために
設計された介入策の全体にわたって、CEFMを完全に防止
または排除しようとするプログラムは、ますます協力的に取
り組む必要がある。保護主義的な手法と「子どもの進化す
る能力」を考慮した手法とのバランスをとる必要性が認識さ
れており、Girls Not Bridesやその他の団体は、同意年齢

法と結婚年齢法、そしてそれぞれに対応するする正しい方
法を評価している。

CEFM撲滅のための戦略として性に取り組むプログラムの

レビューは、現在いくつかの団体によって行われてお
り、Girls Not BridesのGlobal Member Meetingでは最初の
概要が配布された200。アジア地域で最も興味深いプログラ
ムはBox7に記載されている。

Box7 CEFM撲滅のための戦略として性に取り組むアジアのプログラム

出典：Child, Early and Forced Marriage and Sexuality Programs Working Group. (2018). Tackling the Taboo: Sexuality and gender transformative programmes to end child 
marriage. Summary report for the Girls Not Brides 2nd Global Meeting. New York, NY: American Jewish World Service, CARE, et al. Retrieved from https://caretippingpoint.org/wp-
content/uploads/2018/06/Tackling-the-Taboo.pdf 

1. Aahung、パキスタン
2. Aura International、ネパール
3. Awaaz e Niswan、インド
4. BRAC、バングラデシュ
5. CARE、エチオピア、ネパール、バングラデシュ
6. CORO、インド
7. CREA、インド
8.  DISHA、インド
9. 健康管理研究所-パチョッド、インド

10. 平和財団、パキスタン
11. プラン、グローバル
12. Promundo Global
13. Sarathi開発財団、インド
14. VACHA Trust、インド
15. Women for Afghan Women、アフガニスタン
16.  WPF-Rutgers、パキスタン
17. YP財団、インド

6.2 統合されたマルチメディア
およびクロスメディアのキャン
ペーンとプログラム

インド人口基金は、テレビ、ラジオ、インターネット、携帯電話
を利用した「Main Kuch Bhi Kar Sakti Hoon」というトランスメ
ディア・シリーズを制作し、家族計画、CEFM、早期の繰り返
される妊娠、避妊具の使用、DV、性の選択をめぐる一般的
な社会的・文化的規範に挑戦している。彼らはさまざまな
チャンネルを利用しているため、ターゲットとなる視聴者は、
フェイスブックなどのソーシャルメディア・プラットフォームや、
シリトランスメディア・シリーズラクターのツイッターフィードな
ど、さまざまな異なる情報源から、相互に補強し合うメッセー
ジを耳にすることになる。メディアや異なる声から発信される
同様のメッセージを組み合わせることで、ある文脈における
社会問題のメッセージを強化することができる。

Breakthroughは、ジェンダーレンズを使い、メディア、アート、
テクノロジーを組み合わせて文化的変化を推進する世界的
な人権団体である。インドでは、ジェンダー規範に挑戦する
代表的なメディアキャンペーンや人形劇ビデオシリーズか
ら、学校でユースに力を与えるための教師トレーニングや
リーダーシップトレーニングまで、幅広いプログラムを展開し
ている。Breakthroughはまた、セクシュアルハラスメントと、

それが起こったときにそれに反対する声を上げる方法を示
す短い広告シリーズ（#BeThatGuy）を作成し、ソーシャルメ
ディアのハッシュタグ、写真、デジタル物語り、結婚を遅ら
せた女性の実例を示すブログを使って、語り部プラット
フォームで、プロジェクトの活動を説明している。「Selfies 4
Schoolキャンペーン」のダイアログでは、キャンペーンペー
ジに自撮り写真をアップロードするよう人々に呼びかけ、
Vodafone財団の支援を受けて、1枚の自撮り写真が提出
される毎に10人の女の子を（少なくとも1年間）学校に通わ
せることを約束した。彼らは、より多くの人々が大義に直接
つながっていると感じれば、仲間内の会話に影響力を行使
する可能性が高まると考えた。

デジタルメディア、ラジオ、プレスの活性化を通じて、この
キャンペーンは5週間で1,900万人超にリーチし、6,458枚
の自撮りを投稿させ、5万8,000人の女の子を学校に通わ
せた。Breakthroughはまた、CEFMに関係する人びとを巻
き込むために、演劇チームと視聴覚設備を備えた対話型
の「ビデオ・バン」を配備し、7つの地区のコミュニティを203
日間で巡回して635回のショーを行い、子どもたちのための
24時間の緊急サービスなどの資源を提供した201。
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彼らは2022年までにインドの5つの州で150万人のユースに
接触するよう規模を拡大する計画だ。CARE Cambodiaは
Chat!を開始し、避妊とSTDに関する情報を提供することで、
カンボジアの縫製工場労働者のSRHRを改善する。このプ

ログラムでは、活動ベースの対面セッション、工場で上映さ
れモバイルアプリで視聴できる女性工場労働者を登場人物
にしたソープオペラスタイルのビデオ、モバイルクイズや宝
探しなど、いつでもできるアプリからの毎日のプロンプト/イン
タラクションを組み合わせている。2015年のプログラム開始
以来、2万5,000人以上の労働者がこのプログラムに参加
し、望まない妊娠は減少し、近代的避妊法の使用率は倍増
し、50％近くに達した202。意図しない妊娠はユース女性が職
を失い、CEFMに追い込まれる原因となるため、この種の
SRHRプログラムはCEFMに影響を与える可能性がある。
プログラムの影響については、Box8を参照のこと。

バングラデシュ女性・子ども問題省は、GPSを使ってCEFM
の事例を追跡する全国ホットラインを運営し、危険にさらさ
れているユースを支援サービスにつないでいる。

6.3 幸せな結婚/幸せなカップ
ルというコンセプトを軸にした
革新

南アジアと東南アジアでは、互いを尊重し、支え合い、健
康的で社会的に肯定的な行動を模範とする、幸せな結婚
の概念に取り組む機会を提供している。ネパールで開発さ
れ検証された、Save the Childrenの入れ子式カリキュラ

ム（選択、声、約束）の中の親向けのユニットは、広告から
得た洞察を用いて、娘の結婚に関して親が望むべき肯定
的な声明を策定している203。親は娘が夫と幸せになること
を望んでいる。娘が健康で、学校を卒業することを望んで
いる。娘が暴力のない生活を送ることを望んでいる。結婚
を遅らせることの望ましさをこのような肯定的な言葉で定
式化することで、カリキュラムは結婚に対する肯定的な見
方を促進する。批判的・説教的な姿勢よりも行動を変える
上で効果的であることが知られている。

幸せなカップルのコンセプトは、ベトナムの国家的家族モ
デルや、インドネシアを含む多くの状況における、信仰に
基づく家族生活の枠組みによく適合している。またエチオ
ピアでは、特定の健康的な習慣を採用することでコミュニ
ティで認知されるモデル家族という考え方のもと、公衆衛
生分野で興味深い取り組みを行っている。インドの
PRACHARも同様に前向きな姿勢を採用し、「新婚歓迎セ
レモニー」で新婚カップルを祝福し、教育と娯楽を組み合
わせてSRHの知識を向上させ、ライフスキルを身につけ、
カップルのコミュニケーションと共同意思決定を促進してい
る204。

6.4 より創造的な評価 
インタビュー回答者によって繰り返し提起されたテーマで
あり、介入策にとっての課題でもあるのは、ジェンダー化
された社会規範を変えるために行われている重要な活動
のため、評価についてより創造的に考える必要性であ
る。例えば教育介入やCCTは、女の子の就学に直接的
で測定可能な影響を与えることができるが、規範の変更
介入ははるかに複雑である。第一に、知識、態度、行動
を変えるために必要な時間よりも、はるかに長い期間か
かることが多い。第二に、規範に変化をもたらすために
は、一般的に多くの異なる集団と協力する必要があるた
め、その意味でも測定の課題はより複雑である。そして最
後に、ジェンダー規範の変化は複数の行動結果につなが
る可能性があるため、何を測定するのが最も理にかなっ
ているのか、慎重な判断が必要となる。ここ数年、革新的
な評価手法が数多く登場している。それらに共通するの
は、社会規範に対する方向性、社会規範についてより深
く知る方法、社会規範の変化を測定する方法である。

女性への影響 工場への影響

Chat!によって

•  近代的避妊法の使用倍増
•  女性の医療サービス利用が2倍超に増加
•  避妊の交渉やパートナーとの性交渉を拒否す

る女性の自信が3倍になった

工場のマネージャーによると、Chat!によって

• 生産性の向上
• 欠勤率と離職率の減少
• 競争力の向上
• 評判の向上

Box8 カンボジアのChat!プログラムが女性と雇用者に与えた影響

出典：CARE Cambodia (n.d.). Chat! Contraception. Retrieved from http://www.care-cambodia.org/chat 

http://www.care-cambodia.org/chat
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•  GEM尺度は、人口評議会/HorizonおよびPromundo
によって開発されたもので、グローバルサウスの環境
に焦点を当ててジェンダー規範に対する態度を測定す
るためのものである205。この尺度は、コミュニティで一
般的な規範に関する情報を提供するように設計されて
おり、規範に影響を与えることを目的としたプログラム
の効果を測定するために使用することができる。この
尺度は新しいものではないが、様々な年齢層、女性や
女の子、中・高所得のコミュニティにうまく適応されてお
り、特にCEFMに関連している。

•  男性や男の子への介入を測定するには、三角測量、
つまり女性や女の子への影響を評価する必要がある。

•  CAREのSNAP手法は、形成的調査における規範の
把握に有用である206。

CEFM 受容性指数はプラン・インターナショナルが開発した
ツールで、CEFMに関する知識と態度（行動や実践ではな
い）の変化を測定するために使用できる。これは23の記述
から成り、回答者は7段階のリッカート尺度を用いて同意す
る（しない）ことができる207。このツールは頑強だが、SNAP
ほど使いやすくはない。

6.5 結婚を与えられたもので
なく、選択するものであること
に焦点を当てた革新

南アジアと東アジアにおけるCEFMの役割についての議論
は、人生における結婚の役割を考慮に入れなければならな
い。プラン・インターナショナル・バングラデシュは、この姿
勢に焦点を当てている： 「まず、女の子自身が人生の目的
について考える主体性を高めること。

結婚して家族を持つことだけではない。それは、人間として
の約束と才能を果たし、村や国や国際社会に貢献すること
だ208。」ほとんどの文化では、結婚は必然的なものであり、
家族やコミュニティが築かれる唯一の構造であると考えられ
ている。多くのユース女性は、結婚を将来の唯一の道、「立
派な」大人になるための唯一の道と考え、一方、社会規範
は、未婚の成人女性を壊れている、逸脱している、不要な
存在として敬遠させる。ユース女性の多くは、結婚して子ど
もを産むことが自分の美徳と価値の証明であることを、結婚
願望の原動力として挙げており、ユース女性が自らの生殖
能力を重視し、不妊への恐怖が早期妊娠・早期結婚の原動
力であることを認識する調査が増えている209。

インドでは、フェミニスト人権団体であるCREAが、結婚の重
要性を強調せず、どのような選択肢があるのかについて
ユースの認識を高めようとするCEFMの新しい視点を、思春
期の若者のSRHRのプログラムに取り入れている210。結婚
を遅らせることに焦点を当てた従来のプログラムとは対照
的に、CREAでは、結婚はすべての人の選択であるという
メッセージを盛り込み、結婚に置かれた社会的価値に関係
なく、あらゆるジェンダーの人が自身にとって最も理にか
なった人生や関係を選んでいるというストーリーを強調して
いる211。CREAのメッセージは、すべてのコミュニティ、特に
伝統的な価値観がより強固に保持されているコミュニティで
再現可能であったり拡張可能であったりするわけではない
かもしれないが、社会規範や期待に関して思春期の若者の
批判的思考や意思決定能力を高めることを目的とした、より
広範なジェンダー・トランスフォーマティブアプローチに取り
入れる価値がある。

世界中で結婚が社会的に重視されていることは、女性の価
値、能力、可能性に関する家父長制的な考えを支持し、強
化している。

© Plan International/Vivek Singh
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人権団体や女性の権利アドボケイトは、妻の相続、財産、
収入に対して男性の配偶者に裁量権を与えたり、婚姻外の
性交渉を犯罪化したり、女性が医療サービスや情報を得る
ために配偶者の同意を必要としたり、婚姻中のレイプが認
識されなかったり、女性の離婚へのアクセスを制限したりす
る、法律や政策に内在する不平等に注意を喚起してきた
212。このような理由から、CEFM に取り組むプログラムは、
女性の婚姻内における不平等の強制や、特に婚姻レイプ
のような人権侵害に直面している場合、女性が婚姻を結ぶ
時と別れる時を選択する能力に強い関心を持っている。

マレーシアでは、多くの国と同様、二重の法制度が存在し、
異なる民族や宗教の間で、事実上、結婚の同意年齢が異
なっている。例えば、マレーシアでは国の制度に加えて、
シャリーア法が裁判所で認められている。Islamic Da’wah
財団を含むアドボケイトやNGOは、イスラム社会における
CEFMの結婚慣行を改革し、同意年齢を引き上げるため、
またユース女性や女の子がCEFMに抵抗できるよう、より
強固な保護を構築するため、シャリーア法廷と協力してき
た。更に、アドボケイトはシャリーア法廷の裁判官と協力
し、女性の離婚権に対する理解を広げ、結婚生活に不満の
あるユース女性が成年に達したときに離婚を求めることが
できる仕組みを構築しようとしている213。シャリーア法制度
の下での女性の離婚は議論の的となっており、多くの国が
離婚の権利を厳しく制限したり、禁止的な金銭的・社会的
罰則を課している214。だが、女性発の離婚はイスラム教の
中で歴史的な前例があり215、マレーシアのアドボケイトは、
ユース女性が不幸な結婚から離れるための宗教的権利を

利用できるようにするという、ある程度の初期の成功を収
めていると報告している。この手法は、特に離婚の権利を
利用するユース女性が直面する社会的圧力と結果を分析
するために、より多くの研究と調査を必要とするが、女性の
人間関係と人生の進路に関する選択へのアクセスを改善
するために、ある程度の可能性を示している。

こうした困難は、この地域の多くの多様な文脈に存在する。
フィリピンでは、夫婦は別れることができるが、離婚は違法
である216 。議会では離婚を認めるための取り組みが行わ
れているが、女性が「離婚」した場合、違法であるため再婚
することはほとんどない。全体として、CEFM の予防と撲滅
を目指すプログラムと、婚姻関係における女性の権利や離
婚へのアクセスを取り締まる法律を緩和することを意図し
た提唱活動やプログラムの計画を組み合わせることで、活
用できる可能性は計り知れない。

© Plan International/Patrick Kaplin
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7. 拡大するための重要な要素

多くのCEFMプログラムにとって、各国政府と連携し、その
支援を受けてプロジェク トの規模を拡大する能力は、成功
のための重要な基準である。持続可能な社会変革のため
には、また、プログラムの受益者が経験した前向きなエン
パワーメントと開発の成果を、その国の住民やコミュニティ
全体で公平に分かち合うためには、プログラムの戦略を確
実に国全体でカバーすることが不可欠である。全国的な規
模拡大を計画する上での継続的な課題は、多くのCEFM 
プログラムが地元レベルで最も成功していることであり、そ
こではその戦略が変革者個人やコミュニティの価値観や規
範と深く結びついている。従って、プログラムを全国的な規
模に拡大するには、政府のあらゆるレベルにおいて追加的
な注力と資金の提供だけでなく、多様な聴衆や影響力を持
つ人びとに働きかけるために、かなりの時間と労力と投資
を追加する必要がある。

ジョージタウン大学の生殖に関する健康研究所がSave 
the Childrenと共同で実施している「Passagesプロジェク

ト」は、さまざまな社会規範に取り組むことで、「集団的な変
化を促進し、健康的な妊娠のタイミングと間隔、および家族
計画を可能にする環境を育む」介入策を検証し、規模拡大
することを目的とした研究プロジェクトである。このプロジェ
クトのために開発されたツールと方法は彼らのウェブサイト
で確認できる217。プランのCEFMのための18歳以上プロ
グラム は、CEFMが存在する世界の主要地域で拡大され

ている。

7.1 参加型デザイン
CEFM撲滅への努力は、しばしば批判的で、外から実施さ
れているため、地元の人びとの意見と対立してきた。プロ
グラムの設計に現地の利害関係者を参加させることは、革
新的なアプローチであり、プログラムを現地の状況に適合
させるのに役立ち、また、現地の利害関係者が早期から継
続的に関与するため、持続可能性が高まる218。ジェン
ダー、ユース、性に関連するコミュニティの規範に取り組む
必要性と、コミュニティのメンバー、指導者、そしてユース
自身を巻き込む必要性があるため、CEFMに取り組むプロ
グラムは、地域主導の場合に最も成功する傾向がある。コ
ミュニティがCEFMに関する変革の必要性だけでな
く、CEFMを削減するためのツールにも十分に投資してい
ることを確保することは、計画の持続可能性に直接的な影
響を与える。

材料が何であるかは分
かっているが、それをどの
ように作るかについては、
もっともっと参加する必要
がある。

– Giovanna Lauro、Promundo

© Plan International/Darika Sutthinanthachai
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しかし、プログラムの目標や戦略を地元が所有する必要性
は、こうした戦略をより大規模なものにしようと考えている国
や地域の機関にとって、難題となる。文脈化には、資金だけ
でなく時間や労力といった初期投資も必要なため、非常に
地元向きなアプローチを拡大するためのコストは著しく高く
なる。

7.2実績のあるプログラム要
素を地元に適応

様々な環境下で効果を上げているプログラムの十分なリス
ト はあるようだが、今回の調査でインタビューに応じた複数
の専門家や実施者は、CEFM撲滅のための活動の地域性
に関して幅広く言及している。彼らが強調したのは、最大限
の効果を得るためには確実にプログラムが文脈に即してい
ること、そしてプログラムを複数の文脈で再現して同じ結果
が得られると思い込まないことが重要だということである。
ほとんどの包括的なプログラム評価は、南アジアとアフリカ
から生まれたものである219が、東アジアと東南アジアでは 
CEFMの現れ方が異なっており、小地域特有の要因、法制
度、政策制度、社会規範に合わせた異なる手法が必要で
ある。

Box 9. 規模拡大への適応

PromundoはインドのWorld Visionと協力し、ブラジル、チリ、メキシコ、クロアチアの他の複数の地域で使用され、評価
され、各国政府によって採用されたプログラムHの材料を、CEFMの予防に焦点を当てた「More Equal Future」というタ
イトルの新しい地域化されたカリキュラムを作成するために適応させた。インドにおける「More Equal Future」の規模拡
大は現在評価中であり、最初の調査結果では、男性の家事労働と介護責任に対する態度に大きな変化が見られ、ジェン
ダー不平等がCEFMに与える影響についての知識が向上している。

出典：https://promundoglobal.org/programmesprogramsprograms/child-marriage-prevention/ 

例えば、東南アジアでは、南アジアとは対照的に、婚姻外
の性交渉が思春期の妊娠の増加の一因となっており、政策
立案者を困惑させていて、この地域のCEFMの重要な原因
となっている220。

地元の所有権と地元向けのメッセージについて語るとはど
ういうことか。専門家や利害関係者は、プログラム設計の各
段階において、どのように文脈化するかを考える方法につ
いて、いくつかの例を挙げた。例えばUNFPAは、CEFMの
ホットスポットになりそうな場所を理解し、それに応じて調整
されたプログラムを構築するために、その国のCEFMの根
底にある要因（貧困、男女で異なる就学率、伝統的な規範
や価値観への固執など）を調べ、介入地域のマッピングに、
より洗練されたデータ主導の手法を用いることを提案した。
バングラデシュの実施者たちは、コミュニティレベルでの
CEFMの推進要因を理解し、プログラムを文脈に即したも
のにする必要があると、共通して言及した。

Promundoが強調したのは、現地のカウンセラーや戸別訪
問員に対する適切な研修パッケージの重要性である。それ
は、どのようなコミュニティでも、そこで使われるメッセー ジ
や戦略が、意図せずして現地の家父長的な権力構造を強
化し たり、否定的なジェンダー規範を再度強調したりしない
ようにするためである。質の高い基点データはまた、より良
い文脈づけとプログラム計画を可能にする。プログラム立
案の文脈化も、メッセージや研修資料の現地化も、データ
へのアクセス、形成的調査への投資の拡大、初期段階の
延長、プログラムの設計と開発段階におけるコミュニティの
利害関係者とプログラム受益者の有意義な関与と参加を
必要とする。

© Plan International staff
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地域適応は持続可能性にも貢献する。関係者は、ドナーの
資金や関心の喪失に関する課題や、資金が尽きると消滅し
てしまう単発のプログラムに関する懸念について頻繁に言
及していた。Promundoは、持続可能なジェンダー規範の変
革に必要なジェンダー・トランスフォーマティブアプローチや
円滑化における、コミュニティカウンセラーやピアの戸別訪
問員リーダーを訓練するための初期投資の増加を、プログ
ラムのライフサイクルだけでなく、コミュニティとの持続的な
活動のための付加価値であると説明した。

7.3 国家規模拡大のための
枠組み

保健と開発の介入策の規模拡大を成功させるために、ど
のように計画し、実行するのが最良であるかという問題に
は、かなりの注目が集まっている。WHOは、その
ExpandNetフレームワークの中で、規模拡大を「より多くの
人々に恩恵をもたらし、持続的な基盤の上に政策とプログ
ラム開発を促進するために、成功裏に試験された保健革新
の影響力を増大させる、意図的な努力」と定義している
221。ExpandNet枠組みは、概念的な枠組みだけでなく、規
模拡大活動とプログラムの計画、実行、評価のための複数

のツールを提供している。

近年、WHOはExpandNetの枠組みを用いて、ナイジェリア
222やパキスタン223における包括的性教育プログラムや、タ
ンザニア224やエストニア225における思春期に焦点を当てた
性と生殖に関する健康の臨床サービスの規模拡大など、思
春期のSRHRに焦点を当てたプログラムや計画の国家的規
模拡大の成功例を複数分析している。

ジョージタウン大学生殖に関する健康研究所とSave the
Childrenの共同研究であるPassagesプロジェクトは、最近、
思春期のSRHRに関する社会規範の変革に焦点を当てた
介入を規模拡大するプロジェクトのレビューを発表し、規模
拡大を以下のように定義した。

 より広い地理的地域、および/またはより多くの、あるい
は新たな人口にリーチし、規模を拡大しても効果を持続
させることを目的として、試験的に実施され評価された
介入策を拡大または複製し、それによって介入策の効
果を増大させる226。

規模拡大とは、計画的かつ持続的な方法で、評価され成
功したプログラム介入を、より多くの、あるいは異なる人び
との集団に到達させるために拡大することである。これ
は、国レベルにまで拡大する可能性のあるCEFMのプロ
グラミングに必要ないくつかの重要な要素の枠組みを作る
のに役立つ。WHO ExpandNetもPassagesプロジェクト
も、規模拡大を成功させるためには、コミュニティとの対話
や草の根的な規範の変更、主要パートナーや政府機関内
での同盟の構築、パートナーCSOやネットワークとの連
携、プログラムパッケージの各要素の価値を示す活気あ
る調査やエビデンスベースの構築など、プログラム介入の
複数のレベルにまたがる投資が必要であることを示してい
る。特に、CEFMに関する長期的な持続的変化は、コミュ
ニティ主導の、地域の文脈に即した社会規範変革の取り
組みに焦点を当てた継続的なプログラミングによって推進
されなければならないが、これは政府のあらゆるレベルに
おけるパートナーや同盟者の能力と取り組みを構築する
ための長期的投資によってのみ維持できる。このレベル

のCEFMプログラムに対する政府の賛同を得るには、以
下の規模拡大のための重要な要素が必要である。

1. 政治的機会/政治的意志の瞬間： 政権交代、世論の
スキャンダルや反発、あるいはSDGsのような新たな
政府の約束は、アドボケイトや実施者にとって、先進
的な政策だけでなく、その実施に必要な政府の約束
を達成するための政治的機会となりうる。

2.  アドボケイトと実施者の連合体/戦略的パートナー
シップ：国内での規模拡大の成功のほとんどは、単
一の組織のコミットメントが原動力となったものだけで
なく、組織、アドボケイト、パートナーなど、全員が共
通の大義のために協力し合った集団の努力によって
もたらされたものもある。組織やセクターを超えた
パートナーシップ、情報の共有、共同課題の設定の
ためのスペースを見つけたり、構築したりすること
は、規模拡大成功のための計画に不可欠である。

3.  .強力なエビデンスベース： 連合モデルは、CEFMを
予防・撲滅するための実証済みの戦略やプログラム
の試験版について、強力で共有可能なエビデンス
ベースを構築する上でも重要である。エビデンスベー
スは、その上で、的を絞った、エビデンスに基づく、効
果的な国内での規模拡大を計画・実施するために必
要だ。

4.  コミュニティの所有権と参加： 最後に、コミュニティの
所有権と能力を構築する社会変革プログラムへの長
期にわたる持続的な投資は、社会変革を達成するた
めに新しい 意見や見解を広めるために必要不可欠
な集団を生み出す。このようなコミュニティ主導の手
の差し伸べ活動は、社会変革推進のための政策や
プログラムと密接に結びついていなければならない。
特に、参加型アプローチが鍵となる。なぜなら、それ
こそが、調整過程を促進し、プログラムが新たな地域
に拡大する際の賛同と持続可能性を高めるからであ
る。

規模拡大計画は、プログラム実施者、アドボケイト、地方
政府の間で継続的に 繰り返される過程であることを覚え
ておくことが重要である。政治的な機会を予見したり、調節
したりすることはめったにできないが、「Advance Family 
Planning SMART Approach」は、提唱活動の結果と成果
を計画し、測定するための指針を提供している227。
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SMART アプローチを用いることで、婚姻年齢の変更に関
する政治的公約の達成、CEFM を拒否するユースを支援
する政策と予算の枠組みの設定、CEFM のリスクにさらさ
れているユースに対する教育やその他の社会的・経済的
セーフティネットへのアクセスの確保、地方公務員の訓練
と能力構築の支援や法の執行など、国の規模拡大のため
の強固な枠組みを築くことができる、政策変更と国家プロ
グラムの実施に向けた一連の仲介による勝利を並べるこ
とができる。これらのプログラム戦略と提唱活動目標はす
べて、本調査のために検討されたCEFMプログラムによっ
て成功裏に採用されており、いずれも最終的に全国的な
成長力を支える可能性を持っている。

だが、プログラムは、連合を構築する政治的な機会のタイ
ミングに左右されることなく、強力なエビデンスベースを構
築し、コミュニティの賛同と所有権を通じて持続的な社会
規範の変化を生み出すことができる。このような地域に根
ざした共有型の解決策にプログラムを投資することは、国
内での規模拡大を成功させるだけでなく、プログラムの革
新と学習を継続させるための基本である。加えて、多くの
国では、指導者の交代やその他の不測の事態の結果、政
府関係者が不意に場所を移動したり、事務所を移転したり
することがあり、プログラムの勢いを持続させる上で課題
が生じる。新たな味方を生み出し、政策立案者や意思決
定者の意欲を高めるために一貫した投資を行うことで、政
変後の勢いの低下をある程度和らげることができる。

今回の調査で、規模を拡大した、あるいは拡大する準備が
整っていると思われるプログラムの例がいくつか明らかに
なった。

• インドのジャールカンド州でUdaanは、教育と開発に力
を入れている。

•  バングラデシュの女性子ども省とユニセフは、GEMSカ
リキュラムを使用し、ジェ ンダー平等の態度の促進や
暴力への対応において肯定的な結果を得てお
り、UNFPAとGeneration Breakthroughは、新たな地区
への拡大を計画している228。国際女性研究セン
ター、CORO、タタ社会科学研究所によってインドで開
発されたGEMSカリキュラムは、12～14歳の女の子と
男の子を対象に、ジェンダーの不平等と暴力について
批判的に考えさせるものである229。マハラシュトラ州
の公立学校2万5,000校のほぼすべてで実施されてい
るほか、Paz y Desarrolloとベトナム政府がダナン省で
実施している。

• バングラデシュの72の地方コミュニティにおける
BALIKAは、女の子に焦点を当てたプログラムとコミュ
ニティへの働きかけが中心であった。

• インド北部のビハール州でPRACHARは、CEFMの遅
延、健康的な妊娠のタイミングと間隔に焦点を当てて
いる。

© Plan International/Shona Hamilton
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Udaanは学校ベースの思春期教育プログラムで、思春期
のSRHとライフスキルの育成に取り組んでいる。このプロ
グラムのジャールカンド州全域への拡大は、先に紹介した
WHO ExpandNet Frameworkに明確に基づいたもので
あった。CEFMの防止は主な焦点ではなかったが、州内の
学校に在籍するすべての生徒が受ける標準カリキュラム
に組み込まれた包括的性教育教材の一部であった。

2016年の時点で、Udaanは中等教育で50万人超、小学校
の高学年で2万人超の思春期の若者を支援している
230。Udaanは、過程を推進する地元のNGOの重要性を強
調している。当初は、国際NGOのCEDPAのインド支部がそ
の役割を担っていた231が、資金提供者からの支援を受け
て、よりプログラムの中核に近い自律的な組織Centre for 
Catalyzing Changeを設立することができ、その立場から、
より有意義で積極的な方法で継続的な技術支援を提供する
ことができた。センターは、2006～2016年までの10年間、
プログラム開始から規模拡大に至るまで、定期的な監視と
評価を実施し、追加校への拡大段階ごとにプログラムを調
整し、改善を図ることができた。

Udaanプログラムの成功の要因は次のようなものとされて
いる。

•  当初からの明確な方針を伴う強い政治的取り組み

•  地元のNGO（この場合はCentre for Catalyzing
Change）が提供する継続的な技術支援

•  学校に対しては州政府から、技術的支援を提供する
Centre for Catalyzing Changeの開発に対しては
Packard財団から、それぞれ受けている持続的な資金
援助

Udaanプログラムは、学校ベースのHIVプログラムを革新的
に適応させたもので、すでに存在していたプログラムを土台
に、SRHRとCEFMにも取り組むよう焦点を拡大した。学校
ベースのアプローチの欠点のひとつは、学校に在籍してい
ない最も脆弱な女の子に届かないことが多いことである。学
校外で疎外された女の子を巻き込むための意図的な努力
は、学校ベースのプログラムを補完する不可欠なものであ
り、限定的な捕捉を避けるために必要である。

学校を拠点とする手法は、すでにある仕組みを活用するこ
とで、プログラムの範囲を広げることができるため、規模拡
大のための一般的な戦略である。GEMSプログラムは、多
くの場合学校内に設定されているが、プログラムは学校の
授業時間外に行われている。これまでに9万人の女の子に
到達したプログラムの成功を受けて、GEMSはUNFPAお
よびバングラデシュ女性・子ども省と提携し、CEFMを遅ら
せるためのエビデンスに基づく取り組みを拡大しようとして
いる。GEMSは、国連システムがCEFMの割合が高いと認
定したバングラデシュ北部の2つの新地区、ジャマルプー

ルとボグラの中学校にセンターを導入する。ジャマルプー
ルは洪水地帯の真ん中にあり、非常に貧しい。ボグラは高
台に位置し、近年の開発投資の面では裕福である。意外
なことに、最初のベースライン評価では、ジャマルプールの
貧しい地区の方が、実際にはCEFMのレベルが低いことが
示された。

BALIKAがバングラデシュの北部に拡大するにつれ
て、このプログラムは、考慮すべきいくつかの重要な地
域差を認識する必要がある。南部地域では、少数民族
の人々の割合が高く、結婚してインドに移住することが
多いし、ユース女性に影響を与える性売買もある。北
部の地域には、このような要因の影響はない。従って、
このプログラムでは、地域社会への働きかけのための
異なる戦略を含むように、設計のいくつかの側面を調
整する必要がある。

BALIKAの介入のいくつかの要素は学校で実施された
が、コミュニティ/村が主な焦点の単位であり、プログラ
ムは様々なレベルでコミュニティへの働きかけと参加を
確実にするために多くの資源を投入した。例えば、コ
ミュニティの女性メンターが安全なスペースプログラム
を指導し、セッションを欠席した女の子をフォローアップ
し、コミュニティでの話し合いを主導した。

© Plan International/Asad Rassel
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簡素化された規模拡大では、プログラムは学校の授業時
間外に（小学校やコミュニティセンターの代わりに）中等学
校で実施され、平均して女の子の家から遠くなり、1人のメ
ンターが近隣の複数のコミュニティのプログラムを担当する
ことになる。まだ規模拡大の初期段階だが、プログラムの
簡素化版がCEFMを遅らせるのに効果的かどうかについて
は疑問がある。

規模拡大のもう一つの例は、インド北部のビハール州におけ
るPathfinder InternationalによるPRACHARである。このプ
ログラムでは、結婚を遅らせ、健康的な出産のタイミングと
間隔を促進するための行動変容に明確な焦点が当てられて
いる。2001～2012年にかけて実施され、総事業予算は930
万米ドルで、3フェーズに分けて実施された。

フェーズ I  –  包括的行動変容介入
フェーズ II  –  規模拡大の準備
フェーズ III  –  拡張性のテスト232

PRACHARはビハール州政府と提携し、合計で1,000超の
村に働きかけ、31の地元パートナー組織と協力した。

学校の代わりに、地元のNGOがPRACHARの主要な実施
機関となった。フェーズIでは、PRACHARのミッションに合致
する地元NGOを選定し、それらのAYSRHプログラムを設
計・実施する能力を高めることに集中した。プログラムは、3
日間のAYSRH研修、家庭訪問、細分化されたグループ・

ミーティング、保護者とのグループ・ディスカッション、ウォー
ルアート、コミュニティ・シアターなどの環境整備活動など、重
複する要素で構成されていた。

エンパワーメントは本質的
に持続可能なものであり、
ネットワークや運動を構築
することは、永続的な社会
変革につながる。

- Swatee Deepak、Stars財団

これらの要素は、男女を並行して扱うジェンダー協働の取
り組みの重要性を強調している。

フェーズIIでは、持続可能性と規模拡大に焦点を移し、政府
の保健提供システムが介入を実施できるように、最も必要
な要素を特定することを目指した。フェーズIIIでは、官民
パートナーシップによる全国地方保健ミッションを通じて、保
健サービス提供の新しいモデルを含む、簡素化され、費用
がかからず、集中的ではないプログラムが開始された。こ
のプログラムでは、PRACHARモデルから女性の変革主体
の役割を担う、認定社会保健活動家（ASHA）の養成を開
始した。彼らはライフステージに適した、聴衆毎に分けたコ
ンテンツを提供し、ゲートキーパーを関与させた。この段階
では、システムの改善と、ASHAの訓練、データ収集、プロ
グラム活動の監視、管理、監督を行う能力の構築に重点を
置いた。
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フェーズIの介入から 5 年後に実施された追跡調査では、
「PRACHARとAYSRH研修を受けたユース女性は、受け
なかった女性（19.4歳）に比べて約2.6年遅く（22歳で）結
婚していることが実証された。学歴やカーストの違いを調
整した結果、介入地域のユース女性が結婚する確率は、
比較地域のユース女性よりも44％低いことがわかった
233。」だが、PRACHARは、当初の包括的な重複モデル
に対するプログラムの忠実性が維持されなかったため、
成功したプログラムを合理化し、その影響を弱めた予防
的な例と考えるべきである。介入から3～4年後に人口評
議会が実施した縦断的評価では、3日間のAYSRH研修
の長期的効果が測定された。

「生殖に関する健康に関する知識、第一子出産後の避妊
習慣、ユース女性の主体性など、ユースの生活のいくつ
かの側面においてのみ、持続的な違いが観察された。こ
のプログラムが取り組もうとした他の、おそらくはもっと強
硬な主要実践、すなわち結婚を遅らせたり、最初の妊娠

を遅らせたりすることでは、差は観察されなかった。また、
ユース女性の主体性のあらゆる側面、たとえば結婚に関連
した意思決定における役割や、夫による妻への暴力などに
おいても、差は観察されなかった234。」しかし、この評価は
介入の一要素のみを測定したものであり、本来の
PRACHARの介入の重なり合ったより総合的な取り組みを
反映したものではないことに留意する必要がある。このこと
は、介入のレベルを超えて機能する重層的手法の重要性
を示している。

© Plan International staff
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8. 提言
包括的なテーマ別分析に見られるように、この研究
は、CEFMを予防し排除するためのエビデンスと有望な革
新が増えつつあることを指摘している。様々な国々でCEFM
を支えている社会規範、態度、行動、実践に直接取り組む
にせよ、CEFMの状態にある、あるいはその危険にさらされ
ている思春期の若者のための社会的・経済的資源とセーフ
ティネットを作るにせよ、あるいは思春期の若者がいつ、誰
と結婚するかを選択する権利を促進するために政策と予算
の枠組みを形成するにせよ、コミュニティのその実践の推進
要因を明確に理解することに投資し、他の開発部門と協力
して多層的な変化を生み出すよう取り組むプログラムが、当
面の目標を達成する上でより成功している。

以下の提言は、その根拠となる証拠の強さ、つまり実証済
みか有望かによってグループ分けされている。これらの提
言は、本報告書に含まれる、公表された調査、情報提供者
インタビュー、プログラム受益者の声から導き出されたもの
である。実績のある手法と戦略のセクションに含まれる提言
には、その結果を示すかなりの証拠と研究がある。一方、
有望なプログラムは、さらなる投資と評価に値するかもしれ
ないが、最初のレビューで結果を示し始めている。提言は、
プランのプログラムと投資戦略のために策定されたもので
あるが、他の実施者、政府パートナー、資金提供者のプロ
グラムと戦略にも適用可能であり、また適用すべきである。

8.1 実証済みの手法と戦略 
本調査の包括的な優先提言1は、CEFMに対処するための
最善の戦略を構築するために、プログラムがその場所にお
けるCEFMの要因を理解すべきであるというものであるが、
より広範に利用できる実績のあるプログラム要素もある。調
査からは、CEFMを防ぐための重要な投資として、プログラ
ム的手法の4つの主要カテゴリーが浮かび上がった。

• 提言2：政府と開発部門を越えたCEFMの統合

•  提言3： ジェンダー・トランスフォーマティブのレンズ
をプログラム戦略と内容に適用する

•  提言4：集団を通じて女の子に力を与える

• 提言5： 能力と主体性の構築を通じて政府の賛同を
確保する

優先提言1：プログラム戦略と内容を
文脈化し、現地化する

全体として、本報告書のための調査、インタビュー、
国別調査から浮かび上がった最も強力な提言は、プ
ログラムをその対象となるコミュニティに文脈化し、地
元化する必要性であった。以下の提言は、特にプログ
ラムの拡張性と持続可能性を高めるような、有効であ
ることが示されている手法のツールキットを提示する
ものである。プログラムの文脈を最適化するために
は、CEFMのリスクにさらされている主要な集団や個
人を特定するための形成的調査とデータマッピングに
投資し、コミュニティにおけるCEFMの要因を理解する
必要がある。それは要因に直接対処するためのメッ
セージやキャンペーンに的を絞るためである。ま
た、CEFMの主要な意思決定者、影響者、ゲートキー
パーを特定することも重要である。

提言2：政府と開発部門を越えたCEFMの統合

CEFMの割合の減少に最も成功しているプログラム
は、開発部門を横断し、家庭、コミュニティ、地域・国
レベルのパートナーと協力していることが、証拠に
よって明確に示されている。

CEFMの予防を国レベルで行うには、以下のような
パートナーとの提携が必要である。

• 教育：女の子を就学させ、結婚後も含めて中等
教育レベルまで学校に通わせ、思春期の
性、SRH、意図しない妊娠に関する包括的な
教育を提供する。

• 労働力の開発：あらゆるジェンダーや配偶者の
有無にかかわらず、技能や職業訓練、就労の
機会をユースに確保する。

• 法の執行：結婚の最低年齢を定めた法律や政
策を積極的に監視・執行し、家族や結婚におけ
る強制や暴力を防止・対応する。
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•  子ども保護：CEFMのリスクを特定し、発生時に
対応する。

•  保健：思春期の若者にやさしい避妊法と性と生殖
に関する情報とサービスを提供する。

•  緊急事態への備え：人道的対応、紛争対応、気
象災害対応において、子どもの保護と紹介サー
ビスが機能するようにする。

•  記録と責任：出生と婚姻の登録手続きと記録管
理を強化し、地方公務員がCEFM事例に積極的
に対応できるようにする。

•  市民社会：迅速な対応と機会の共有のために、
他のプログラム実施者やアドボケイトとパート
ナーシップや同盟関係を構築する。

これらの多様なパートナーシップの中で、CEFMを教
育、労働力開発、子どもの保護と統合することに関する
最も強力なエビデンスがあり、また法執行機関と協力
し、その能力を構築することの有効性についてもいくつ
かのエビデンスがある。この調査はまた、包括的性教
育にCEFMを統合し、思春期の若者やユースにやさし
い保健サービスや避妊具へのアクセスを確保し、強力
な市民社会連合を構築するプログラムへの的を絞った
投資の潜在的価値を示している。

提言3：ジェンダー・トランスフォーマティブのレン
ズをプログラム戦略と内容に適用する

社会変革の規模を拡大するためには、個人のエンパ
ワーメントから出発し、よりジェンダー平等な社会のた
めの新しい世代のアドボケイトや積極的な模範を育成
する、全体的なジェンダー・トランスフォーマティブ・アプ
ローチが必要である。有害なジェンダー規範を変革し、
個人の自律の機会を増やすよう働きかけるプログラム
が、持続可能な社会変化を生み出し、CEFMの発生率
を低下させる可能性があることを示す証拠は、ますます
増えている。

プログラムは、以下のようにジェンダー・トランス
フォーマティブ・アプローチを適用することができる。

•  パートナーシップ：先進的な女性の権利団体を
探し、女性と女の子の性をめぐるジェンダー規
範に取り組むための新たなパートナーシップを
構築する。

• 研修：ジェンダーバイアスや価値観を考慮し、
ジェンダー規範に関する対話を行うための質の
高い研修に投資し、プロジェクトスタッフ、実施
者、戸別訪問員を継続的に支援する。

•

•

自己省察：プロジェクトやキャンペーンの資料、
文書、メッセージにジェンダーバイアスがない
か分析し、その修正に進歩的な女性の権利
のレンズと姿勢を適用する。
対象を絞ったメッセージ：プロジェクト・パート
ナーや利害関係者と協力して、実施者、コミュ
ニティリーダー、家庭、意思決定者、思春期の
若者を対象に、ジェンダー・トランスフォーマ
ティブな資料やメッセージを作成する。

• 評価：プロジェクト受益者の社会的・ジェン
ダー的規範、態度、行動の変化を追跡・測
定する。

特にこの調査では、ジェンダー・トランスフォーマティ
ブ・アプローチの一環として、思春期の性、結婚の必
然性、配偶者との関係、女性の役割や人生の進路に
関連するジェンダー規範や社会規範を変えることの価
値が強調された。思春期の性行為と予期せぬ妊娠に
対する恐怖は、この調査で検討された国々における
見合い結婚と状況結婚の主要な推進要因であり、こ
れに対処しなければならない。CEFMは、家父長的な
ジェンダー不平等システム、女の子やユース女性を軽
んじる伝統的価値観、そして思春期の若者が自らの
人生の進路について選択し発言することを制約する
年齢ベースの階層の中で繁栄している。CEFMを予
防し、GBVと有害な伝統的慣習をなくし、幸せな結婚
とより強固なコミュニティを築き、思春期の若者に新し
い人生の道と社会的セーフティネットを開くためには、
性的表現、性の統制、社会における女性の地位に関
する社会・ジェンダー規範に取り組まなければならな
い。特に、進歩的な人権、女性と子どもの権利に基づ
く運動と戦略の中にCEFMプログラムを統合する場
合、この分野には成長と革新の余地もかなりある。
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提言4：集団を通じて女の子に力を与える

CEFMを予防し、なくすための基礎として浮かび上
がった重要なプログラム戦略は、女の子たちが集い、
出会い、互いの悩みや問題について話し合う場を作る
ことである。これは、思春期の性に対する考え方につ
いて親やその他の大人に働きかけることと並行して行
われるべきである。

女の子を集団化するための特に有望なプログラム戦
略には、以下のようなものがある。

• 女の子クラブと男の子クラブ：思春期の若者が人
生、人間関係、ジェンダー規範について話し合う
場を作る。

• 思春期の若者クラブ：女の子と男の子が一緒に
なって、司会者のいる空間でジェンダーの問題に
ついて話し合う。

• ピア教育/ピア呼びかけ：思春期の若者が仲間と
の対話を開始し、継続できるよう訓練する。

• メディアとソーシャルメディア：ユースが実際に出
会い、オンラインを利用し、CEFMのコンテンツを
人気のあるメディア・プラットフォームに組み込
む。

• スポーツとアートの空間：思春期の若者のための
娯楽や社交の場を作り、交流を促進する。

• 自警団／ピアプロテクション：思春期の若者が、
自身のコミュニティにおけるCEFMの事例を関係
当局に報告できるようにする。

•  思春期の若者コミュニティ貯蓄制度：経済的・職
業的スキルを高め、共有学習を促進する。

•  プログラムへのユースの参加：受益者である思
春期の若者とユースをプログラムの設計、実施、
評価に参加させる。

思春期の受益者自身、特に女の子は、仲間に会い、
希望や恐れを分かち合い、自身の意見や決定に自
信をつけるための安全な場を持つことの価値を強調
した。複数の情報提供者や関係者は、社会変革の重
荷を女の子の肩に背負わせないよう、エンパワーメン
トや集団化プログラムを家庭やコミュニティへの働き
かけとセットで実施することの重要性を強調した。思
春期の若者に自身の権利について教育し、社会規範
やジェンダー規範に疑問を投げかける自信と能力を
養い、CEFMに対して行動する力を与えるプログラム
戦略は、思春期の若者の声に耳を傾け、前向きに対
応できるように親やコミュニティを教育し、その能力を
養う同様の戦略とセットになって初めて成功する。本
調査で評価されたプログラムは、女の子のためにこ
のような場を設けることと、彼女たちが新たな知識や
技能に基づいて行動できるようにするために必要な
社会的支援構造を構築することのバランスを見出そ
うとしていた。
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提言5：能力と主体性の構築を通じて政府の賛
同を確保する

CEFMを予防・撲滅するためのプログラムの拡張性
と持続可能性は、その成功に対する政府の取り組
みと投資の活性化にかかっている。政府の支援は、
政策や法改正を可能にし、より安定した資金を確保
し、CEFMを防止する戦略を成功させるための統合
への道を開き、国レベルでの説明責任とデータ収集
を提供する。

政府の能力を高め、賛同者を増やすための成功戦
略には、以下のようなものがある。

•  研修：CEFMに関する国家政策の実施を任務と
する地方自治体職員に研修と継続的支援を提供
する。

•  技術支援：出生・婚姻登録システムをデジタル化
し、地方公務員がよりアクセスしやすくする。

•  同盟：政府パートナーに協調的な情報と提言を
提供するため、テーマ別連合を組織し、参加す
る。

•  戦略的パートナーシップ：プログラム開始当初か
ら、プログラムの意思決定における政府パート
ナーの明確な役割を確保する。

あらゆるレベルの利害関係者が、政府の関与と投資
を、CEFMを予防・撲滅するプログラムの成功の基準
として定義している。多くのプログラムは、国際的なド
ナーからの資金提供サイクルに依存したままであり、
その活動を国家レベルで拡大するためのコスト計算さ
れた計画がない。政府パートナーとの協力を通じて活
動することで、他の開発計画との滑らかな統合が可能
になり、政策実施に対する説明責任が高まり、より持
続可能な成果を得ることができる。特にこの調査で
は、政府や市民社会のパートナーと協力し、政府省庁
やパートナーの具体的な役割を明確化し、明確な調整
機関や緊急時対応計画を備えた、コストのかかった国
家戦略を策定することが、CEFM予防の規模拡大に
不可欠であると提言している。

8.2 検討すべき有望な手法
と戦略

この調査からは、さまざまな革新的で有望な実践例も浮
かび上がってきた。以下の提言は、CEFMの削減以外の
結果について評価されたものかもしれないし、小規模に
実施されたものかもしれないし、まだ十分な時間がなくて
強い結果が得られていないかもしれない。それでも、検討
に値するプログラム戦略として浮かび上がってきた。4つ
の提言は以下の通りである。

•  提言6：思春期の性と意図せざる妊娠への対応

• 提言7：伝統的指導者と信仰指導者の関与

•  提言8：プログラムの設計・実施・評価・統治に思春
期のユースとユースの有意義な参加を確保する

•  総括提言9：長期的なプログラム、評価、研究に投
資し、更なるエビデンスを生み出す
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• 思春期の若者のSRHと思春期の若者に
やさしい保健サービスの提供に関する保
健サービス提供者の研修。

•  未婚の思春期の若者のアクセスを禁止し
たり、親や配偶者の同意を必要としたりす
る法律や政策など、避妊や保健サービス
に対する法的障壁を撤去すること。

•  若い親の支援：妊娠中の思春期の若者や思
春期の若者である親に、教育、職業訓練、社
会資源へのアクセスを提供する政策や法的
枠組みを提唱し、妊娠中や子育て中の思春
期の若者の復学を禁止する法律や政策を撤
廃する。

望まない妊娠がこの地域のCEFMの原動力になって
いるという新たな有力な証拠があることから、CEFMプ
ログラムが思春期の若者の避妊情報とサービスへの
アクセスを確保するために投資する必要性は最も重
要である。加えて、CEFMを対象とする社会規範変革
プログラムは、主に思春期の女の子の教育と職業機
会の価値を高めること、家族関係とコミュニケーション
の改善、GBVの削減、結婚年齢の遅延に焦点を当て
てきた。性的・恋愛的欲求、性の健康、妊娠願望につ
いて対話の場を開くことに焦点を当てることは、CEFM
の撲滅に向けた前進を加速させるための論理的な次
のステップである。更に、多くの国々では、妊娠中の思
春期の若者や思春期の母親が教育を継続または再開
することを禁止する、公式または非公式の政策がいま
だに存在する。こうした政策を改め、思春期の親が継
続的に教育を受けられるようにすることは、CEFMの
根本原因をなくすために不可欠である。

提言6：思春期の性と意図せざる妊娠への対応

思春期の性と意図しない妊娠に対する恐怖、そして社
会的タブーによって思春期の若者が結婚以外の性に
ついて表現したり学んだりすることを妨げていること
が、この調査においてCEFMの十分に取り組まれてい
ない要因として明らかに浮かび上がった。SRHに取り
組み、早期妊娠や意図しない妊娠を防ぐために何が
有効かについては、強力なエビデンスがあるが、こうし
たプログラムがCEFMに及ぼす影響を分析した研究は
ほとんどない。しかし、プログラム実施者や政府
は、CEFMと思春期の若者の性と生殖に関する健康プ
ログラムをますます統合しており、有望な兆候が見ら
れる。

プログラムは、AYSRHプログラムとの統合を以下のよ
うな方法で改善することができる。

• 社会規範の変化：思春期の若者の性表現を規制
する規範や、思春期の若者が性欲や性の健康に
関する情報にアクセスすることを妨げるタブーを
含む。

•  包括的性教育：学校内外で包括的性教育を受け
る機会を増やし、学校内外の教育計画に社会的・
ジェンダー規範の変革とCEFMに関するメッセー
ジを統合する。

•  コミュニティへの働きかけ：CEFMプログラムの一
環として、思春期の性、性的欲求、SRHについ
て、親、コミュニティと信仰指導者を教育する。

•  思春期の若者とユースにやさしい保健サービス：
避妊具を含め、ユースにやさしい性と生殖に関す
る保健サービスを利用できるようにし、意図しない
妊娠のリスクを減らす。
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提言7：伝統的指導者と信仰指導者の関与

この地域の多くの国では、伝統的指導者や信仰上の
指導者がCEFM撤廃の進展の鍵を握っていると考えら
れている。しばしば国や地方政府に絶大な影響力を持
つ伝統的指導者や信仰指導者は、門番である：伝統的
な慣習や規範を守ることもあれば、社会的・法的変革
の最前線に立つこともある。アドボケイトやプログラム
実施者は、家父長的規範を誤って強化することなく、思
春期の若者やユースの権利を促進するために活動す
るよう、こうした指導者たちと慎重かつ思慮深く関わっ
ていかなければならない。

伝統的指導者や信仰指導者を巻き込むための戦略と
して、有望視されているものには以下のようなものだ。

•  伝統的裁判所との連携：地域の権威制度や宗
教裁判所と協力し、国のCEFM法や婚姻最低
年齢を実施・執行したり、結婚した思春期の若
者を保護したりする。

• 共通基盤の特定：進歩的な信仰に基づく機関や
ネットワークと提携し、CEFMを防止するための
神学的議論を展開する。

• 宗教間対話：関連する伝統的指導者と信仰指
導者の連合体を通じて、共通の優先事項を見つ
け、それをCEFMプログラムに適用する。

•  提唱活動：CEFMの削減と予防のための活動に
おいて、思春期の若者やリーダーの支持者とな
る伝統的指導者や信仰指導者を訓練し、支援
する。

信仰に基づく組織やコミュニティ組織とのパートナー
シップを活用し、伝統的な構造を特定し、その構造を
通して活動することは、地方での実施や国レベルの提
唱活動に計り知れない影響を与えることができる。特
に信仰指導者は、信仰共同体や政府高官、保守的な
集団からの反対に対抗するための最良のアドボケイト
となりうる。この地域の国ぐにの法的枠組みの中で
CEFMの存続を認めている政策的例外の多くは、宗教
的・伝統的コミュニティからの現実の、あるいは認識さ
れた抵抗から来ている。信仰や伝統的な指導者と協
力することは、国の政策を確実に拡大適用するための
鍵となりうる。

提言8：思春期のユースとユースの有意義な参
加を確保する

ユース参加の効果に関するエビデンスはまちまちで
あるが、プログラム実施者、受益者、アドボケイトの間
では、その付加価値について疑う余地は ほとんどな
い。ここでの有意義なユースの参加とは、受益者とし
てユースを参加させる以上のステップと考えられてい
る；その代わりに、思春期の若者、ユース、ユース主
導の組織をパートナーやリーダーとして参加させるこ
とに重点を置いている。

ユースを有意義に関与させるための重要な役割に
は、以下のようなものがある。

• 形成的調査：ユースを研究者として訓練
し、CEFMの傾向、推進要因、社会規範に関する
質的情報を仲間やコミュニティから収集する。

• プログラムデザイン：対象コミュニティの思春期の
若者やユースと協力し、プログラムの提供や内
容を設計し文脈化する。

•  プログラムの実施：思春期の若者やユースをファ
シリテーター、アドボケイト、教育者として、仲間を
対象とするだけでなく、若いスタッフや実施者を雇
用し研修することも含め、コミュニティや政府も対
象として、訓練し参加させる 。

•

•

 監視と評価：プログラムの実施と結果を評価す
るために、若手の評価者や研究者を訓練し、
配置する。
プログラム統治：ユース諮問委員会、ユース主
導の組織やネットワークとの連携、プロジェクト
や組織の理事会におけるユースの席などを通
じて、プロジェクト統治のあらゆるレベルで思
春期の若者やユースのための場を設ける。

現在、プログラム実施への参加がもたらす付加価値
については、最も強力なエビデンスがある：ピア教育
者、アドボケイト、ファシリテーターとしてユースを参
加させることで、彼らの自信が増し、意思決定や交
渉スキルが向上することが示されている235。有意義
な思春期の若者の参加への投資は、疎外され支援
が困難な思春期の若者へプログラムが行き渡り、プ
ログラム活動へのより大きな参加を確保し、ピア集
団間でプログラムの学びを共有することを増やすと
いう点でも、有望であることが示されている236。
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総括提言9：長期的なプログラム、評価、研究に投
資し、更なるエビデンスを生み出す

CEFMの取り組みは基本的に地域の文脈によって形
成され、多様なプログラムモデルに反映されている。こ
のようなばらつきは、文脈を超えた比較や学習をより困
難なものにし、この若い分野全体でCEFM撲滅のため
に何が有効かについて共通の理解を得ることを難しく
している。統合されたプログラムの有効性が明らかで
あることから、特定のプロジェクト要素の貢献を評価す
る質の高い評価が必要となる可能性がある。

私たちの提言は、プランのプログラムの世界的検証に
おけるWetheridge, et al. (2018) の結論を補強し、そ
れを基礎とするものである237。本報告書の調査結果

は、多くの特定分野における研究を優先する必要性を
確認するものである。

•  思春期の性、10代の妊娠、CEFMの関連性： 思
春期の性を認識し、この地域で意図しない妊娠や
恋愛結婚が増加していることから、これらの関連
性と、それぞれに対応する最善の方法について、
より多くの研究が必要である。

•  既婚の女の子やユース女性、子どもがいる女性、
離婚・別居・寡婦の女性、男の子のニーズと経験：
すでに結婚している、親になった、あるいは離婚・
別居・寡婦の女の子やユース女性、そして子どもと
して結婚している、あるいは女の子と結婚している
男の子やユース男性の経験について、更に調査
が必要である。

•  介入の種類別の女の子のエンパワーメント手法の
有効性： 開発環境と人道的環境の両方における、
社会的・経済的エンパワーメントのさまざまなモデ
ルをさらに検証し、現場での議論を解決すること
で、プログラムを自信を持って拡大できるようにす
る必要がある。

•  縦断的な調査による、介入の長期的な影響： プロ
グラム的介入に対するジェンダー規範の変化を研
究するためには、長期間にわたって集められた膨
大な量の情報が必要である238。ほとんどの現地
プロジェクトは期間が短いため、CEFMの根底にあ
る原動力の変化を達成したり記録したりすることが
難しい。動き出したが完全には実現されていない社
会的変化を捉えるには、3～5 年以上経った後の時
系列または追跡評価が役に立つ。
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アジアにおける強制された早すぎる結婚の撤廃に向けた取り組みの加速

世界では毎年1,500万人の女の子が18歳未満で結婚しており、これは2秒に1人の割合に相当する。現在生きている7億人超の女性が、
子どもの頃に結婚している。もしCEFMが減らなければ、2050年までに子どもの頃に結婚した女性の数は世界で12億人に達する。CEFM
撲滅で得られる福祉的利益は、2014～2030年の間に4兆米ドル超になると推定されている。大アジア地域には、経済的、社会文化的、家
庭的な理由で結婚を余儀なくされる子どもたちの数が多い。

協調的かつ加速的な取り組みがなければ、今後5年間で推定7,000万人の女の子が子どもとして結婚することになる。従って、今こそ今こ
そ行動を、である。CEFM撲滅のために、私たちは大きく考え、大規模に行動する必要がある。

プラン・インターナショナルAROは、CEFMの撲滅を、影響力とプログラミングのための戦略的優先分野のひとつと位置づけている。私たち
は、CEFMに関する最新の知識を提示し、CEFMをなくす可能性が最も高い効果的で成功した新たな介入モデルを特定するために、包括
的な調査を実施した。

本調査報告書について

今こそ行動を！（フェーズII）： 規模拡大すべき効果的なモデルの特定

本報告書は、前回の報告書「Their Time is Now」に基づいており、CEFMの常態化、原因、傾向、促進要因、影響に関する最新の証拠
を提供し、アジアにおけるCEFMを防止・撲滅するために取るべき行動を概説し、複数のレベルの利害関係者から強い注力が必要であ
ることを強調している。本報告書は、CEFMの予防、削減、撲滅に成功し、効果的となる可能性の高い新たな介入策を掘り下げ、成功に
つながる可能性のある要因を明らかにしている。また、アジアやその他の国々の政府や関係者が大規模に実施すれば、CEFMをなくす
可能性が最も高いと思われる取り組みや革新的な手法を明らかにしている。バングラデシュ、カンボジア、インド、インドネシア、ベトナ
ムの5カ国において、有望な介入策と主な成功要因、課題、機会、テーマを特定するために、広範な文書調査とさまざまな利害関係者と
のインタビューが行われた。 

私たちとパートナーシップを組んでください！

この野心的な調査課題は、アジア地域全体でCEFMを撲滅するための政府やその他の関係者の努力に情報を提供し、その指針となる重
要な新知識に貢献するものである。

プラン・インターナショナルAROは、調査報告書の知見と提言を行動に移すために、さまざまな有力な関係者や貢献者とパートナーシップ
を組む意思がある。私たちは、アジアにおけるCEFM撲滅を加速するために、私たちの取り組みに参加し、資源と技術的専門知識を結集
してくれる新しいパートナーを歓迎する。

今こそ今こそ行動を


